














ぞっこん




～ある日バイクに迫られて～








松雪奈々





[image: ]

角川ルビー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。













　目次







ぞっこん～ある日バイクに迫られて～




　あとがき







ギャラリー







　　　　一







　──ある日、我が家にバイクが押しかけてきた。







　それは雪国へ引っ越こした夜のことだった。

　俺の勤めるＧＬ日写という印刷会社では入社四年目になると関連会社へ二年間出向する掟おきてがある。今年二十六になる俺にも例外なく出向命令が下り、日本海側の雪の多い地方にある、その事業所へ転勤した。

　異動する前、現地で働いた経験を持つ先せん輩ぱいたちが、口をそろえてこう言った。

「四し反たん田だくん、車持ってないんだよな。中古でいいから買いな。むこうは車がないと動けないぞ」

「俺、バイク持ってますけど」

「ばっか。雪国舐なめんな。現地育ちならまだしも、慣れてない人間が雪国でバイクは危険だぞ。雨も多いし、持っていったところで短い期間しか乗れないと思うぞ。もし事故ったら、自分が痛い思いをするだけじゃなく、周りにも迷めい惑わくをかける」

　十人中十人にバイクはやめろと言われた。

　まあそうだよなと俺も納なつ得とくし、車を買うことにした。しかし引っ越し費用は会社が負担してくれるが、車の購こう入にゆう費ひまではさすがに出ない。

　安月給の俺には車を買う金などない。

　しかたがないのでバイクを売ることにした。

　十九歳のときから乗っていた大型バイクはとても大事にしていたので手放したくなかったが、背に腹は代えられない。就職してからは乗る機会もめっきり減っていたし、車を買ったらさらに乗らなくなるかもしれないと自分に言い聞かせ、バイク屋に売った。

　そうして手にした金で中古のセダンを購こう入にゆうし、無事に転勤先へ引っ越してきたわけである。

　新天地は海岸まで車で約一時間、都市ではないが過か疎そ地ちというほどでもない、日本中いたるところにありそうな内陸の盆ぼん地ちだ。

　会社から斡あつ旋せんされた新しいマンションは二部屋あり、これまで住んでいたワンルームよりも広く家賃が安い。居間と寝しん室しつにわけようかと思ったりもしたが、生活動線が短いほうがよかろうと思い、南側のひと部屋に家具を納めた。

　荷に解ほどきをし、室内の整理を終えると、最後に机の上に写真立てを置いた。そのフレームの柄がらはうちの会社で開発した特とく殊しゆなプリント技術を使っていて、俺が企き画かくに関かかわったものだ。中に入れているのは家族の写真と、自分の写真。

　自分のは、バイクで初めて遠出をした記念の写真で、夏の南アルプスの山々を背景に、バイクといっしょに写っている。

　写真の中央に写っているバイクは全体が黒、差し色にメタリックグレーが配色されている車体で、とびきり格好いい。

　その横に立つ俺は嬉うれしそうだ。

　ひとりで行って、写真を撮とって戻もどってくるだけだったけど、すごく気持ちよくて楽しかったんだよなあ……。

　それを皮切りに、過去数年間バイクと過ごした思い出が走そう馬ま燈とうのようによみがえった。

　このバイクとは、学生時代に日本中をあちこちめぐった。初めてできた恋こい人びととツーリングに行ったこともあった。

　俺はバイクのことを隼はやぶさと呼んで、本当に大事にしていたんだ。格好良くてひと目惚ぼれし、無理して買った。

「もう乗れないんだよな……」

　バイクを売り払はらったときの光景が脳のう裏りに浮うかんだ。バイク屋を出ていくときにふり返ると、隼はフロントをこちらにむけて置かれていて、まるで置いていかないでくれと言っているように見えた。飼い犬を捨てたような気持ちになって、ちょっと泣けた。

　俺はあまり後こう悔かいしないほうだが、写真を見ていたら、手放したことを悔くやむ気持ちが沸わきあがってきた。

　だけどバイクの維い持じ管理は金と手間ひまがかかる。バイクに憧あこがれて買ったものの、実際ユーザーになってみたら雨や駐ちゆう車しや場所など不便なことも多くて、やっぱりみんなが言うように車のほうが便利なんだなと痛感もした。

　しかたがなかったのだ。もうすんだことだしとため息をついたとき、インターホンが鳴った。

　引っ越したばかりである。

　さっきまでマンションの管理人や電気ガスなどの業者が入れ替かわりやってきていたので、また業者だろうと思って確かく認にんせずに扉とびらを開けた。

　するとそこに見知らぬ青年が立っていた。青年の、肩かたまである黒くまっすぐな髪かみが扉を開けたときに生じた風でふわっと空気を含ふくんで靡なびき、男らしく引き締しまったあごとたくましい首筋にそって収まった。

　はっと目が覚めるほど印象的な青年だった。

　身長百七十七センチの俺よりも五センチは背が高く、シンプルなシャツとデニムに包まれた身体からだはほどよく締まっているのが見てとれる。年ねん齢れいは俺とおなじぐらいだろうか。

　秀ひいでたひたいとまっすぐな眉まゆの下にある瞳ひとみの色はグレー。神秘的なその瞳は情熱的に光っていて、俺の視線を奪うばった。

　これまでの人生で、こんな男に出会ったことはなかった。

　ため息が出るほどりりしくて精せい悍かんなのにエキゾチックで、目があった瞬しゆん間かん、俺はなにか運命みたいなものを感じてしまった。それほど、鮮せん烈れつな印象を抱いだいた。

「碧あおいさん」

　その男に、かすれた声で名を呼ばれた。

　ん？

　どうして俺の名前を知っているんだ。

　いちどでも会っていたなら、絶対に忘れるはずがない印象的な相手だ。以前に会ったことはないはずだが。

　はて、と思ったとき、彼のグレーの瞳に涙なみだが盛りあがり、それはまたたくまに大おお粒つぶの真しん珠じゆのようにこぼれていった。

　いきなり泣かれて俺はギョッとした。

「碧さん……俺を捨てたんですか……？」

　続いたセリフにさらにびっくりした。男を捨てたなんて、まったく身に覚えがない。捨てられた過去ならあるが、それはこの青年ではない。

「……どちら様ですか」

　怪け訝げんな気持ちをあらわにし、眉を寄せて見あげると、相手はうう、と悲しそうに嗚お咽えつをこぼし、はらはらと涙を流す。

「俺、隼です……あなたのバイクの……」

　彼はそう言うと、決けつ壊かいしたダムのようにどっと涙を溢あふれさせた。

「碧さん、どうして……どうして俺を捨てたんですか？　最近俺、飽あきられてるのかもしれないとは自分でも薄うす々うすわかってました。でも、でも……っ」

　彼は涙で濡ぬれた頰ほおを手の甲こうでぐいとぬぐうと、熱いまなざしと必死な口調をもって俺に迫せまってきた。

「俺、碧さんの気にさわることをしてましたか？　どうして捨てたんですか？　ほかにあなたの気を引くやつが現れたんですか？　俺、碧さんのそばにいたいです……っ！　お願いします！　捨てないでください！　そばに置いてください！」

　わあっ。

　玄げん関かん前で泣きながら大声で訴うつたえるだなんて、やめてくれよ！

　言ってる内容が、ゲイの別れ話そのままじゃないか。

「お願いします！　以前のように俺に乗ってください！」

　焦あせる俺の前で、彼はいきなりその場に四よつん這ばいになった。　>>>♥

「ちょ、ちょっと」

　勘かん弁べんしてくれ。この男、変質者か？

　共用廊ろう下かを歩くマンション住人が、好こう奇きの視線で俺たちをじろじろ見ながら通っていく。転居早々、こんな話を近きん隣りん住民に聞かれて誤解されたくない。ゲイなのは誤解じゃないが、トラブルメーカーだと思われたくないんだ。

　思わず扉を閉めようとしたら、すかさず伸のびてきた彼の手が扉をつかんだ。彼のほうが力が強く、ぐぐっと扉が開いていく。そこにまたマンション住人の足音が近づいてきて、俺はこれ以上見られたくないと焦り、とっさに男の腕うでを引いて扉の中へ引き入れた。

　狭せまい玄関スペースで、俺は自分の短めの黒くろ髪かみに手をやり、ため息をついて男を見あげた。

　困ったな。

　こいつ、自分のことをバイクだとか言ってたよな。

　頭のおかしい人なんだろうか。

　つい中に入れちまったが、出ていってくれるだろうか……。

「ちょっと意味がわからないというか、人ひと違ちがいだと思うんで、お引き取りいただけると……」

　男の表情に傷ついたような陰かげが走った。それからその傷を飲み込むようにぐっと唇くちびるを引き締め、すがるように目をうるうるさせる。

「俺のこと、わからないんですか？　俺です。つい先日ドナドナされた隼です」

「……隼……」

　さっきもそう言ってたけどさあ……。

「そうです。七年もいっしょにいたのに忘れたなんて言わないでくださいっ」

「隼だとして、なんで人間の姿なんだよ」

「わかりません。あなたに置いていかれるとわかって、嫌いやだと思って必死に追いかけようとして……気づいたらこの姿に」

　男がふたたびその場に四つん這いになった。

「碧さん、跨またがってください！」

「へ」

「お願いします！　あなたに乗ってほしいんですっ。俺、あなたじゃなきゃ嫌なんです……っ」

　なんか、怖こええよ……。

　変な人みたいだから、言うとおりにしたほうがいいだろうか。あまり興奮させると、なにしだすかわからないもんな。

「はあ……じゃあ」

　男の気の済むようにと、俺はおそるおそる彼の背に跨がった。

「乗ったけど」

　彼は数秒無言だった。ぴくりとも動かない。なにを考えているのか。

　やがて、

「うう……以前のようにあなたを乗せて走りたいのに……走れない身体になってしまってすみません……」

　と、またもや号ごう泣きゆうしだした。なんなんだよ、いったい。

　なんで跨がらせたんだか。こいつも混乱してんのかな。

　俺は早々に背中から降りるととなりにしゃがみ込み、りりしい男の横顔をしげしげと眺ながめた。

　何者だろうな、こいつ。

　俺の名前を知っていて、愛車の呼び名も知っている。

　俺はごくふつうの一いつ般ぱん人で、何百キロも離はなれた土地まで追いかけてくるような熱心なファンやストーカーはいない。

　なんだろう、新手の新興宗教勧かん誘ゆう法とか詐さ欺ぎの一種か？

　はっ。まさか、これぞ噂うわさのオレオレ詐欺？

　──俺だよばあちゃん、孫の太た郎ろうだよ。

　──俺です碧さん、バイクの隼です。

　わあ、いっしょじゃないか！

　最近の詐欺は手口が巧こう妙みように進化していて、だます相手の下調べぐらいはしていると聞く。宅配便業者や弁護士、息子むすこや孫の会社の上司を装って家にやってくる成りすましもあるとは聞いていたが、まさかバイクに成りすますまで進化していたとは、恐るべしオレオレ詐欺。

　そういえば名めい称しようも進化して、いまは母さん助けて詐欺と言うんだったか。こいつも、助けてくれ金を貸してくれと言いだすのか？

「金なら、ほかをあたってもらえると」

「金っ？　碧さん、俺は金なんか望んでませんっ。そばに……そばに置いてください……っ」

　目の前の男は傷ついたような目をして泣いていて、演技には見えない。俺のほうが悪者になった気分だ。

　それが詐欺の手口なのだろうからだまされてはいけない、と思う反面、やっぱりバイクの成りすましはないかなとも思う。いくら進化しているったって、限度があるよな。

　じゃあ、こいつはなんの目的で、バイクだなんて言っているんだ。

　まさか本当に隼じゃないよな。

　目の前の男は黒髪にグレーの瞳。バイクの隼は黒い車体にメタリックグレーの差し色。イメージが似ていると言えば言えなくもない。

　だけどバイクが人の姿になるなんて非現実的なことは簡単に受け入れられない。そんなおとぎ話みたいなことは存在しないという常識の中で生きているまっとうな現代人なのだよ俺は──とそこまで考えて、自分にとってはさほど非現実的でもないことを唐とう突とつに思いだし、はっと息をとめた。

　そうだった。

　俺、変な能力があったんだ。

　いまのいままで、すっかり忘れていた。

　ガキの頃ころの話だが、お気に入りの三輪車から精せい霊れいみたいな人の姿が現れたことがあったんだ。三輪車本体もわずかだけど勝手に動きだした。初めて買ってもらった自転車もそうだった。

　どうやら俺が特別愛着を抱いだいた乗り物には命が吹ふき込まれてしまうらしい。

　動いたのを目もく撃げきした親がとても気味悪がったので、それ以来、物に執しゆう着ちやくするのは気をつけようと思った覚えがあるが、小学校にあがる頃にはその能力もなくなっていたので忘れていた。

　ちなみにその三輪車と自転車は親が勝手にお祓はらいにだし、年下の従兄弟いとこに譲ゆずってしまった。その後精霊が出てくることはなくなり、本体も動かなくなったらしい。

　そんな奇き妙みような出来事をどうして忘れていられたんだかと呆あきれるが、ともかくこれって、あのときの現象とおなじじゃないか？

　もしかして、本当に隼なのか。

　いや、だけど……。万が一そうだとしても、なんで急に。

「なあ。おまえ、本当に隼？」

　詐欺や変質者の疑いも捨てきれず、半信半疑な気分で尋たずねたら、涙なみだをいっぱいに溜ためたグレーの瞳ひとみがこちらをむいた。

「はい」

「証しよう拠こは？」

　彼は考えるように目を伏ふせると、シャツのボタンを上から三つほど外し、左ひだり肩かたをさらした。そこには隼の車体ナンバーが刺青いれずみしてあった。

「いまの俺に証拠として示せるのは、この番号と、あなたとの記き憶おくだけです」

　そう前置きして、彼は静かに語りはじめた。

「初めて車道を走ったとき、あなたはとても安全運転で、スクーターに追い抜ぬかれました。初めてツーリングに行ったのは、南アルプスでした。山道が雨後で濡ぬれていて、スリップしそうになりました。それから次に行ったのが九十九里で、ガス欠ぎりぎりまでスタンドが見つからなくて──」

　ツーリングの思い出だけでなく、使用していたワックスの銘めい柄がらやよく行くスタンドなど、すらすらとよどみなく語られる。

　そういえばそんなこともあったなと、言われるまで忘れていたような些さ細さいなことまで男は覚えていた。

「それから最後に俺をバイク屋へ連れていくとき、突とつ然ぜん飛びだした猫ねこをよけようとして、転てん倒とうしました。俺は無傷でしたが、あなたは左ひだり腕うでにケガをしてしまいました」

　すべて事実だった。

　とくに、バイク屋へ行く前に転倒したことは誰だれにも話していないし、目撃者もおらず、俺と隼と猫しか知らないことだ。

　詐さ欺ぎ師しがどれほど下調べしたって、転倒のネタは出てこない。わざわざ刺青を入れる甲か斐いがあるほど、俺が金持ちじゃないことは下調べしていればわかるはずだ。

　ということは、やっぱり目の前の男は俺の愛車の隼なのだろうか。

　だとしても、俺の変な能力は小学生の頃から消えていたはずなのに、どうしていま頃復活したんだ。

　きっかけでもあっただろうか。

　三さん途ずの川を渡わたりかけたとか、神の啓けい示じがあったとか。あるいは二十六歳になると先祖伝来のなにかが覚かく醒せいするという言い伝えがじつはあったとか。

「……なにもないよな」

　せいぜい転倒したことぐらいか。

　劇的な変化や出来事はなく、それぐらいしか思いつかない。

　転倒したとき、腕うでをすりむいただけでなく電柱に後頭部を強く打ちつけた。まぶたの裏に火花が散るほど強きよう烈れつにぶつけたんだが、それが再発のきっかけになったのだろうか。

　いまいち納なつ得とくしかねるが、たぶんその辺りだろうと目星をつけて、原因追つい及きゆうをひとまずやめた。

「おまえ、本体はどうした」

「バイク屋に置いてあるはずです。抜け殻がらみたいな感じで」

「どうやってここまで来たんだ。新居、よくわかったな」

「あなたの匂においを頼たよりに走ってきました」

「匂い？」

「はい」

「……。そうか」

　バイクを装った詐欺や変質者の可能性はゼロではないが、証言からしてこれは隼と思ってまちがいないだろう。

　バイクが人の姿になるなんて、ふつうだったら端はなから信じないだろうし、もうちょっと疑ってかかるだろうが、俺には三輪車たちという過去の事例がある。俺に妙みような能力があったのは疑いようのない事実であり、思いだしてしまったからには受け入れる方向へ心が流れていた。

　いきなり現れた男にあなたのバイクだと告げられてとまどう気持ちが強いが、自分を慕したって追いかけてきたんだと号泣されては、とても追いだせなかった。

　万が一詐欺や変質者だったとしても盗ぬすむものもないし、飽あきたら出ていくだろうと俺は腹をくくり、電柱にぶつけた後頭部を撫なでながら立ちあがった。

「……わかった。ここは冷えるから、中に入ろう」

「っ！」

　隼が顔をあげた。俺が認めたことを察したように、グレーの瞳がぱあっと輝かがやきだす。

　……。やべえ。なにその反応。

　ちょっと、かわいいんですけど。

「ほら、立って」

「はいっ」

「膝ひざのほこり払はらって、手ぇ洗って」

「はいっ」

　なんだ。なんだよその無む垢くでキラキラした笑え顔がおは。これが犬だったら全力でしっぽを振ふっていそうじゃないか。

「碧さんの部屋にあがらせてもらうの、初めてです」

　洗面所で手を洗ったあと、俺のあとに続いてそわそわと居間へ足を踏ふみ入れた隼は室内を見まわし、こたつに置いてあった車のカタログに気づいた。

　浮うかれた顔が一転青ざめる。

「っ……」

「どうした」

「碧さん……俺を捨てた理由はこれですね……こいつに心を奪うばわれて……」

　隼はまたもや泣きだしそうに声を震ふるわせた。握にぎりしめた拳こぶしもぷるぷる震えている。

　ああもう、泣くなよ。まいったな。

「べつに心を奪われたわけじゃなくて、必要に迫せまられただけだ。雪国は車が必要だから……でも金がなくて……」

　罪悪感から俺は言いわけしながら視線を落とし、首に手を当てた。

「あー。ところでおまえ、よく見るとほこりまみれだな。風ふ呂ろ入るか？」

　隼の意識をそらせようと適当な話題にかえたら、隼が目をぱちくりさせた。

「いいんですか」

「おう」

「で、では、お願いします」

「あ？」

「え？　俺の身体からだを洗ってくれるってことじゃないんですか？」

　なんで俺がと思ったが、隼のほうとしては、いつも俺が車体を洗ってたから、そういう発想になるんだな。

「そういや、風呂とか知ってんだな」

「ええ。あなたをよく温泉へ連れていきましたし」

「あー、そうだったな。ほら、こっちだ」

　引っ越こしで疲つかれていて、俺のほうがさっさと風呂に入って休みたいぐらいなのに、なんで他人の身体を洗わなきゃならんのだと思いながらも、俺は隼を風呂場へ連れていった。

　俺はよく、初対面の人間にはクールそうだとか他人に無関心そうだと言われる。が、仲良くなってくると、面めん倒どう見みがいいと評される。自分では自覚がなくて、指し摘てきされるたびにこんなのふつうだろうと思っていた。

　たとえば同どう僚りようが重い物を運んでいるのを見かけて手伝ってやるとか、突然家に押しかけてきた知人を泊とめてやることなんて、誰だってするだろ。

　俺は愛あい想そ笑いをしないし、アーモンド形の三白眼や口角の下がった口元が冷たそうな印象を与あたえるようで、そんな男にちょっと親切にされると、人はものすごく意外に感じるらしい。ギャップというやつだ。だから周りが勝手に俺の親切を二割増しぐらいに受けとめているだけで、実際は人並みの行動と思っていたんだが、俺ってやっぱり面倒見いいんだろうかと、ちょっとだけ思ってしまった。

　初対面で、もしかしたら詐欺師かもしれない男を自宅の風呂に入れてやり、なおかつ洗ってやろうとしてるんだもんな。

　まあ、九割がた、自分の所有していたバイクの化け身しんだと思っているからできる行動であって、本気で詐欺師と疑っていたら家には入れないけども。

　さすがに俺もそこまでお人ひと好よしじゃない。

「使い方教えるから、自分で──」

　隼が服を脱ぬいでいるあいだに浴室へ入り、シャワーの湯の温度を確かく認にんしてからふり返ると、全ぜん裸らになった隼が浴室へ入ってきた。その裸ら体たいの見事さに、俺は言葉を吞のんだ。

　たくましいけれどマッチョすぎることもなく、適度に筋肉の乗ったバランスのよい身体つき。俺との身長差は五センチぐらいなのに、脚あしの長さはそれよりありそうだ。そして股こ間かんにある立派なものも目にして、うっかり生なま唾つばを飲みそうになった。

　顔だけじゃなく身体も、すごく好みだった。

　隼の本体を初めて目にしたとき、見た目の格好よさにひと目惚ぼれして購こう入にゆうを即そつ決けつしたぐらいだから、その化身の容姿が俺好みなのはあたりまえと言えばあたりまえかもしれない。

「碧さん？」

「……いや。ここに立って」

「はい」

　俺は赤くなりそうな顔を見られないように隼の背後へまわると、シャワーをかけてやり、背中を洗ってやった。

「熱くないか」

「はい」

　それから、あとは自分でやれよと用具の使い方を説明し、隼を残して浴室から出た。

　はあ。どきどきした……。

　相手はバイクだろ、なにをどきどきしてるんだよ。

　しかしいい身体してたよな……などと思いだして悶もん々もんとしていると、隼が出てきた。

　勝手がわからないようで、まごついた顔をして俺を見る。

「洗えたか」

「はい」

「これで身体拭ふいて。それからこれが着き替がえな」

　バスタオルを渡わたし、棚たなに置いた新しい下着と大きめのスウェットを示す。

　ちゃんとできるか心配なので、俺もいちおう脱だつ衣い所にとどまり、壁かべにもたれて腕うでを組みながら隼の着替えを見守った。

　断じて言うが、あくまでも心配だからだ。隼の裸はだかを見たいからじゃない。

「おまえ、ここまで走ってきたんだよな」

「はい」

「けっこうな距きよ離りだろ。四百キロぐらいあったんじゃないか」

「四百五十二・七キロでした」

　化身にもメーターが備わっているのか、隼はやけに正確に答えた。

「俺の匂においを追ってきたって言ったよな。もしかして高速を走ったのか。人の姿で」

「はい」

　そりゃあ、ほこりまみれになるはずだった。

「すげえな。よく注意されなかったな」

「係員らしき人にいちど呼びとめられて、高速道から無む理り矢や理りおろされました。でもまた忍しのび込んで走りました」

「無む茶ちやしやがる」

「必死だったので。途と中ちゆうで雨が降って、あなたの匂いが消えかけたこともあって……」

　匂いを追っただなんて、バイクのくせに犬かよと思ったが、口にはしなかった。なんだかけなげでさ、茶ちや化かすようなことは言えなかったんだ。

「ああ、こら。髪かみが濡ぬれてるじゃねーか」

　隼は髪から水が滴したたっているのに服に手を伸のばそうとする。俺はそれをとめて、タオルを彼の頭にかぶせてわしわしと拭いてやった。

「よし。いいぞ」

　服を着ると、椅い子すにすわらせ、ドライヤーで髪を乾かわかしてやった。

　俺、なんでここまで世話を焼いてるんだろうな。

　こいつは俺のバイクって思いがあるからか。

　それともあれか。俺には年の離はなれた弟がいるんだが、両親共働きだったから、ちいさい頃ころは俺が弟の面めん倒どうを見ていたんだ。その感覚で、手のかかるやつを見ると、ついつい面倒を見てやらなきゃって使命感を覚えて手が出てしまうのかも。

　あれ。てことはやっぱり俺って面倒見がいいのか。

「この髪、伸ばしてるのか？」

　艶つややかで綺き麗れいな黒くろ髪かみはさわり心地ごこちがいい。たいした意味もなく尋たずねたら、隼もよくわかっていなそうに「さあ」と答えた。

「こういう仕様なんだと思いますけど。お気に召めしませんか」

「いや……そうじゃないが。ただ気になっただけ」

「気になるようならどうにかします。どうしたらいいですか」

「いや。このままでいい」

　隼が俺の反応を気にして、じっと見てくる。放っておくと、自分で切りそうな真しん剣けんさだったので、ひと言つけ加えた。

「似合ってる、と思う」

　すると隼が、はにかむような笑え顔がおを浮うかべた。

　おい。かわいいな、ちくしょう。

　隼は男っぽくてりりしい顔をしている。だけど、無む垢くな笑顔がたまらなくかわいくて魅み力りよく的だ。

　俺は落ち着かなくて、がしがしと自分の頭をかいて横をむいた。

「俺も入りたいからむこうで待ってろ」

　隼を脱衣所から追いだして自分も風ふ呂ろへ入り、パジャマに着替えて部屋へ戻もどると、隼はこたつの前に行ぎよう儀ぎよく正座をして、車のカタログを睨にらんでいた。

　俺はそのカタログを机の引きだしにしまうと、隼の横へ腰こしをおろした。

「で。おまえ、どうしたいんだ」

「碧さんのそばにいたいですっ」

　隼は軍人のようにはきはきとした口調で主張する。

「そうか……」

　まあ、そうだよなあ。捨てないでくれって追いかけてきたんだもんな。

「つまり、しばらくここにとどまるつもり、なんだよな……」

　隼が唇くちびるをかみしめ、「だめですか？」と言いたそうな気弱な目つきをして俺を見つめる。

「……そばに、いたい、です……」

　やや弱い語調でくり返される。

　でも、そう言われてもなあ。

　バイクは売ってしまったし、正直弱った。

　といって、諦あきらめて帰れと言うのも忍びない。

「まあ、とりあえず夜も遅おそいし。おまえのことは考えておくから、もう寝ねてもいいか。俺、明日から新しい職場でさ。朝は早く出ないといけないんだ」

　言いながら、問題を先延ばしにする政治家のようだと思った。

　隼が恐きよう縮しゆくしたように眉まゆを下げ、大きな身体からだを縮こまらせる。

「迷めい惑わくをかけてすみません」

「そういえば食事とか寝るのとか、おまえの身体、どうなってるんだ」

「俺のことはおかまいなく」

　我がままを言ったら捨てられるとでも思っているのだろうか。隼はびくつくように首をふる。

「いいから言えよ。そんなことで追いだしたりしないから。ここまで走ってきたんだし、すくなくとも休きゆう憩けいは必要だよな」

「……はい。食事は、いまはだいじょうぶです。ごくたまに油をいただければ……」

「え？」

「はい？」

「油？」

「ええ」

　互たがいに顔を見あわせた。

「油って、ガソリンか？　それともエンジンオイルとか？」

「なんでも。たぶん、人が口にするような油でいいような気がします」

「なんでもったって、サラダ油ってわけにもいかないだろ」

「たぶんそれでだいじょうぶです」

「本当かよ」

　サラダ油がなんなのか、本当にわかっているのだろうか。

　ガソリンをくれと言われたら調達が面倒だが、サラダ油でいいのなら家にある。食事は明日でいいということなので、明日試ためしてみることにする。

「わかった。あとは寝しん具ぐだな。客用布ぶ団とんはないんで、どうするかな……悪いが、こたつ布団で寝てもらってもいいか」

　こたつを部屋のすみにどけ、隼の寝ね床どこを簡単に整えてやると、俺も寝る支し度たくを済ませた。

「碧さん。俺との写真、飾かざってくれてるんですね」

　歯を磨みがいて居間へ戻ると、隼が机き上じようの写真立てを見つめて、感激したように目を潤うるませていた。

「となりの写真はご両親と碧さんと、弟さんの朱あか里りさんですね」

　帰省するときはバイクで帰っていたから、隼は俺の家族の顔も覚えていた。

「ほら、明かり消すぞ」

　なんとなく照れ臭くさくて、入り口の壁かべにある照明のスイッチにふれながら、隼を急せかす。

「はい」

　こたつ布団にくるまった隼は緊きん張ちようした様子で、とても、これから寝る男の顔じゃない。慣れない部屋で、慣れない姿で眠ねむるのに緊張しているのだろうか。

「だいじょうぶか？　眠れるか？」

「はいっ。お気き遣づかいなく」

　元気のいい返事だ。俺への遠えん慮りよなのか素すなのか、よくわからない。

「おやすみ」

「おやすみなさい」

　明かりを消し、俺もベッドに横になった。

　カーテンの隙すき間まから街灯の明かりがわずかに差し込んで、室内は完全な暗くら闇やみではない。

　俺は目を閉じず、天てん井じようを見つめたまま自分の呼吸を数えた。

　心身ともに疲つかれていて早く眠りたいのだが、隼が気になって落ち着かなかった。

　俺も緊張しているのかもしれない。

　本体のバイクは見慣れているが、人の姿は初対面だ。初対面の、いまいち得体の知れない男と同室で寝るというのはめったにない経験だもんな。

　知らない人と同室じゃ眠れないなんて繊せん細さいな男じゃないつもりなんだが、それは相手がふつうの人間の場合だ。

　ガキの頃の経験があったから隼の突とつ然ぜんの出現もどうにか受けとめられているが、それでもとまどいは収まらないし、神経が高ぶっている。

　どうしてこんなことになったのか。

　ひっそりとため息をつき、こたつ布団のこんもりとした影かげへ目をむけた。

　隼も眠っていないのだろう。こちらの気配を窺うかがっているような空気が伝わってくる。むこうが気にしていると思うとこちらもよけい気にしてしまう。

　せっかく二部屋あるのだから空いている部屋に寝かせればよかったか。いまさら移れと言うのもどうかな、などと考えていると隼が寝ね返がえりを打ったらしく、こたつ布団が大きく動いた。

「碧さん……起きてますか？」

　ひそめた声が届いた。

「ああ」

「もう、寝ますよね？」

「そのつもりだが。どうした」

「ちょっと、気になることがありまして。訊きいてもいいですか」

「なんだ」

　俺は顔をそちらへむけた。ベッドの下にある男の顔は見えない。

「俺の身体って、男ですよね」

「そうだな」

「碧さんも男ですよね」

「そうだな」

　あくびをひとつかみ殺し、同意する。

「人は……男の場合は通常、女性を好きになるものですよね」

「そうかもな。でもかならずしもそうじゃないケースもあるけど」

「と言いますと」

「男しか好きになれないやつもいる」

　隼がすこし口ごもった。

「碧さんは、男の方とおつきあいされてましたよね」

　俺に恋こい人びとがいたのは六年も前のことだ。

　ずいぶん前のことなのに、よく覚えてるな。

「そうだな。俺は男しか好きになれない」

「男なら、好きになれる……？」

「男なら誰だれでもってわけにはいかないけどな」

　性格の相あい性しようもあれば身体の相性もある。俺はいかにもタチって外見のくせに、じつはネコだ。だから相手選びには気を遣つかう。

「なんでそんなことが急に気になったんだ」

「その……なんだか、変で」

「変って？」

「身体が……その……だから……」

　隼の言葉は尻しりすぼみになってとぎれた。続きがあるのだろうと待ったが、なかなか話しださない。言葉が見つからないのか。

　根気強く待ってみたが、いいかげん待ちくたびれて目をつむったとき、隼が起きあがる気配がした。と思ったら直後に俺のベッドがきしみ、はっと目を開けると、目の前に隼の顔があった。覆おおい被かぶさるように上に乗られている。

「ちょ……なにを」

　部屋は薄うす暗ぐらいが、近いので相手の表情は見えた。はっきりと興奮した顔。グレーの瞳ひとみが爛らん々らんと俺を見つめている。

「すみません。俺、あなたにこういうことをしたかったから、人の姿になったのかも……っ」

「……は？」

「碧さん、好きですっ」

　威い勢せいよく告げられた。

　色気もへったくれもない、まるで体育会系の告白だ。

　距きよ離りを縮められ、俺はとっさにその顔面を手で押さえ、ぐぐっと引き離はなした。

「おま……っ、待てこら」

「ごめんなさい待てません！　ムラムラして抑おさえが利きかなくてっ」

　引き離した顔は、ふたたび押し戻もどされて近づいてくる。

　ムラムラっておまえなあっ。

「ちょ、ちょっと待てって！　なにする気だよおまえっ」

「自分でもわかりません！　でもキスさせてください！」

「わかってるじゃねーか！　じゃなくて、なんでっ？　ええっ？　キスだとっ？」

　突とつ然ぜん襲おそわれ、俺もパニックになって、なにを言いたいのかわからない。

「どういうことだよ。俺、男だぞっ」

「知ってます！　俺はバイクなので性別は関係ありません！　ご心配なく！」

「そうか。っていや待て、おかしいだろそれ──あっ」

　やつの顔を押さえていた手をもぎとられ、ベッドに縫ぬいつけられた。とっさにだしたもう一方の手も封ふうじ込まれる。

「好きです！　キスしたいです！　できればそれ以上もっ」

「それ以上って、おま……っ」

　まさかこの男はバイクのくせに、俺に欲よく情じようしているのか？　持ち主への親愛の情じゃなく？

　俺もさっきこいつの裸ら体たいに見み惚とれたけどさ。でもバイクだし。

　自分のバイクに襲われるだなんて思ってもみなかったぞ。

「おまえ、バイクだろ？　バイクなんだよなっ？」

「はいっ。あなたの愛車の隼ですっ」

「バイクのくせになんで人間に欲情してんだよっ」

「碧さんのことが好きだからですっ」

　押さえつけられた腕うでを必死に押し返して抵てい抗こうし、力が拮きつ抗こうする。しかし徐じよ々じよに押され、熱っぽいグレーの瞳が近づいてくる。

「本当に俺の隼かよっ」

　隼の目が必死に見開かれる。

「もちろんです！　あなたのかわいい隼ですっ」

「俺の隼はかわいくない！　格好よくてスマートなんだっ。告こくるにしたってもっとうまくやるはずだっ」

　俺は隙すきをつくように脚あしをふりあげて身体からだをひねり、掛かけ布ぶ団とんごと隼を床ゆかに落とした。

　隼はうっとうめき声をあげて、ぶざまに床に転がった。

　すぐに身を起こして見あげてくる男に、俺は身構えて言った。

「俺はおまえをそんなふうに育てた覚えはないっ」

　そんなふうにもなにも、そもそも育てた覚えはないのだが、この際かまわない。びしっと指先を突つきつけてやったら、隼が言葉に詰つまり、唇くちびるを嚙かみしめた。そしてその場に正座し、しょげたように肩かたを落とす。

「すみません……」

　どうやら頭が冷えたらしい。飼い主に怒おこられた犬のような情けない顔をしている。イケメンが台無しだ。いや、でもこれはこれでかわいいけれども。

　俺はほっとして掛け布団を引きあげた。

「追いだされたくなかったら、おとなしく寝ねてくれ」

「……はい」

「あー。となりの部屋に移ってもらったほうがいいな」

　寝ね入いってからまた襲われてはたまらないのでそう言ったら、隼は「えっ」と声をあげてうろたえた。

「あのっ。もう襲いませんから、ここにいさせてください！」

　となりの部屋へ行けって言っただけなんだが、隼はやたらと焦あせっている。

「べつに、家から出ていけと言ったわけじゃないぞ」

「でも、ここがいいですっ。碧さんのそばにいさせてくださいっ。お願いしますっ」

　まるでこれ以上俺から離れたら死んでしまうとでもいうような必死さでお願いされて、俺は折れた。

「ったく……もう驚おどろかさないでくれよ」

　数分前とおなじように、それぞれの布団に横になる。

　疲つかれた……。

「だいたいキスなんて、どこで覚えたんだよ……」

　やれやれとため息をついてぼやくと、間を置いて、ベッドの下からぽつりと声が届いた。

「あなたがしていたのを、見てましたから」

　寂さみしげな声だった。

「以前つきあっていた方と、ツーリングに行ったときに。俺の目の前で」

　そういえばしたかもしれないな、と思いだす。

　恋人を持った経験はいちどきり。はたちの頃ころ、半年ぐらいつきあった男がいる。初めてのことで俺は夢中だったが、相手はそうじゃなかったみたいで、ほかに好きなやつがいると告げられて、ふられた。

「ずっと好きだったんです……」

　ひそやかな声が夜の空気を震ふるわせた。

「あなたが恋人といちゃいちゃしているのを、じっと見ていなきゃならなかった俺の気持ち、わかりますか」

　隼がこちらへ身体をむけた気配がした。

「あなたがふられたのも、見てました」

「…………」

「俺がいるのにって、思いました。あなたが泣くのを見ていることしかできない自分が悔くやしくて。あなたには俺がいるって言いたかった」

　俺は目を開けて天てん井じようを見つめていた。

　暗がりから届く言葉はとても真しん摯しに、男の切ない想おもいを伝えてきた。

　だが俺はなにも言葉を返せなかった。

　だって、バイクに愛の告白をされて、なんて言ったらいいんだ。俺は隼をとても大事にしていたけれど、バイクとしか見てなかったんだ。

　隼が沈ちん黙もくし、時計の秒針の音が耳についた。

　外は車の騒そう音おんもなく、風の音すら聞こえない。雪の降る音も聞こえそうなほど静かだった。

　俺は布団を頭までかぶり、目をつむった。

　しばらくして、おやすみなさいとちいさな声が届いた。







　　　　二







　布団から出ている頰ほおに、朝の陽ひ射ざしとともに冷気が当たる。さすが雪国、予想した以上に冷え込む。しかし布団の中はぬくぬくと暖かく心地ここちいい。

　次し第だいに意識が覚かく醒せいし、起きたくないが起きなきゃなあと身じろぎしようとしたら、身体が動かなかった。

　なんだ？　と思ってまぶたを開けると、鼻先にグレーの瞳ひとみが。つかのま、わけがわからなくて思考が停止した。

「おはようございます」

　ああ、そうだ。昨夜、バイクの隼だと名乗る男が押しかけてきたんだったな。あれ、夢じゃなかったんだな……と冷静に思いだしている場合じゃない。俺は男の大きな身体に抱だきしめられているのだ。なんだよこの状じよう況きようは。

「お、まえっ。なんで人の布団に入ってやがるんだっ」

　飛び起きようとしたが、背中にまわされたたくましい腕にしっかりとホールドされていて動けない。

「襲わないって約束しただろっ」

「寝込みを襲ったわけじゃないです。寒くてたまらなくて、つい」

「ぁあ？」

「俺、バイクですから。寒さに弱いんです」

　バイクだからって。どんな理り屈くつだよ。

　隼が焦ったように言いわけする。

「あの、布団に潜もぐり込ませてもらいましたけど、それ以上のことはしてません。キスもしたかったけど、我が慢まんしました。寝てるあいだ指一本ふれるつもりはなかったんですが、あなたのほうから抱だきついてくれて、なんか、こんな体勢になっちゃいまして」

　本当かよと思う。だって現状で抱きついているのは俺じゃなくて隼のほうだぞ。

「わかったから、離はなれろ」

　男の厚い胸をぐっと押し返すと、密着していた身体に隙すき間まができた。

「うう……寒いです」

「俺だって寒い。だが起きないと遅ち刻こくするんだ」

　未練たらしく絡からみついてくる腕を引き離し、ベッドから降りると暖だん房ぼうをつけた。これほど冷えるとは、油断していた。明日からは暖房のタイマーをセットしておこう。

　俺が顔を洗いに洗面所へむかうと、隼も起きだしてついてきた。俺が顔を洗っているのを、洗面所の入り口から遠えん慮りよがちに覗のぞいている。

　次に俺が台所に移動するとやっぱりついてきて、朝食の支し度たくを興きよう味み津しん々しんといったふうに観察された。

　なんつーか、親鳥のあとを必死についてくるヒナって感じだよな。外見はすげえいい男ででかいけど。

「碧さん、手伝えることはありますか」

「いや……あ、そうだ。おまえの食事だけど、サラダ油ってこんなだぞ」

　そばにあった油の容器を手にし、ふたを開けて隼の前に差しだすと、やつは鼻を近づけて匂においをかいだ。

「いけそうです」

「マジかよ。どれぐらい飲むんだ」

「舐なめるくらいでいいです」

　俺はスプーンに油を垂らし、「ん」と差しだした。隼はそれに唇を近づけ、ぱくりと口に入れた。

　ヒナに餌え付づけをしている気分だ。　>>>♥

　油が主食だなんて、人の姿をしていても、人ではないんだよなと思わせる。

　三輪車や自転車のときは、彼らの衣食住をどうしていただろう。当時はガキすぎて、そんなことは気にもとめていなかったよな。昔のことすぎてよく覚えていないが、たしか、そんな心配をするまもなく、すぐに親に知られてお祓はらいにだされたのだったか。

　自分の食事も用意し、こたつで食べはじめると、隼はとなりにすわって俺を見つめる。

　起きてからずーっと見られていて、落ち着かないったら。

　睨にらむように見返すと、やつは緊きん張ちようしたように身を硬かたくし、それから小首をかしげて表情を和やわらげた。

「なにか」

「……いや」

　こっち見んな、と文句を言うつもりだったが、グレーの瞳が輝かがやいているのを見たら言う気をなくした。

　俺に文句を言われたら、きっと曇くもっちまうだろう。

　朝の光の下で改めてその顔を見ても、りりしくて、すごく格好いい男だと思う。人間だったら男にも女にもめちゃくちゃモテるだろう。

　外見は格好いいのに、表情や態度は愛あい嬌きようがあってかわいいんだよなあこいつ。

　こんないい男なのに、人じゃなくてバイクの化け身しんなんだよな。もったいない。

「ごちそうさま」

　さて。いつまでもこいつをかまっていたら仕事に遅おくれる。支度を済ませると、俺は隼を置いて仕事に出かけた。

　車に乗り込んだとき、部屋のほうをちらりと見あげると、窓辺からこちらを見ている隼の姿があった。

　しばらくいるつもりみたいだが、日中、どう過ごすつもりだろう。変なことをしなきゃいいが。

　万が一詐さ欺ぎ師しだった場合のことも考えて、通帳や印いん鑑かんなどの貴重品は持ってきたので、その点は問題ない。

　一日中することもなく部屋にこもっているだなんて、俺だったら耐たえられないな。

　ひまつぶしとして家事の仕方を教えることもできたが、へたに教えるとずっと居い候そうろうしていいのだと思われそうなので黙だまって出てきた。テレビの見方ぐらいは教えてやればよかったか。

　いや。でもだめだ。

　隼は売ったのだ。

　よけいな仕事を与あたえずにいれば、ひまをもてあまして本体に帰るかもしれない。

「って、ぐずぐずしてる場合じゃねえ」

　ふりきるように前をむくと、俺はエンジンをかけて車を発進させた。

　新たな職場はマンションから六キロほどの場所にあり、渋じゆう滞たいもなく快適に到とう着ちやくした。

　新しい上司と同どう僚りようにあいさつし、さっそく仕事に入る。

　仕事内容は企き画かく課で、以前と大きな変わりはない。だが業務の流れやシステムが異なり、今日はオリエンテーションで終わった。

「四反田くんは独身？　自じ炊すいする？」

「いえ。ほとんどしません」

「じゃあ、あそこの総菜屋がうまいよ。あのな、会社を出て県道の──」

　本社よりものんびりした雰ふん囲い気きで、同僚も気立てのよさそうな人ばかりだった。とくに、年の近い同僚が気さくに話しかけ、世話を焼いてくれる。

「そうそう、車のチェーンは準備してある？」

「はい。本社の先せん輩ぱいからアドバイスを受けて」

「春になったけど、この辺は、まだ降る日があるから。なにか手伝いが必要になったら、仕事以外のことでも遠慮なく言ってくれよ」

「はい。ありがとうございます」

　歓かん迎げい会かいは数日後に催もよおしてくれるとかで、今日は定時に退社できそうだった。

　転勤先では仕事も人間関係もスムーズなすべりだしで、まったく問題ない。問題なのは家に帰ってからだ。

「ああ、四反田くん、待って」

　あいさつして帰ろうとしたところ、同僚に呼びとめられる。

「独身ってことは、このあと時間あるかな。よかったら飲みに行かないか。歓迎会は金曜日にあるけど、それまで飲みに誘さそっちゃいけない決まりでもなし」

「あー……」

「この辺はなにもないけど魚と酒はうまいんだ。本社から来た人たちは、みんなハマる」

「それ、そういえば来る前に聞きました。帰りたくなくなるって。ですが」

　仕事中は念頭になかった隼の顔が思い浮うかぶ。誘いはとても嬉うれしかったのだが、俺は顔を曇らせた。

「すごく行きたいんですけど、今日は帰らないと」

「用事あるんだ？」

「ええ、ちょっと。引っ越こしのごたごたが片付いてなくて。すみません」

「そうか。残念」

「今日はあれですけど、すこししたら落ち着くと思うんで、また誘ってください」

　隼が気がかりだった。

　妙みようなことをしていないか心配だ。そう思う心の一部分は、妙に浮うわついていた。十年にいちどの嵐あらしが来ると言われたときのような、非日常に対する高こう揚よう感かんとでも言おうか。俺は車に乗って帰路を急いだ。

　まだ家にいるだろうか。それとも本体に戻もどっただろうか。

　いてほしいのかいなくなってほしいのか、自分でもよくわからない。ただ、あのグレーの瞳ひとみを思いだすと、胸がざわめいた。落ち着かない気分でマンションへ戻り、玄げん関かんの扉とびらを開けると、隼が待ちかまえていた。

「おかえりなさいっ」

　男前の顔が興奮できらきらしている。俺に会えて嬉しいと言わんばかりの様子に、俺はちょっと引いた。

「……なにおまえ。ずっとここにいたわけじゃないよな」

「音がしたので。さっきまで部屋で筋トレしてました」

　隼の手が俺の鞄かばんと総菜の袋ふくろを受けとり、コートを脱ぬがせにかかる。

　なんだこれ。まるで新しん婚こんさんじゃねーかと思いつつも、俺はされるがままにコートと背広を隼へ預けた。

「碧さん。俺、せっかく人型になったので、碧さんの食事を作ったり洗せん濯たくしたりとか、なにかしたいんですが」

「……そりゃ、助かるけども。食事って、おまえ作れないだろ？」

「やり方を教えてください。必ずできるようになります。あ、これ夕食ですか。テーブルにだせばいいですか？　皿に盛りつけます？」

「いや……そのままでいい」

　隼の熱意といきおいに、尻しり込ごみしてしまう。隼はそんな俺におかまいなく機き敏びんに動き、低くいい声で俺に話しかけてくる。

「そうだ、風ふ呂ろに湯を入れますね。これは昨日習ったので、できますっ」

　隼はコートと背広をハンガーに掛かけると総菜をこたつの上に並べ、風呂の支し度たくをしにむかう。

「明日からは、帰る前に電話してもらえたら、それにあわせて支度しておきますからっ」

「…………」

　なんてできるバイクなんだよおまえ……。

　仕事から疲つかれて帰ってきたら、かいがいしく世話を焼いてくれるイケメンが待っているだなんて、どんな夢物語だよ。

　隼は売ったんだから、本体に戻ってもらわなきゃ困るのに、そんなふうにけなげにされたら、ほだされちまうじゃないか。

　助かるけども、素す直なおに喜べない複雑な気持ちをもてあましつつ男の後ろ姿を目で追った俺は、やつの歩き方の特とく徴ちように気づいた。

　それは角を曲がるとき、肩かたと首をわずかに傾かたむけることだ。左曲がりのときはとくに顕けん著ちよになる。

　俺はバイクのカーブ走行で体重移動するとき、左のほうがより深く車体を傾ける癖くせがあった。だからその癖が、隼が人型になっても現れているんだろう。

　あいつはやっぱり俺の隼なんだな……。

　売っちまったのに……まいったな。

「碧さん、湯がたまるまで食事していてください」

「おう」

　居間のこたつに入り、総菜をつまみはじめると、となりにすわった隼がグラスにビールをついでくれる。

「お疲れ様です」

「おー」

　バイク乗りは変人が多いと言われることがあるが、俺もご多分に洩もれずそのひとりだと思う。集団行動が苦手で、人といるよりもひとりでいるほうが気楽で好きだ。だから昨日顔をあわせたばかりの男と新居にふたりきりだなんて、普ふ段だんの俺ならば居い心地ごこちの悪い思いをしているはずだ。

　けれども隼相手だとくつろげた。

　人型とは初対面だが本体とは旧知の仲だし、人じゃないから、無理に話をあわせたり気き遣づかわなくてよかろうと思えるせいだろう。

　食事を終えると風呂に入り、その後、隼も風呂に入った。今日は俺が手伝う必要はなかった。

　髪かみを乾かわかして居間に戻った俺はベッドに横になり、そこで隼の布ふ団とんがないことを思いだした。

　会社の帰りに布団を買ってくればよかった。どうするか。

　こたつのヒーターを入れたまま寝ねかせるか。バイクの化け身しんでも風邪かぜを引くだろうか。

　そんなことを考えているうちにうとうとしていたらしい。はっと気づくと、隼の興奮した顔が目の前にあった。

　昨夜同様、のしかかられている。

　いや。昨夜とは違ちがった。今夜の隼は全ぜん裸らだった。

「おいっ」

「碧さんっ」

　反射的に腕うでをあげたら、手首をつかまれた。

　隼は目を見開き、グレーの瞳を炯けい々けいと光らせて食い入るように俺を見つめてくる。いまにも獲え物ものに食いつこうとする獣けもののようだ。興奮しすぎだろ。怖こええよ。

「おまえ、目ぇ開きすぎだ！　瞳どう孔こう開きすぎだっ」

「助けてくださいっ」

　俺は蹴けろうとしていた足の動きをとめた。

「あ？　どうした」

「俺、人型になるのは初めてで、自分の身体からだのことがよくわからないんですが、俺のここ、どうしてこんなになってるんですかっ？」

　ここ、と言いながら隼が上体を起こし、視線で下腹部を示す。

　つられて俺も視線を落とす。目に飛び込んできたのは硬かたく勃ぼつ起きし、腹につくほど反り返っている隼のいちもつで、俺はぶほっとむせた。

「お、ま……っ」

「碧さんのことを考えていたらこうなっちゃったんです！　どうしてか教えてください！」

「どうしてって……おまえ……」

　かあっと頰ほおが熱くなるのを感じる。しっかりと見てしまったあとで、俺は慌あわてて横をむいた。

「し、知るか……っ」

「えっ。碧さんはこうならないんですかっ」

　横にむけた俺の顔のほうへ隼が移動してくる。

「見せるな！」

「病気かもしれませんから、ちょっとさわってみてくださ──ぐおっ」

　隼が俺の手を股こ間かんに持っていこうとするから、俺は遠えん慮りよを捨てて空いているほうの手で張り手をした。ついでに足の裏でやつの身体を後方へ押しやる。

「おまえ、わかっててわざとやってるだろ！」

「いいえわかりません！　教えてください手とり足とり実地でっ!!」

　隼は股間を勃起させたまま、大まじめな顔をして大声で叫さけぶ。

　イケメンなのに、なんて残念な男なんだおまえは。

　本当に、どこまでわかっているのか。

　実地で、なんて言ってる辺り、きっとすこしはわかってるはずだよな。でも具体的な処理の仕方まではわからないんだろうか。風呂の使い方もわからなかったぐらいだし。

　ふざけてないで寝ろと突つき放すことは可能だが、そうすると、夜中に襲おそわれるのは俺だ。確実に。

　己おのれの安あん眠みんと貞てい操そうを守るためには、いま、あれを鎮しずめてやるべきなんだろうか……。

「くそ……っ」

　俺は舌打ちして起きあがり、あぐらをかいた。そして正座する男の股間へ手を伸のばす。

「碧さん」

　隼が息を吞のんで俺を見つめる。その視線と目をあわせないようにしながら、俺はやつの猛たけりをつかんだ。

「バイクのくせに、なんで勃起するんだよ……つか……出るのか？」

　それは体格に比例して、手に余るほど大きく、長い。成人男性のそれとおなじ形をしているが、まっすぐで綺き麗れいだった。すべすべしていて肌はだ触ざわりがよく、気づけば俺は、その肌触りを楽しむように撫なでていた。

　それの硬さが増し、熱を帯びるのを指先に感じる。

「碧さ……」

　隼が気持ちよさそうに息を吐つきながら俺の名を呼ぶ。かすれた低い声が艶つやっぽくて、どきりとした。俺のほうまで妙みような気分になり、下腹部が熱くなりそうになる。

　気を散らそうと思って視線をさまよわせると、男の瞳ひとみとぶつかってしまった。俺を好きだと訴うつたえている熱い瞳。

　快感でやや赤く染まった目元や、熱い吐と息いきをこぼすためにわずかに開いた唇くちびるが男の色気をにじませていて、俺を誘さそってくる。うっかりキスしてしまいたくなり、俺は目をもぎ離はなした。

「……自分のバイクの性処理って、なんなんだよ。意味わかんねーよ」

　俺は動どう揺ようをごまかすようにぼやき、うつむいて手を動かす。

　うつむいていても、やつに見つめられているのがわかる。頰が熱い。頰だけじゃなく、耳も首も、身体からだ中じゆうが熱い。

「碧さん……」

　隼の左手が、俺の膝ひざ頭がしらにそっとふれてきた。俺はびくっと身体をすくませた。

「な、なんだよ」

「すみません。なんか、出そうなんですが」

「あ、ああ……だせばいいだろ」

「いいんですか」

「そのためにしてんだろーが」

　俺は指に力を込め、やや強くこすってやった。隼が一いつ瞬しゆん息を詰つめる。

「っ、でも、なんか……わからないですけど、なにか、すごく出そう……っ」

「え。ちょっと待て。なにをだす気だ」

　なんの準備もなくはじめてしまったが、この男は人外なのだった。吐と精せい物が人並みとは限らない。人とはかけ離れた量のなにかをだされたら、ベッドが台無しだ。ふつうの精液ならシーツを洗えばすむが、油でもだされた日にはたまらない。

　せめてティッシュの用意を、と思ってベッドの下に転がしていたボックスティッシュへ空いている手を伸ばそうとしたら、身体が隼のほうへ近づいた。そのとき、俺の膝ひざにふれていたやつの手に肩をつかまれ、ぐいっと引き寄せられた。

　あ、と思ったときには唇が重なっていた。

「──っ」

　唇はふれただけで、俺が反射的に身を引くと、すぐに離れた。

　キスされたことにびっくりして、握にぎる手に力が入ってしまったようで、俺が身体を引いたのとほぼ同時に指に生温かい液体がかかった。

　隼は眉まゆを寄せて目を伏ふせ、やたらと色っぽい顔をして吐精していて、それが終わってから俺は手を離した。

　幸いなことに、量や見た目はふつうの精液だった。でも、なんだか甘い香かおりがする。

　興味が勝まさり、手にかかったそれをおそるおそる鼻に近づけて、匂においをかいでみた。りんごとはちみつを混ぜたような香りだ。原料はサラダ油なのに、どうしてそんな香りになるんだよ。

　ちょっと舐なめたいような気もしたが、不気味なのでやめておいた。

「おまえの身体、どうなってんだよ……」

　俺はティッシュで手を拭ふき、隼のそれも拭いてやった。

「あの、碧さん……」

　快感に潤うるんだ目つきで見つめられ、なんだかこれ以上そばにいてはまずい気がして、俺は立ちあがった。

「手ぇ洗ってくる」

　部屋を出ようとすると、隼もついてきた。

「なんだよ」

「服を」

「ああ」

　いっしょに脱だつ衣い所へ行き、俺は手を洗い、隼はスウェットを着て居間へ戻もどる。

「すっきりしただろ。おとなしく寝ねろよ。おやすみ」

　隼のほうを見ないようにして、俺はベッドに入って布ふ団とんをかぶった。万が一にも顔を見られたくなくて、壁かべのほうをむく。

　熱くなった頰を枕まくらに押しつけ、寝たふりをして壁を睨にらんだ。

　バイク相手に、本当に俺、なにやってんだよ……。

　ふいに親父おやじののんきな面おも影かげが壁に浮うかんだ。それから芋いもづる式しきに、おふくろと弟の顔まで思い浮かび、冷や水を浴びたように目が覚める。

　この状じよう況きようで家族を思いだすのは、きっと理性が警報を鳴らしているのだろう。

　うん。やばいよな。相手はバイク。バイクだぞ。

　妙な気になるなと自分に言い聞かせる。けれども身体の熱はいっこうに治まらず、眠ねむれやしない。

　己の中心がすこし熱を持ったことに気づいたのはいつの時点だったか。

　キスされたことも、隼を達いかせたことも、それに欲よく情じようしてしまったことも、すべてに動揺し、混乱していた。







　　　　三







　翌日は朝からずっと小こ雨さめが降り続く一日だった。

　仕事を終えて帰ってくると、俺の毛布をかぶった隼が出で迎むかえた。

「どうしたんだ、その格好」

「はあ。寒くて、お借りしました」

　寒さに弱いというのは俺に夜よ這ばいをかける口実ではなく、本当に寒がりらしい。

「暖だん房ぼうつけろよ」

「ええ。でもこの毛布をかぶっていると、碧さんの香りがして幸せなので」

　隼はへへ、と無む邪じや気きに笑い、俺のコートと背広を預かる。俺は複雑な表情をしてその横をすり抜ぬけ、スーパーの買い物袋ぶくろをキッチンへ置いた。

「おまえ、料理してくれるんだよな。教えるから、まずその毛布を置いてこい」

「はいっ」

　隼は毛布と、俺のコートと背広も居間へ置いて、タフな足取りで戻ってきた。初日に着ていたシャツとデニム姿である。俺が着き替がえに貸したスウェットよりも身み丈たけにあっていて、この姿のほうが断然格好いい。

　身体からだのラインがセクシーだよな、などとついついエロい視点で観察していた自分に気づき、妙みような背徳感を感じて目をそらした。

　仕事帰りに買ってきた食料を袋ふくろからだしはじめると、そのとなりに隼が立った。

「外、まだ雨が降ってるんですね」

「ああ」

「でも碧さん、あまり濡ぬれてないんですね」

「そりゃ、車で帰ってきたから」

　ふと隼の声が陰かげった。

「……車は、あなたを濡れさせないし、荷物をたくさん運べる」

　ベーコンをとりだしながらちらりと目をむけると、隼が憂うれいを帯びた目つきで自分の手を見おろしていた。

「俺、雨は苦手です」

「バイクだもんな」

「どうしても克こく服ふくできません」

「うん」

「もしスリップしてあなたにケガを負わせたらと思うと、雨が怖こわくてたまりません」

　隼の視線が、ケガをした俺の左ひだり腕うでに移った。

「俺も車みたいに安全で便利だったら……」

　隼は言葉をとぎれさせて、悔くやしそうに唇くちびるをかみしめる。

　俺はやつの頭へ手を伸のばし、髪かみをわしわしと撫なでてやった。

「べつに、車のほうが安全ってことはないと思うぞ。車もバイクも長所短所がある」

　そう言ってやったら、思いつめたような目で見おろされてしまった。

　でも俺じゃなく車を選んだんですね、とか思われていそうで、責められたわけじゃないのに言いわけが口をついて出る。

「ここは雪国だから、どうしても車じゃないとな。おまえ、雪道走ったことないだろ」

　この地での勤務は二年。それがあけたら本社に戻る。

　いま思うと、たった二年じゃないか。

　どうして俺、こいつを売っちまったんだろうと、言いわけしながら思った。

　隼は大型バイクだから、乗らなくても維い持じ費がかかるとか、ケチなことを考えたんだよな。金と趣しゆ味みを天てん秤びんにかけて、けっきょく金のなさに売ってしまったが、ほかにやりようはあったはずだよな。

　後こう悔かいしていると、隼の手が俺の腕うでにそっとふれてきた。

「雨じゃなくても、俺はあなたにケガを負わせた。あなたを守れなかった……捨てられるはずです」

「いや、それは関係ないぞ」

　俺の運転がへただっただけだ。

「ケガ、まだ痛みますか」

「いや。かすり傷だ。もう治ってる」

「見せてもらってもいいですか」

　俺は黙だまってやつを見あげ、それから淡たん々たんと首をふった。

「治ってるから」

　たいしたことはないが、傷きず跡あとはいまも残っている。それを見せたら隼がよけい落ち込むことは確実だ。

「それより腹が減った。飯を作るぞ。作り方、教えてくれって言ってたよな」

「あ、はいっ。お願いしますっ」

「一回で覚えろよ」

　湿しめった空気を払はらうようにことさら声を張って、夕食の支し度たくにとりかかった。

　まずは野菜を洗うことから教えた。隼は手て際ぎわがよく優ゆう秀しゆうな生徒だった。なので手本を見せてから包丁も握にぎらせてみたら、俺よりもうまく扱あつかう。

　今日は初めてなのでサラダと干ひ物ものにしたが、これは期待できそうだ。明日から日中のひまな時間に料理の勉強をしてもらおう。

「表面にこれぐらい色がついたら、裏返して」

「はいっ」

　わいわい言いながらふたりで料理をするのは、思いのほか楽しかった。

　できあがった夕食を食べるのは俺ひとりだ。でもとなりに隼がいて、ビールを注いでくれる。

　誰だれかと家で夕食をとって寛くつろぐのは本当に久しぶりで、俺はいつもよりも早く酔よっ払ぱらった。

　仕事のほうは問題ないといっても、やはり新しい職場は緊きん張ちようするので、その疲つかれも出たんだろう。食べ終わったら眠ねむくなって、こたつでうとうとしていたら、隼に肩かたを揺ゆすられた。

「碧さん、風邪かぜ引きますよ」

「ん……」

「碧さん、寝ねるならベッドに」

「ん……」

　返事をしておきながらぴくりとも動かずにいると、背中に腕をまわされるのを感じた。

「連れていきますよ」

　ひょいと抱だきかかえられる。半分眠りこけている俺は目をつむったままされるがままに身体をゆだね、ベッドへ移された。

「おまえ、力あるなあ」

　感想は、ほとんど寝ね言ごとに近い。

「俺、大型バイクですから。馬力はあります」

「そうか……」

　身体を動かされたことですこし浮ふ上じようしていた意識が、ふたたび眠りに落ちかけたとき、唇に感かん触しよくがあった。

　ぼんやりと目を開けると、視界いっぱいに隼の顔。俺はキスをされていた。　>>>♥

　唇はふれただけですぐに離はなれていき、グレーの瞳ひとみに至近距きよ離りから見おろされる。熱に浮うかされたような熱いまなざし。

　昨日もどさくさにまぎれてキスをされたが、昨日も今日も、嫌いやじゃなかった。

　連日襲おそわれているというのに、俺は今日も無防備にうたた寝していた。つまり俺の気持ちはそういうことだ。はっきり言えば、隼とのキスの感想は、もっとしたい、というのが正直なところだった。

　だけど、バイクだ。

　……どうしようか。

　逃にげずにぼーっと横たわっていると、もういちど、重ねるだけのキスをされた。勝手に俺の唇が開く。だが、隼の唇は依い然ぜんとして押しつけられるだけで、それ以上の行動を起こそうとしない。

　押しつけられる唇は燃えるように熱く、俺への欲よく望ぼうを如によ実じつに伝えてくる。だが、これ以上どうすればいいのかわからないといった感じだ。

　初うい々ういしいキスにもやもやしていると、唇が離れた。代わりに男の手が動き、シャツのボタンを上からはずされていく。

「おい。なにしてる」

　いちおう訊きいてみると、隼が興奮した声で答えた。

「すみません。身体が勝手に動いてしまってっ」

「どうするつもりだよ」

「わかりません。ですがガイアの秘宝を見たい欲よつ求きゆうに駆かられて……っ」

「意味わかんねーんだけど」

「俺にもわかりません。どうぞ俺にはおかまいなく。眠っていてくださいっ」

　シャツを開かれ、胸むな元もとにがばっとむしゃぶりつかれた。

「眠れるかっ」

　俺は隼の肩を左手で押しやり、乳ち首くびを舐なめられる寸前で阻そ止しした。

「ばか。こういうときはな、スーツじゃ寝ね苦ぐるしいだろうから着き替がえさせてやるとか言ってだな、いかにも親切心からの行動で、これっぽっちもよこしまなことは考えてませんって調子でやるんだよ」

「スーツじゃ寝苦しいでしょうから──」

「遅おせえよ」

　ダメだししたあとで、俺はなにを指導してるんだと我に返った。料理指導なんかしたせいか、ついなにもかも教えてやらねばいけない気になっていた。自分を襲う指導をしてどうする。

　隼が唇を嚙かみしめる。

　その瞳は情熱をこらえるように、しかしこらえきれないように熱をほとばしらせて俺を見つめる。

「俺も……碧さんにさわりたいんです。昨日、あなたが俺にしてくれたみたいなこと、俺もしたいです」

「……また溜たまってんのか」

　俺はため息をついて、冷静なポーズをとってみせた。だが内心は動どう揺ようしていた。隼に煽あおられて、身体からだが熱を帯びはじめている。

　隼の視線が、ふと俺の左腕のほうへそれた。

「これ……事故ったときのケガですか」

　やつの肩を押している腕は、シャツが捲めくれて傷跡が覗のぞいていた。

「あー」

「傷跡、残って……」

「たいしたことない。しばらくしたら消えるだろ」

　シャツを元に戻もどそうとして隼の肩から手を引いたら、手首をとられた。

　隼が辛つらそうに、眉まゆをぎゅっと寄せる。

「ごめんなさい……」

　呟つぶやくように謝りながら、やつの唇くちびるが傷跡にふれた。

「……っ」

　唇の柔やわらかな感触が敏びん感かんな傷口にふれ、ぞくりと背筋が震ふるえた。それは甘い欲望となって、腰こしの辺りに熱を集中させる。

「……おまえが謝ることじゃないだろ。俺がへただっただけだ」

　動揺と欲望を隠かくしきれている自信がなくて、目をそむけた。

　すると懺ざん悔げするように、あるいは愛いとおしむように、隼の舌に傷跡を舐められた。

　ざわざわと、欲望がさざ波を立てる。

「おま……やめろよ」

「嫌ですか」

　低く静かな声が尋たずねる。

「俺にさわられるの、嫌ですか」

　傷口に顔を伏ふせ、視線だけを俺の目にあわせる。真しん摯しなまなざしは色気に満ちて、俺の腰に直ちよく撃げきした。

　頰ほおが熱くなる。

　身体がムラムラしている。

　このところ自己処理もしてなかったから、俺も溜まってる。だからそういう誘さそいをされると、身体が勝手にその気になってしまう。

　答えられずにいると、俺の気持ちを探さぐるように、隼が質問を重ねる。

「あの人のこと、まだ好きですか」

「あの人？」

「以前つきあっていた人。あれ以来、新しい恋こい人びとを作ろうとしなかったでしょう」

「ああ……いや、べつに、あれはもう過去のことだ。いい人と巡めぐり会えたら、恋こいしたいとは思ってる」

　過去の恋人が忘れられなくてそれ以降恋人を作らないわけじゃなく、出会いに恵めぐまれなかっただけだ。ゲイの出会いの場なんて限られているので、ふつうに暮らしていると簡単には恋人など作れないし、仕事に追われて余よ裕ゆうがなかった。それだけだ。

「じゃあ、そのいい人というものに、俺はなれないですか」

　もし隼のことが嫌だったら、「おまえはバイクだろ」などと言って冷たくあしらっただろう。だが俺はそうしなかった。

　俺は誘われたら誰だれとでも寝ねるような軽い男じゃない。すくなくともこれまでは、流されるようなことはなかった。

　元カレとも抱だきあったのは、つきあいはじめてしばらくしてからだ。

　それなのに、なぜ俺はいま、隼を拒こばもうとしないんだろう。

　黙だまっていると、隼が我が慢まんできないというように熱い吐と息いきを漏もらしながら顔を寄せ、くちづけてきた。

「碧さん……」

　俺が抵てい抗こうしないとみるや、すこし強めに押しつけてくる。だがやはり、それだけだ。俺は唇を開けているのに。

　遠えん慮りよじゃなくて、やり方がわからないんだろうな。

　──ああ、もう。

　俺はじれったくなって、自ら舌を差しだし、男のかさついた唇を舐めた。

　隼が驚おどろいたように動きをとめる。それにかまわず、唇の内側を舐め、歯列を舌先でなぞり、口内へ舌を潜もぐり込ませた。

　互たがいの舌先がふれると、やつのそれはぴくりとして反射的に奥へ引っ込んだ。しかしすぐに元に戻ってきたので、俺はそれに舌を絡からめてやった。

　表面をひと舐めし、側面をくすぐるように舐め、舌の裏側も丁てい寧ねいになぞる。すると隼がまねをしようとして、俺の口の中へ舌を差し込んできたので、柔らかく吸ってやった。

「あお、い……さん……っ」

　俺の誘いで興奮した隼がいったん口を離はなし、角度を変えて深くくちづけてきた。

　隼の肉厚の舌に口内を舐められ、唾だ液えきが俺の口角から零こぼれる。今度は隼が俺の舌を吸ってきた。

「ん……ふ」

　加減のわからない初心者に強く舌を吸われ、痛みを感じたが、それは興奮材料に変化した。

　強く吸われた舌先がじんじん痺しびれて、甘い快感を引き起こす。

　俺はやつの後頭部へ腕うでをまわし、さらに深く大だい胆たんにキスを仕し掛かけた。煽られた隼がぴったりと唇を塞ふさぎ、ぐっと舌を入れてきて、のどの奥まで俺を犯おかす。たくましい腕が俺の腰にまわされ、折れるかと思うほど強く抱きしめられた。

「んん……、ば……か。もっと、優やさしく……」

「すみませ……。こう、ですか……」

「ん……、っ」

　隼は料理だけでなくキスも飲み込みが早く、俺のキスに上手に応こたえる。次し第だいに俺は気持ちよくなってきて、身体から力が抜ぬけ、息が弾はずんできた。

　下腹部に密着している隼のそれはとても硬かたく、俺の腹を圧あつ迫ぱくしてくる。

　俺のほうもかなり反応している。互いのものを服越ごしに押しつけあうように、腰をもそもそと動かして刺し激げきしてやったら、隼がはっとしたように唇と腕を離した。

　隼はものも言わずに俺のズボンを脱ぬがせにかかる。またたくまにベルトとボタンをはずされ、ジッパーをおろされた。

　下着ごとズボンを膝ひざまで引きおろされ、なかば兆きざしている俺の中心があらわになる。

「やっぱり、碧さんも、こうなるんですね……」

　隼の視線が俺の股こ間かんへ注がれる。

「……男は、誰でもこうなるんだよ」

　隼の耳には俺の言いわけなど聞こえていないようだ。

　やつは頭から湯気が出ていそうなほど熱っぽい顔をしてそれを見おろし、ごくりと生なま唾つばを飲み込む。そして、そっとふれてきた。

「……っ」

　他人の手にふれられる感かん触しよくに、俺の身体がびくりと震える。期待で心しん拍ぱく数があがり、吐息に熱がこもった。

「ん……」

　骨張った指と大きな手のひらにやわやわとさすられ、快感の火が灯ともる。興奮と羞しゆう恥ち心しんと快感が身体からだ中じゆうを駆かけ巡り、俺は目をつむり、シーツを握にぎりしめた。

　目をつむったら意識がそこだけに集中し、快感が増した。

「あ……ぁ」

「碧さん、ここの毛、薄うすいんですね」

「っ……、悪いか……、ぁ……」

「いえ。すごくエロいです……これは俺のより小ぶりだけど、でも、こんなに大きくなって……あ……汁しるが出てきた」

　まだそれほど刺激されているわけでもないのに、俺のそれは興奮して硬く屹きつ立りつし、先走りをだしはじめている。指し摘てきされて、恥はずかしさに頰がますます熱くなった。

「も……、言うな、ばか……。それより、もっと動かせ」

　男の手が動きを速める。

「こう……？　気持ちいいですか」

　ぐちゅぐちゅと湿しめった音が響ひびき、先走りがとめどなく溢あふれていることがわかる。

「ん……、……は……ぁ」

　久しぶりのことに、身体は飢うえていた。男の性に逆らえず、身体は簡単に上限へ達した。

　快感にすべてを支配され、だしたい欲よつ求きゆう以外のなにも考えられなくなる。

　しかし、隼の手は慣れていなくて、なかなか最後のひと押しまで導いてくれない。じれったくて腰こしが揺ゆれる。後ろの入り口が、物欲しそうにひくついてしまう。

「なあ……もっと……」

　生殺しされているような気分だった。どうにかして達いきたくて、俺は両手を胸むな元もとへ持っていき、自分の乳ち首くびを指でつまんだ。

　両方の乳首を人差し指と親指でつまみ、押しつぶすと、ツキンとした甘い快感がそこから生まれ、下腹部へ流れていった。

　あと、もうすこし。

　入り口がひくつく。奥が、ほしがっている。

「碧さ……」

　うっすらと目を開けると、隼がよだれを垂らしそうな顔で俺を見つめていた。

「乳首……気持ちいいんですか？」

　隼の片手が、俺の乳首をいじりたそうに伸のびてきたので、片方を明け渡わたしてやり、俺は空いた手を隼の首へまわし、引き寄せた。　>>>♥

　キスがほしい。

　口にしなくても想おもいは伝わったようで、隼がむしゃぶりつくようにくちづけてきた。

「ん……ん……っ」

　舌を絡めた瞬しゆん間かん、唐とう突とつに強い快感に見み舞まわれ、目の前が白くなるような絶頂が押し寄せた。下腹部に溜たまっていた熱が解放され、己おのれの腹を濡ぬらす。

「は……ぅ、ん」

　ちいさく震ふるえて射精して、俺はしばし放心した。が、しかし、じゅうぶん満足のいく絶頂感ではなく、物足りなさを感じた。

　隼はもちろんガチガチに勃ぼつ起きさせてお預けを食くらっている状態で、今度は俺がこいつを気持ちよくさせてやる番なのだが。

「……おまえさ。俺を抱きたい？　それとも抱かれたいのか？」

「え、あ、えーと、どういった違ちがいが？　あ、でも、碧さんにさわれるならなんでもいいです」

「わかった……ちょっと、どいてくれ」

　俺は大きな身体を押しやって身を起こすと、中ちゆう途と半はん端ぱに着ていた服をすべて脱いだ。

　そして隼のほうへ尻しりをむけて四よつん這ばいになると、腹を濡らした己の残ざん滓しを掬すくいとり、その指を後ろへ這はわせた。

「碧さん……？」

「……ここに、おまえのを、挿いれる」

「え……」

「これは、その準備をしている。よくほぐさないと、入らないから」

　こいつに長居されて困るのは俺だ。懐なついてくれているのは嬉うれしいし、かわいいと思うのだが、隼は売ったのだ。それなのにこんな関係になって、どうするつもりだよ。

　相手はバイクだぞ。

　そう思うのに理性が働かない。

　身体はますます熱くなって、先へ進もうとしている。

　手で達かされただけじゃ、足りない。いちど火がついた身体はなかなか鎮ちん火かしそうになく、最後までしないと治まりそうになかった。

　俺もしばらくしてなくて、溜まってたんだ。だから、俺を求める瞳ひとみに流されたって、しかたがないじゃないか。

　そう自分の心に言いわけしながら、俺は中指をすぼまりの中へ挿れた。

「……ふ……」

　ここをいじるのは久々だ。こんなに狭せまかっただろうか。

　異物感を我が慢まんしながら指を抜き差ししていると、後ろで隼がごくりとのどを鳴らす音が聞こえた。

　俺は隼によく見えるように脚あしを開いている。狭い入り口に濡れた指をだし入れしている様が丸見えだ。

　恥ずかしくないわけじゃない。というか、恥ずかしくて死にそうだ。それでもしているのは羞恥心よりも欲よく望ぼうが勝っているためだ。

　興奮と羞恥心で身体が汗あせばみ、息が乱れる。

「碧さん……あの、おさわり禁止ですか」

　見ているだけの隼も、興奮した声をだす。

「そこ……俺にもさわらせてもらえますか」

「ん……」

　俺は首をひねって隼のほうをむくと、軽く口を開き、舌を覗のぞかせた。

「じゃあ、指、こっちに持ってこい」

「え、あ、こっち？」

「濡らすから」

　隼がとまどいながら俺の顔のほうへ手を伸ばす。俺はその人差し指を口に含ふくんだ。

　たっぷりと舌を絡からませて唾だ液えきをまとわせ、付け根までしゃぶる。後ろで抜き差ししている指とおなじように、なんどか唇くちびるからだし入れしてみせる。

　食い入るようにそれを見つめる隼の目元は興奮で赤い。

「もういいかな……。挿れてみろ」

　指を口から離はなすと、隼が思いだしたように息を吸い込んだ。それまで、息をするのも忘れて見入っていたらしい。

「碧さんの指が入ってますが……」

「いいから」

　たったいま濡らした隼の指が、俺の指に添そうように中に入ってきた。

「あ……ぁ」

　指が増えたぶん、入り口が広がる。違い和わ感かんや苦痛よりも、強い興奮を覚えた。背筋が震える。いちど達った中心はふたたび力を取り戻もどし、雫しずくを垂らす。

「きついですけど……だいじょうぶですか」

「ん。全部入れて。すこし、動かして……」

　付け根まで埋うまった隼の指が動き、俺の指とは違う動きをしてみせる。二本の指が不規則に内部で蠢うごめき、粘ねん膜まくをかき乱す。

「あのな……、ここ、だ」

　俺は自分の指の下にある隼の指をぐっと押した。内ない壁へきも押される。そこは俺のいい場所だった。

「わかるか……ここ、こすられると、気持ちいいから……」

「ここ……？」

　隼が自主的にそこをこする。とたんにはじけるような快感が生まれた。

「ん、っ……ぁ……ん……っ」

「碧さん……っ」

　俺の反応に、隼がそこを集中してこすりあげる。気持ちよくて、俺の目に生理的な涙なみだが浮うかぶ。

「隼……もう一本、指、挿れて……っ、ぁ……、広げて……、んぅ」

　頼たのむと、やつの指がいったん引き抜ぬかれた。口に含んで濡らす気配がしたあとに、二本いっしょにずぶりと差し入れられた。

「あ、あ」

　二本の指でいいところを刺し激げきされ、快感が倍増する。派手な嬌きよう声せいをあげそうになり、あごをあげ、奥歯を嚙かみしめてこらえたが、殺しきれない甘い吐と息いきが唇から零こぼれた。

　自分がリードしないといけないから理性を保たねばと思うのに、快感が強くて溺おぼれそうになる。薄うすれる理性を必死に引きとめていると、隼の遠えん慮りよがちな声が、熱を帯びて尋たずねてきた。

「あの、舐なめてもいいですか？」

「……え？」

「ここ、トロトロになってて、おいしそうというか、すごく舐めてみたいんですが」

「なに言って……、あっ……！」

　熱く濡れたものが入り口にふれた。襞ひだを丁てい寧ねいに舐められる。そこを舐められた経験がなかった俺は、その感かん触しよくに驚おどろいた。

　ぬめっていて、弾だん力りよくがあって、むちゃくちゃ気持ちいい。

「あ……は、あ……っ」

　隼が二本の指を広げ、その隙すき間まに舌が潜もぐり込んでくる。俺の指も舐められ、唾液を中に送り込まれた。

「やっぱり。碧さんのここ、おいしいです……」

「ば、か……、っ……」

　耐たえきれなくて、俺は肘ひじをつき、顔をシーツに埋めた。尻はあげたままなので、いじられている入り口がより見えやすい格好になった。

　隼の舌と指が、さらに大だい胆たんにそこをいじりだす。

「もう……」

　俺は息も絶え絶えになりながら自分の指を引き抜き、隼の指も抜かせた。

「おまえの、挿れて……」

　こんなこと、前の恋こい人びとにも言ったことはない。相手はバイクの隼だと思うと、さほど抵てい抗こうなく口にできたし、恥はずかしいこともできてしまった。

　隼が「は」と荒あらい息を吐はきだすのが聞こえた。そして尻に手を添えられ、入り口に熱い塊かたまりがあてがわれる。

　興奮と期待で、心臓が痛いほど鼓こ動どうする。

　ああ、くる。そう思った瞬しゆん間かん、たくましいものが押し込まれ、みちっと音を立てて入り口が広がった。

「あ、う」

　指よりもずっと太く硬かたいものが、むちむちと粘膜を圧あつ迫ぱくしながら入ってくる。久しぶりなのできつく、はじめは衝しよう撃げきを覚えたが、奥まで埋められる頃ころには苦しさは消え、それよりも、そこを広げられ、満たされる快感で腰こしが蕩とろけそうになった。

「碧さん……なんです、これ……気持ちい……」

　奥までみっちり埋まっている隼のものが、どくどくと脈みやくを打っているのが、内ない壁へき越ごしに伝わってきた。

「そりゃ、よかった……、ゆっくり、動いてみてくれ……」

　尻しりにあった隼の両手が俺の腰をしっかりと抱かかえる。律動がはじまる。

　付け根まで埋まっていた猛たけりがゆっくりと半分ほど引き抜かれ、おなじ速度で押し込まれる。奥まで埋まると、尻の表面に隼の下生えと下腹部が押しつけられる。

「は、あ……」

　汗と互たがいの体液で、動くたびにかすかな音が響ひびいた。抜き差しされると、俺のいいところも圧迫されて、腰がわななくほど甘い快感を誘ゆう発はつする。　>>>♥

「碧さん……碧さん……すごい……あ、あ」

　隼の腰使いが徐じよ々じよにスピードを増していく。それに比例して俺の熱もあがる。暖だん房ぼうなど不要なほど熱が高まり、身体からだが汗ばむ。

「く、ぅ……っ」

「すみません……とめられない……、っ……」

「ん……っ、それで、いい、……あ……ぁ、……っ」

　身体が熱く煮にえたぎり、快感が身の内で暴れまわる。必死に握にぎりしめていた理性のかけらはいつのまにか消え失うせ、すべてが快楽に支配される。

　気持ちよさに我を忘れて俺はあえぎ声をあげた。すがるものがほしくて手元にあった枕まくらを抱え、顔を埋める。口を閉じることができず、口の端はしからよだれが零れて枕に染しみを作った。猛りの先せん端たんからもたらたらと精液が零れ、シーツを汚よごしていた。

　抜き差しされればされるほど快感が高まり、ジャムを煮に詰つめるようにぐつぐつと身体が煮える。煮詰まった悦えつ楽らくは濃のう厚こうな密度となって、爆ばく発はつするときを待っている。

「俺、出そうです……っ」

　そろそろ限界が近いと感じたとき、隼の切せつ羽ぱ詰つまった声が耳に届いた。

「ん……っ、俺も……。達いっていいぞ」

「どうすれば……碧さんの中に、だしていいんですか」

　隼のりんごとはちみつが脳のう裏りに浮かぶ。その得体の知れなさに、ちょっとためらった。

「だめだ。外にだせ」

「はい……、……っ」

「っ……そのまま、強く突ついて……っ」

　たくましい猛りが、奥を強く貫つらぬく。ずちゅ、といやらしい音をさせていいところをこすりあげていき、俺は火花が散るような快感を覚えて欲よく望ぼうを爆発させた。

　その直後に隼の猛りが引き抜かれ、尻に熱い液体をかけられた。俺のだした青あお臭くさい匂においと、甘い香かおりが混ざりあうなか、俺は満足の吐息をついた。
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　男と抱だきあって眠ねむりについた翌朝は幸せな夢でも見るのが定番かもしれないが、俺は悪夢で目覚めた。漬つけ物石に押しつぶされて古漬けになる夢だった。

　どうしてそんなを夢を見たのかは目覚めて納なつ得とくした。隼が俺の掛かけ布ぶ団とんになっていたからだ。

　重い。

　隼の本体が大型車のためか、化け身しんのこいつもかなり体重がある。太っているわけでもないのにこの重量。筋肉量がすごいんだろう。いい身体してるもんな。昨日はうたた寝ねしていた俺を軽々運んでいたし。

「おい」

　どけようとしたら、しがみつくように抱きしめられた。

「こら。重い。苦しい」

「……碧さん……」

「あ？」

　名を呼ばれたので返事をしてみたが、隼の顔を見ると、眠っている。寝ね言ごとだったようだ。

　俺の夢を見ているんだろうか。その表情は綻ほころんでいて、俺と違ちがって幸せな夢を見ている様子だった。

　男っぽく整った顔立ちを眺ながめていると、その顔がもぞもぞと近づいて、俺に頰ほおずりしてきた。

　ほんとに眠ってんのかよこいつ、とちょっと疑ったが、起き床しよう時刻まで好きにさせてやった。

　長めの髪かみがひと房ふさ、顔に落ちる。それを払はらって、ついでに頭を撫なでてやった。

　かわいいやつだよな、と思う。

　だが、これが恋れん愛あい感情かというと、疑問だ。

　昨夜はほだされたのと、俺も性せい欲よくが溜たまってたから、流された。

　溜まってなかったら、拒こばんでいただろうか。

　わからない。

　いずれにせよ、俺にはこいつを追いだすことができそうになかった。

　目覚ましの音とともに重い掛け布団を蹴け飛とばして、ベッドから出る。

「今日は一日中気温があがらないとさ。暖かくしてろよ」

　その日はぐっと冷え込み、朝から雪が降っていた。都内は桜が満開だというニュースがテレビで流れているというのに、この寒さはどういうことだ。

「寒けりゃこれでも着とけ」

　適当に放ほうり投げてやったセーターを、隼が大事そうに胸に抱え、僥ぎよう倖こうに巡めぐり会ったかのように感激した顔をする。

　碧さんが自分のために気き遣づかってくれた！　とか思っていそうな顔だ。

「うぁ……ありがとうございます！」

　たいしたことじゃないのに、いちいちそんな態度をとられたらこっちが恥はずかしくなる。

「……具合悪くなったら困るからな」

　俺は不要な言いわけをして出勤の支し度たくをすませた。

「誰だれか来ても出なくていいからな。電話も放っておけ」

「はい！　いってらっしゃい！　気をつけて！」

「おう」

　家を出て駐ちゆう車しや場の車のところまで来ると、俺はマンションをふり返った。温度差で白く曇くもった窓ガラスの、一部分だけ曇りが消えている。そこから隼の顔が覗のぞいていた。

　手をあげてやったら、ものすごいいきおいで手をふられて、俺は苦く笑しようした。

　車に積もった雪を払い落とし、エンジンをかける。

　セーターを渡わたしてやったけど、俺のサイズだから、きっとちいさいだろうな。週末になったら、あいつの服を買いに行こうか。

　そんなことを考えながら車を発進させて、職場をめざす。

　雪は夜明け前から降っていたのか、歩道や屋根の上に白く降り積もっていた。車道は水が流れていて、雪に不慣れな俺でもさほど問題なかった。

　車道に雪が積もっていなくても、ちらちらと降っているので視界は悪い。俺がこれまで住んでいた地域ならば、みんな用心して減速しているだろう。けれども行き交かう車は晴天のときと変わらぬドライビングを見せている。さすが雪国だよなあと妙みような感心をしつつ、無事に会社に到とう着ちやくした。

　仕事をはじめると、隼のことは頭のすみに追いやられた。業務で難しいことはないし同どう僚りようも親切だが、やはり慣れないうちは気が張っている。よけいなことを考えている余よ裕ゆうはなかった。

　まじめに仕事に取り組み、今日は終業時刻よりも一時間ほど残業となった。

　事務所から外へ出ると、朝よりも雪が積もっていた。昼頃ごろにはいったんやんだのだが、夕方になってからまた降りはじめていたのだ。

　予報のとおり、一日中寒い日だった。

　首がヒヤリとして、肩かたをすくめる。

「寒いな」

「今日は風が強くないぶん、ましだよ。寒いの苦手？」

　となりを歩く同僚が笑う。

「得意ではないですね」

　そう答えたものの、俺はそれほど寒がりではない。

　すくなくとも同居人ほど寒がりじゃない。

　同僚と駐車場で別れて自分の車に戻もどると、隼の顔が頭に浮うかんだ。

「セーター、着たかな……」

　寒くて毛布にくるまっているだろうか。

　今日は遅おそくなったから心配しているかもしれない。今夜の食料は昨日のストックがあるし、寄り道せずに帰ろう。

「電話してやるかな……でも十分もすれば着くしな」

　電話には出るなと言ってあるし、まあいいかと思い、車に乗り込んでエンジンをかける。が、しかし。

「……あれ」

　エンジンがかからない。

　なんど試ためしてもかからなかった。

　セルモーターはまわっているからバッテリーが原因ではない。ガソリンやオイルはきちんと入っている。

　ボンネットを開け、あれこれ調べてみたが、原因がわからない。燃料ポンプ、イグニッションか、ＥＣＵの故障だろうか。だとするとお手あげだ。

「こんな暗くなってから……買ったばかりだっつーのに。くそ」

　保険会社に連れん絡らくして状じよう況きようを話し、レッカーが来るのを待つことになった。

「……隼にも連絡するか……」

　隼は携けい帯たいなど持っていないし、電話にも出るなと言いつけてある。が、家の電話は留守電がセットされている。伝言を入れれば聞こえるだろう。

「……隼、聞いてるか。碧だが。じつは車が動かなくて、まだ会社にいる。帰宅はもうすこし遅おくれると思う。そのうち帰る」

　留守電相手に無ぶ愛あい想そうに言って通話を切ると、俺はシートの背もたれをすこしだけ後ろへ倒たおし、目を閉じた。

　レッカーが来るまで寝ていようと思ってそうしたのだが、寝るのは無理だった。寒くて。

　寒がりじゃないと言ったが、雪が降る夜、エンジンのかからない車内はすこぶる冷える。

　社内に戻ろうかと思ったが、もう施せ錠じようされているようだ。

「まいったな」

　タクシーでも呼ぶか同僚に助けを求めて今日は帰って、手続きは明日の日中にするという選せん択たくも考えないでもなかったのだが、面めん倒どうごとはさっさと片付けたい。

　寒さは耐たえられないほどでもない。しばしの辛しん抱ぼうだ。

　シートを戻し、ぼんやりとすること数分。前方の駐車場入り口に人ひと影かげが見えた。

　人影はわき目もふらずに俺の車へ突とつ進しんしてくる。

　小雪の降る暗がりの中、徐じよ々じよに姿がはっきりしてくる。黒くろ髪かみに長身の男。

　隼だ。

　俺は車から出て隼を迎むかえた。

「おまえ……」

「碧さん……迎えに来ました」

　俺のそばまできて足をとめた隼は、息をきらし、必死な目つきで俺を頭の先からつま先まで見おろした。

「車が動かないと聞いて……もしかして、事故とか……ケガとか……」

「エンジンがかからないだけだ」

　俺の無傷を確かく認にんしたグレーの瞳ひとみが、緊きん張ちようを解く。

「……無事でよかった」

　隼は前まえ屈かがみになって膝ひざに手をつき、大きく息をついた。

　留守電を聞いて、家から走ってきたようだ。伝言を入れてからまだ数分しかたっていないのに、俊しゆん足そくすぎるだろ。人の姿でも時速百キロとかだせるんだろうか。

「おまえ、車が動かない原因なんて、わかるか？」

「すみません。バイクだったらわかりますが」

　おなじマシン仲間ということで、詳くわしかったりしないかと思ったが、無理のようだ。

「そうだよな。ところで俺の会社の場所、教えてなかったよな。なんで知ってるんだ」

「あなたの匂においで」

　また匂いか。すごい嗅きゆう覚かくだなおい。

　内心でつっこみをいれたが、口にはしなかった。俺を心配して必死に走ってくれた男に、まずは謝罪だ。

「すまん。説明不足で心配かけた」

「いえ」

　隼は短く言うと、俺に背をむけてかがんだ。

「乗ってください」

「あ？」

「家まで、俺がおぶって走ります」

「いや……」

「遠えん慮りよはいりません。いまはこんな姿ですけど、俺、バイクですから」

　そう言われてもな。

「バイクと違ちがって乗り心地ごこち悪いだろ」

　呆あきれた口調で言ったら、隼がショックを受けたような顔で見あげてきた。ああ、俺が悪かったから、そんな顔するなよ。

「気持ちはありがたく受けとっておく。いま、整備の人が来てくれる手て筈はずなんだ。こいつを車屋に預けなきゃならないから、まだ帰れない」

　俺は隼を立ちあがらせると、ねぎらうように腕うでを叩たたいた。

「寒いけど、だいじょうぶか？」

「あ……はい。忘れてました」

　訊きかれて初めて寒さを思いだしたように、隼は腕を震ふるわせた。

「中に入って待ってようぜ」

　隼が来てくれてもなんの役にも立たなかったが、まさか来てくれるとは思っていなかったから嬉うれしかった。

　こいつの一いつ生しよう懸けん命めいさは俺の予想を超こえていて、胸をきゅんとさせた。

　車内に入ると、俺は助手席にすわる隼の頰ほおへ手を伸のばした。バイクに乗っていたとき車体を撫なでていたように、頰を撫でてやると、やつはやや驚おどろいたように息を吞のみ、興奮に顔を赤らめた。

「ほっぺた、冷たい……と思ったが、熱くなったな」

　からかうように笑うと、隼も思いきったように俺に手を伸ばしてきた。

「し、失礼しますっ」

　両手で左右の耳を包まれる。

「碧さんこそ、冷えてます」

「ん」

　隼の大きな手は温かくて、ほっこりした。俺は寒さにこわばっていた肩かたの力を抜ぬき、目をつむった。気持ちがいい。

「あ……碧さ……」

　震える声になにごとかと目を開けると、隼が欲よく情じようした顔で俺を見つめ、のどを鳴らしていた。

「ばか。なに考えてる」

　俺は誘さそうつもりで目を閉じたわけじゃないぞ。

　軽く睨にらんで男の手をもぎ離はなし、距きよ離りをとった。そんなつもりじゃなかったのに、顔が熱くなりそうだ。

　まもなく作業員がやってきて、いっしょに車屋まで行った。車を預け、代車を借りて隼とともに家へ戻る。まだ馴な染じんでいない新居だが、家に戻ったと思ったらほっとした。

　夕食を温め直しにキッチンへむかう隼を見送ると、俺は居間へ行き、隼を売ったバイク屋へ電話をした。

　今日、帰宅したら電話しようと、じつは朝から考えていたんだ。

　対応に出た店員に俺は簡単に名乗り、すぐに本題に入った。

「先日売ったバイクなんですが、もう売れてしまいましたか」

「いえ。まだ店にだしてないので」

　店員の返事を聞き、俺はひとまずほっとした。

「あの、売買の契けい約やくは取りやめということは可能ですか。じつは気が変わりまして、手放したくなくなってしまって」

「いや、それはちょっと……手続きもしてしまいましたし」

　それはそうだよな。予想していたものの、そう都合のいい話はないよなと落らく胆たんした。

　しかたがない。ひそかにため息をつき、覚かく悟ごを決めて話を続ける。

「売るの、ちょっと待ってもらえますか……ええと」

　覚悟を決めたつもりだったが、続きの言葉を一いつ瞬しゆんためらった。我ながらバカだと思う。しかし思いをふりきり、口にする。

「俺が買います。買い取ってもらった価格じゃなくて、ちゃんと、店頭販はん売ばい価格で買います」

　受話器のむこうで、店員がとまどった声をだしていた。

　中古車として販売されると、俺から買った金額に店のもうけが上乗せされるわけだから、俺の申し出は店側にはなんの不利益もなく、問題ないはずだ。ただ、俺が大バカヤロウなだけである。

　いますぐには金の用意ができないが、近いうちに買い戻もどすからと約束し、電話を終えた。

　金がなくて売ったのに、よけいな金を使うはめになってしまった。なにやってんだか。

　ともかくまだ売られていなくてよかった。

　俺の金の工面ができるまで待ってもらえるようなので、焦あせることはないだろう。

　問題は、金をどこから捻ねん出しゆつするかだ。

　借金はしない主義だったが、しかたがない。来月の給料を頭金として、ローンを組めばどうにかなるか。

「やれやれ……」

　懐ふところ具ぐ合あいに悩なやみながら携けい帯たいを居間の机の上に置くと、キッチンにいたはずの隼が居間に来ていた。緊張した面おも持もちで立っている。

「いまの……俺の話、ですか」

「ああ」

　俺はなんでもないことのように、事務的に答えた。

「売るの待ってくれって頼たのんだ」

　買い戻してやる、と男らしく言いきることができないのは、金銭的な不安があるだけでなく、隼の俺への気持ちに、まだとまどいがあるからだ。

　流されて抱だきあったが、隼の気持ちをすべて受け入れる覚悟ができているわけでもないし、隼に対する特別な感情が、俺の中には生まれていない。かわいいし、大事なバイクだとは思っているけれど。

　そんな俺の内心など知らない隼は、ぱあっと瞳ひとみを輝かがやかせた。

　やつは瞬しゆん時じに俺の元へ飛んできて、腕を広げて抱きつこうとしたが、すんでのところで足をとめ、俺の足あし下もとに跪ひざまずいた。片かた膝ひざをついた、騎き士しのようなポーズだ。

「なんだ？」

「碧さんが、俺は格好よくてスマートなはずだとおっしゃっていたので。そのようにあろうと思いまして」

「…………」

　なんだろう。俺の思う格好よさやスマートさとはなにかが違うんだが。

　しかもそんなポーズ、どこで覚えたんだか。

　俺は複雑な顔をして、頰を搔かいた。

「そういうのはいいから」

「え、じゃあ、抱きついてもいいんですかっ？　キスしてもいいんですかっ？」

　なにを誤解したか、隼の興奮が増した。

　おまえ、抱きつこうとしただけじゃなく、キスまでしようと考えてたのか。

「いや、そうじゃなくてだな」

　見あげてくる瞳が興奮と喜びできらきらしていて、俺は面おもはゆくなって口を閉とざした。せっかく喜んでいるのに水を差すのもなんだよな。

「まあいいや。風ふ呂ろ入ってくる」

「俺が連れていきます！」

　浴室へむかおうとしたら、隼がいきおいよく立ちあがり、俺をお姫ひめ様抱だっこした。

「ちょ……っ、自分で歩けるっ」

　運んでもらう距離じゃない。ぎょっとしたが、慌あわてているうちに浴室へ着いた。

「俺、背中流しますっ」

「いや、べつに」

「洗わせてください！　背中と言わず、身体からだ全部やらせてくださいっ。あなたにふれたいんです。できれば表面だけじゃなく、あなたの内側も」

「おまえはすこし言葉を選べ。それから『待て』を覚えろよ」

「わかりました覚えます。だから洗わせてください！」

「おまえ、わかってねーだろっ」

　ぎゃあぎゃあ騒さわぎながら、俺たちはけっきょくいっしょに風呂に入り、その夜も濃のう厚こうなセックスをした。







　　　　五







　車は一週間ほどで戻ってきて、週末、隼とともに買いだしに出かけた。帰りはすっかり暗くなってしまったが、用があるわけでもなし、のんびり運転して帰路につく。

「この車にも名前をつけるかなあ」

　運転しながら助手席にむけて話しかけると、不ふ機き嫌げんそうな声が返ってきた。

「ブランド名のフィッツでいいじゃないですか」

「それでもいいんだけど」

　カーナビの人工音声が進路を告げる。男性の、深みのある声だ。

「やたらといい声だよな。このカーナビ」

「……。そうですかね」

「ああ。落ち着く声」

　カーナビが右折を告げる。指示に従って俺はハンドルを切る。

「カーナビがあると、知らない道も安心だな」

　隼が沈ちん黙もくする。声にせずとも、機き嫌げんの悪さが身体から放たれている。

「どうしたんだ、さっきから。買い物中はご機嫌だったくせに」

「……俺にはカーナビなんてないですから」

　悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみしめる男の姿が、視界の端はしに映った。

　言われるまで気づかなかったが、さっきから俺は車の話ばかりしていた。カーナビの前はメンテナンスが楽だとか、コンパクトな車なのに荷物をたくさん積めていいなとか、バイクにはない車の特性を褒ほめちぎっていた。それは隼にとってはおもしろくなかっただろう。

「あー。悪い」

「謝ってもらうことじゃないです」

「……まあな」

　まもなくマンションの駐ちゆう車しや場へ到とう着ちやくし、エンジンを切る。すると隼がいきなり身を寄せてきた。「あ、キスされる」と思ったときには唇を重ねられていた。

　びっくりした俺は身を引きかけたが、それより先に肩かたとあごを押さえつけられ、逃のがれるどころか濃厚なキスを仕し掛かけられた。

　狭せまい車内に湿しめった音が響ひびく。

「……っ、んん……こ、ら……、……っ」

　こんな場所でなにを考えているんだ。

　押さえつけてくる腕うでをつかみ、離はなさせようとするが、びくともしない。胸を押し返そうとしても、頑がん丈じような壁かべにたてつくように無理だった。

　そうこうするうちに、隼の舌は俺の口内へ侵しん入にゆうし、弱いところを攻せめてくる。この数日、連日キスしているのだが、隼は目を見張る上達ぶりを示していた。初めは唇を重ねることしか知らず、俺がリードしていたのに、気がつけばこっちが夢中にさせられていることがしばしば。

　いまも俺の舌をくすぐり、絡からみ、俺の舌と腰こしを蕩とろけさせる。

　うっかり抵てい抗こうを忘れてしまうほど気持ちよかった。

　本当にうまくなりやがった。

　下腹部が反応しそうなほどたっぷりと愛あい撫ぶされて、息があがる頃ころにようやく唇を解放された。

「なんだよ急に……」

　濡ぬれた口を手の甲こうで拭ふきながら、照れ隠かくしに睨にらんだとき、シートのレバーを引かれた。

「わっ」

　がくりとシートの背もたれが後方へ倒たおれ、俺もいっしょに倒れて仰あおむけの体勢になった。

　その上に、隼が無言でのしかかる。

「ちょ……、おまえ、こんな場所でサカるなよ。するなら、部屋に戻ってから……っ」

　興奮した顔が近づいてくる。長めの黒くろ髪かみが俺の頰ほおをくすぐる。

「ここで、したいんです」

　俺の両りよう腕うではつかまれて、抵抗を封ふうじられた。耳元に顔を埋うずめられる。

「こいつに、見せつけたくて。あなたは渡わたさないって言ってやりたくて」

　敏びん感かんな耳みみ朶たぶに息が吹ふきかかり、俺は身をすくめる。

「こいつって……誰だれ」

「この車。フィッツです」

　なにを言ってるんだこいつは。

　呆あきれたが、舌先で耳を舐なめられ、文句はあえぎ声に変わった。

「ば、か……、んぁ……っ」

　耳朶を甘嚙がみされ、首筋に舌を這はわせられる。そうされながら、太ふと腿ももで股こ間かんを刺し激げきされる。さらにはシャツの中に潜もぐり込んできた指に乳ち首くびをいじられる。

　強ごう引いんに引きだされる快感と、こんなところを誰かに見られたらという焦あせりで頭がショートしそうだ。

「ほんとに、誰かに見られたら……、っ……や、ばい、から……っ」

　ふつうのセダンで、前席はスモークガラスでもないのだ。車内といっても戸外も同然。辺りは暗いが、近くまで来たら絶対に気づかれる。

　快感に潤うるんだ瞳では迫はく力りよくがないと自覚しながらも必死に睨みあげると、俺よりも必死で、情熱に溢あふれた瞳ひとみがそこにあった。どきりとする。

「あなたが運転するのは、俺だけでいい」

　熱く訴うつたえかける声は、嫉しつ妬とを隠そうともしない。

「俺だけにしてください」

「そりゃ、悪いが無理……、あ、んっ」

　ズボンのジッパーをおろされ、下着の中に手を入れられた。じかに中心をこすられる。

　抱きあったのはまだ数えるほどなのに、隼の手は俺の弱いところをしっかり学習していて、驚おどろくべき速さで快感を引きだしていく。俺のそこはすぐに熱を持ち、硬かたくなっていった。

「……う……ぁ」

　気持ちは焦るのに、刺激されている箇か所しよが気持ちよくて、隼を押しのけるだけの力が出ない。

「あなたが、俺以外のマシンを運転する姿なんて……俺は……」

　隼はわけのわからない嫉妬心を燃えあがらせているようだが、それにつっこみを入れている余よ裕ゆうはすでに俺にはない。

「俺の声はどう思いますか。俺の声は落ち着かない？　不快？」

　隼の声では落ち着かない。こんなときはとくに熱が増していて、艶つやっぽくて、耳も首も腰も、ぞくぞくしてしまう。

「ぁ……こんな……、場所じゃ……っ」

「こんな場所でも、感じてる。いつもより感じやすくなってないですか？」

　俺の痴ち態たいに煽あおられるように、隼の熱が増しているのがわかる。いつもは従順なくせに、俺にふれるときは枷かせが外れたように大だい胆たんで強引になる。そして暴走する。

「もしかして、外でするほうが興奮します？」

「んな、わけ……っ」

　からかうように言われてカッと頰を赤らめたとき、片方の手が俺の奥を探さぐった。

「ちょ……、そこは……っ」

　ここで最後までする気なのか。さすがにそれは無理だ。

「だめだって……勘かん弁べんしてくれ……っ」

　俺は理性をかき集め、精いっぱいの力を込めて隼の腕をつかんだ。

　奥を探る男の手が動きをとめる。

「でも、あなたの身体からだは嫌いやがってない。ここでやめたら辛つらいのはあなたもいっしょです」

「だから、あとは、部屋で……」

　奥を探る手の動きはとまったが、前への刺激は続けられている。呼吸を乱され、単語がぶつ切りになった。

「部屋だと、こいつに見せつけられない」

　ああ、もう。こいつは。

「見せつけるって、おまえみたいに化け身しんになるわけじゃなし。見てないだろ」

「いいえ。人の姿になれなくても、わかってるはずです。もちろんこいつはあなたのものになって日が浅いですし、化身になりたくてもなれないでしょうけど」

　隼は真しん剣けんだ。

　詭き弁べんとしか思えないんだが、ほんとかよ。

「……手で、前だけ、達いかせろ」

　俺は欲よく情じようした赤い顔をして、怒おこるように言った。

「見せつけたいなら、おまえの手で俺が達くだけでも、じゅうぶんだろ……っ」

　それだって恥はずかしいが、妥だ協きよう案である。

　隼がため息をついた。

「わかりました」

　しぶしぶといった調子だが、後ろから指が離れていった。代わりに、前をいじる指使いがより淫みだらになる。

「あ……あっ！」

　またたくまに高みへ持っていかれて、隼の手の中に熱を放出する。いきおいよく出たものは手の中に収まらず、シートをすこし汚よごした。それを隼が始末してくれるのを眺ながめながら、俺は深く息を吐はいて虚きよ脱だつした。

「続きは部屋で」

「……ん」

　頷うなずき、それから場所を思いだしてそそくさと服を整える。隼が俺の上からどき、車から出て運転席のほうへまわって、ドアを開けた。

「歩けますか。部屋まで抱かかえていきますが」

「自分で歩ける。荷物を運んでくれ」

　前をいじられて達っただけなので、歩けないことはない。だが身体のどこもかしこも甘い疼うずきで痺しびれていて、立ちあがると気だるい吐と息いきが零こぼれた。

　いちど灯ともされた欲よく望ぼうは、収まらずに身体の奥で燻くすぶっている。

　早く、どうにかしてほしい。

　おぼつかない足取りで自宅へ戻もどると、俺は居間まで待てず、玄げん関かん扉とびらを閉めるなり隼にすり寄り、首に腕をまわしてキスをせがんだ。

　俺から仕し掛かけるのはめずらしい。というか、初めてかもしれない。

「碧さん……」

　隼が抱えていた買い物袋ぶくろをその場に落とし、俺の腰を抱えて求めに応じた。

　濃のう厚こうなキスに身体が高ぶる。身体の熱さから、互たがいに次の行こう為いを求めているのがわかり、示しあわせたように唇くちびるが離はなれた。

「俺、もう我が慢まんできないです……ベッドに行っていいですか」

　吐息がふれる距きよ離りから、隼が熱っぽくささやく。その腕うでが俺を抱えあげようとしたとき、インターホンが鳴った。

　なんだよ。誰だよ、これからってときに。

　新聞の勧かん誘ゆうか宅配業者かセールスか。さっさと帰っていただこう。

　若じやつ干かんイラッとしながら俺は扉とびらを開けた。するとそこには三十代くらいの男性が立っていた。髪かみを七三にわけ、色白で、柔にゆう和わで知的な風ふう貌ぼうをしている。羽織っているコートはすこしばかりくたびれた感じがするが質がよく、いかにも「紳しん士し」という単語がしっくりくる。

「どちらさまですか」

　無ぶ愛あい想そうな俺に、相手は柔和な笑え顔がおで名乗った。

「あなたのフィッツです」　>>>♥

「……はい？」

　俺はぽかんとして、数センチ上にある男の笑顔を見つめた。

「フィッツ？」

「はい」

　フィッツって……俺の車の名前だけれども……。

「……デジャブ？」

　なんだろう。十日ほど前にも、似たような体験をしたような……。

「いえ。私の名はデジャブではなく、フィッツです。あなたの車の」

　深みのあるいい声。その声はまぎれもなく、カーナビの声だった。

　マジですか。バイクの次は車かよ。

　なんだよこの俺の能力。なにかに呪のろわれてんのか。

　隼。日が浅いと化身になれないんじゃなかったのかよ。

　絶句する俺を、隼がかばうように前へ出た。

「おまえ、どうして現れた」

「きみは……ああ、役立たずで捨てられたバイクか」

　フィッツは柔和な表情で、しかし冷ややかな目つきで隼を見る。

「どうして現れたかって？　それはこの人に愛されたからさ。きみみたいに、この人を何年も乗せてようやく現れることができたやつと違ちがって、私はすぐに現れることができた。つまり私はきみなんかよりもとても愛されているということさ」

　隼が悔くやしげにこぶしをぷるぷるさせ、やや青ざめた顔をしてフィッツを睨にらむ。

「碧。そうですよね」

　フィッツが俺に親しげに話しかけ、同意を求める。

「私のことを愛しているから、私をこの姿にしたのでしょう」

「いや……愛とか言われると……俺の意思で自由に変身させられるわけじゃないし」

　愛などと言われると困るが、大事にしているから化身となって現れたのだろうとは思う。隼もそれをわかっているから、俺に確かく認にんを求めてこない。

「とりあえず、中で話しませんか」

「そうだな」

　玄げん関かん先で愛だのなんだの、恥ずかしい話はこれ以上遠えん慮りよ願いたいので、フィッツの提案に俺は頷いた。

　ここの共用廊ろう下かはけっこう声が響ひびくんだ。

　俺が靴くつを脱ぬいで室内へあがると、フィッツが当然のようにあとに続く。

　隼が目をむいた。

「碧さん！　こんな得体の知れないやつを、中に入れるんですかっ」

　それをおまえが言うか。

「立ち話もなんだろ」

「でも……っ、俺のときは、もうちょっとためらったじゃないですかっ。なんでこんなにあっさり……」

　そりゃあ立て続けに二度目ともなれば、俺だって学習するし免めん疫えきもつくのだ。

　家へあがったフィッツが大人の余よ裕ゆうを見せつけるように自然な仕草で俺の腰こしに手を添そえ、玄げん関かんにたたずむ隼をふり返る。

「つまり、そういうことなんだよ」

　勝ち誇ほこったような笑みを浮うかべ、俺をエスコートして居間へむかう。残された隼はショックを受けたような、泣きそうな目をしていた。

　そんな顔されても。どうしろって言うんだ。

　居間に入ると、暖だん房ぼうをつける俺の横でフィッツがコートを脱ぐ。コートの下には暖かそうなセーターを着ていた。

「寒くないか」

「ええ。私はそこのバイクと違って寒冷地仕様の車ですから、防寒対策はばっちりです」

　遅おくれて居間に入ってきた隼がフィッツを睨みつける。フィッツはそれを無視して俺の手を握にぎった。

「この姿にしてくださって、ありがとうございます。あなたにひと言、お詫わびを言いたかったのです」

　焦こげ茶ちや色の瞳ひとみが俺を見おろす。フィッツは大衆車で、どちらかと言えば女性に人気の車種だ。そのせいか、隼のような神秘的な瞳を持つわけでもなく、親しみやすそうな雰ふん囲い気きを宿している。適度に品があり、柔和で落ち着いた容姿は女子にもてそうだと思う。

「先日はエンジントラブルでご迷めい惑わくをおかけし、本当に申しわけないことをしました。直していただきましたし、これからは一いつ生しよう懸けん命めい、誠実にあなたのために走りたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします」

「はあ……こちらこそよろしくお願いします」

　つられて会え釈しやくをすると、フィッツは紳士然とした態度を和なごませて、白い歯を見せた。

「新しい主人があなたのような方で、本当によかった」

「前の主人は、問題でもあったか」

「いいえ。そういうことではなく。私好みのかわいらしい主人でよかったと思っただけです」

　俺は眉み間けんを寄せ、首をかしげた。

「……かわい……？」

　見た目も中身も、かわいいなどと評される男じゃないのだが。

　フィッツがふわりとほほえむ。

「ええ。とても。もともとひと目惚ぼれでしたが、私の中で達いったときの表情に参りました」

　俺はぎょっとして相手を見あげた。

「私の、中……？」

「ええ。私本体、車両の中で、先ほどそのバイクに迫せまられていたでしょう」

「あ、ああ……そういう意味ね」

　と、納なつ得とくして落ち着いてる場合じゃない。周囲に誰だれもいないと思ったが、さっきの痴ち態たいはこの男にすべて見られていたんだ。恥はずかしい。そしてひと目惚れだとか、なにげに告白されてるぞ俺。

　フィッツは目元に成熟した色気をにじませると、指先で、俺のあごをくすぐるようになぞった。ちなみにもう一方の手は俺の手を握ったままだ。

「私ならば、あのバイクよりももっと気持ちよくしてあげられる自信があります」

　フィッツが瞳を瞬またたかせる。なにか濃のう密みつな香かおりが漂ただよってきそうに色っぽい。

「あれでは物足りなかったのでしょう。続きはさっそく私に……」

　俺は瞬しゆん間かん的に頰ほおを赤らめた。

　我慢ならないとばかりに隼がフィッツの肩かたをつかんだ。

「あんたな……っ」

　しかしフィッツは視線もくれず、隼の手をむんずとつかみ、ふりほどく。にこやかに俺を見おろしたままだ。

「いかがでしょう」

　俺はたじろいで、握られている手を引いた。

「いや……もうその気は失うせたから」

「それは残念です。次はぜひ私におまかせください」

　フィッツは深追いせず、俺の手の甲こうを親指で意味ありげに撫なでて、手を離はなした。

　俺は咳せき払ばらいをして、改めて尋たずねた。

「で。おまえも泊とまるつもり……？」

「お世話になります」

　俺の能力がフィッツを呼んでしまったのだとしたら、追い返すこともできない。

　居い候そうろうがもうひとり増えてしまったわけだ。

　部屋は余ってるし、こいつらは生活費がかからないから、まあいいけどさ。

「おまえも、食事はサラダ油でいいのか」

「食事？　私はそのバイクなどとは違って燃費がいいので、食事の必要はありません」

　フィッツは着き替がえや入浴も基本的に必要ないと続ける。

「ですが、そうですね。油をいただけるのであれば、バイクとおなじようにしていただけると嬉うれしいです」

「わかった。家事は分担制にしていいか」

　フィッツにキッチンや風ふ呂ろの使い方など説明をしてまわっていると、後ろから隼に腕うでを引っ張られた。

「あの碧さん」

「なんだ」

「続きは」

　切せつ羽ぱ詰つまったような、焦じれた表情で見つめられた。

　続きというのはもちろんあれの続きだろう。俺は腰の疼うずきを自覚しながら、顔をしかめた。

「また、そのうちな」

「そんな」

　隼が息を吞のむ。

「そのうちって、いつですか」

「知るか」

　がっかりしてるのはおまえだけじゃない。口にはしないが、俺だってその気になってたんだ。くそ。

「部屋は？　夜、寝ねる部屋はどうするんです。布ふ団とんもないです」

「あー」

「俺が碧さんといっしょにベッドに入って、あいつはこたつ布団でとなりの部屋に寝ればいいですね」

　そばで洗せん濯たく機きを見ていたフィッツにも当然話は聞こえている。にこやかな紳しん士しの顔がこちらへむいた。

「私が碧といっしょに寝るという選せん択たく肢しもありますよね」

　隼がキッと睨にらむ。

「あんた……新参で中古のくせに、なに言ってるんだ」

「きみこそ捨てられたくせに、なにを言ってるんです」

「……っ」

　ああもう、面めん倒どうくせえ。

「おまえら、仲良くやってくれよ。フィッツ。おまえは寒冷地仕様で寒さには強いんだろう」

「寝るときはべつです。私もぬくもりがほしいです。布団ではなく人ひと肌はだのほうがなおよいです。あなたを抱だかせてもらえたら文句はありません」

　なんでそんなタラシキャラなんだ、おまえ。車本体のイメージって、そんなじゃなかったぞ。もっと、女子に親しみを持たれるような、かわいいキャラじゃないのかよ。

　隼も本体と化け身しんのイメージが違ちがうんだよな。なんでいっしょじゃないんだよ。

「……おまえらふたりとも、となりの部屋でこたつ布団な」

「そんな。碧さんっ」

「碧」

　フィッツが思案するようにあごに指を添え、提言する。

「三人でいっしょに寝るのはいかがでしょう。寝る前の運動も三人でやれば暖かく──」

「却きやつ下かっ」

　俺は己おのれの貞てい操そうと行く末を案じずにはいられなかった。







　　　　六







　その後も隼とフィッツはしばらく言い争っていたが、俺の一いつ喝かつでおとなしくなり、ふたりでこたつ布団にくるまって隣りん室しつで寝た。ふたりとも癖くせの強いやつらだが、主人には従順だ。

「隼」

「はいっ」

　翌朝、出かける支し度たくをしようとして居間から名を呼んだら、キッチンにいた隼が飛んできた。

　俺の朝食の後片付けをしてくれていたのに、それを中断して、だ。

　片付けをしたまま、注意をこちらにむけてくれるだけでよかったのだが。

　こいつは俺が呼ぶと、なにを置いても飛んできて俺の前で膝ひざをつき、指示待ち顔で見あげてくる。

　なんでも全力だ。かわいいよなあと思う。

「…………」

　言おうとしていたセリフを忘れ、思わずバイクを撫でていたようにやつの頰を撫でてやったら、隼は整った顔をふにゃりと崩くずし、嬉しそうにした。

「なんでしょう。重いもの、運びますか？」

　隼は尋じん常じようでなく力がある。だから家具の移動を手伝ってもらうことも多いのだが、そのために呼んだわけじゃない。

「いや。今日も出かけるから、上着だしておくぞ、と言おうとしただけだ」

「今日も……車で？」

「ああ。おまえらの布団が必要だし、この辺をドライブしたいし」

　隼が複雑そうな顔をしてうつむいた。

　おなじくキッチンにいたフィッツもやってきた。

「碧。荷物持ちならば私がいますよ。彼は行きたくなさそうな顔をしていますし、無理に連れていく必要はないでしょう」

「あ─、そうか。隼、家で待っていてくれても──」

「行きます」

　俺の言葉を遮さえぎって、隼が顔をあげた。

「せっかくのデートのお誘さそい……絶対行きます」

　いや、べつに。デートのつもりもなかったんだが。

　支度をして三人で駐ちゆう車しや場へ行くと、車の前でフィッツが優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをした。

「走行中はあなたの指示に集中したいと思いますので、私はこれで」

　突とつ如じよとしてフィッツの姿が消えた。

　ちょっと驚おどろいたが、そういえば三輪車や自転車の化身も神しん出しゆつ鬼き没ぼつだったかもしれない。

　隼はフィッツが姿を消したことなど当然のような顔をして、平然と助手席に乗り込んでいた。

　売った手前、憚はばかられる話題なのであえて訊きかないが、こいつも人が本体に乗るときには姿を消すんだろう。

　運転をはじめると、ハンドルを握にぎる俺の手を、隼が嫉しつ妬とで悔くやしそうに睨んできた。

　目的のショッピングセンターへ到とう着ちやくすると、フィッツが姿を現し、さりげなく俺の横に立つ。反対どなりに並んだ隼が、ぼそりと呟つぶやくように言った。

「家からそんなに遠くないのに、時間がかかりましたね。……俺はこんなノロマに負けたんですね」

「フィッツがノロマなんじゃなくて、俺が安全運転してるだけだろ」

　俺のフォローに、フィッツが勝ち誇ほこったような含ふくみ笑いを浮うかべ、それを目もく撃げきした隼がカチンときたように言い募つのる。

「でも最高時速は俺のほうがだせます。加速も俺のほうが速い」

「そうだな」

　いちおう同意してやる。だが、安全運転の俺に最高速度なんて価値を訴うつたえても、たいしてセールスポイントにならない。隼もそれに気づいたようで、つばを飛ばさんばかりに急いでアピールを続ける。

「峠とうげを攻せめるのなんかは、碧さんだって絶対俺のほうが楽しいですよね？」

「まあ……そうかもな」

「一昨年おととし、箱根に行きましたよね。日光のいろは坂も。車が渋じゆう滞たいしてるのを尻しり目めに走り抜ぬけて、気持ちよかったですよねっ」

「渋滞中はバイクだって辛つらいんだけどな」

「で、でもっ、車より早く着きました」

「たしかに、そうだな」

　必死な隼が憐あわれで、俺はよしよしと頭を撫なでてやった。

　すると隼が得意げな笑え顔がおを浮かべ、俺の頭越ごしにフィッツへ視線をむける。

　しかしフィッツは余よ裕ゆうの笑顔でそれを流した。

「碧も大変ですね。捨てたバイクにいつまでもつきまとわれて」

「……それを言ってやるな」

「お、俺は……俺は」

　隼が青ざめ、唇くちびるをかみしめる。隼がどんな話題でフィッツに勝負をしかけ、どれほど優勢だったとしても、けっきょく最後には「捨てられた」のひと言で完全敗北してしまう。

「ああもう。隼。おまえは買い戻もどすから、泣くな」

　ため息まじりに言うと、隼が目を見開いて俺を凝ぎよう視しした。

「泣いてません……って、あの、買い戻すって……俺、買い戻してもらえるんですねっ？」

「ん？　ああ。売るのを待ってもらってるって、話しただろ」

「そうですけど……」

　売るのを待ってもらっているとは話したが、買い戻すとはっきり言ってやったのは初めてだったか。隼がにわかに活気づいた。

「じゃ、じゃあ、また俺に乗ってもらえる……」

「おう」

「あの、あの、いろは坂を走ったときのこと、覚えてますか。あのとき、俺とおなじ車種があなたを追い抜いて、それでめずらしくあなたも挑ちよう発はつに乗って」

「ああ。バカをやったな」

　それからしばらく、隼が俺との思い出話を語りはじめた。

　どうもそれは俺にというよりも、フィッツに聞かせるつもりで話しているようだ。

　隼は得意げに語り、フィッツを牽けん制せいしようと一いつ生しよう懸けん命めいだった。

　そんなことしなくても俺の隼への気持ちは変わらないのに、かわいいやつだよな。

「……ん？」

　駐車場から店内へ入りかけた俺は、そこで己おのれの思考に引っかかり、唐とう突とつに足をとめた。

　俺の隼への気持ちは変わらないって……どういう意味だ。

　隼は、バイクだ。俺の所有物だ。

　しかしいま、それ以上になにか……無意識に、人に対するような、なにか……。

「なんだ？」

　俺、いま、なにを思った？

　俺は自分の気持ちを計りかね、冷静に思考を検あらためた。

　なにに引っかかっているのかというと、二点。

　一点は、すでに隼に対して、特別な感情を抱いだいているかのような考え方だったことだ。

　それからもう一点は、そもそも俺の隼への気持ちは変わっていないのか？　ということだ。

　出会った当初から必死な隼の姿に同情し、かわいいやつだと思っていたし、いまもかわいいやつだと思うことは否定しない。が、「かわいい」という言葉に含まれる意味合いに、変化はないのか？

　本当に、変わっていないのか？

　はじめは従順なペットみたいだと思った。

　では、いまは？

「碧さん？　どうしました」

　急に立ちどまった俺を、隼がふり返る。長めの黒くろ髪かみがふわりと舞まい、瞳ひとみの神秘的な色を強調させる。

　すこし離はなれた場所から見る隼は男の色気に満ちていて、目を離せなくなった。

　本当に、ため息が出るほどいい男だよな……。

　見ているだけで、胸がどきどきしてきそうだった。見つめられていると、なお。

「具合、悪いですか？」

　ぼうっとしている俺を心配した隼が俺の元へ戻ってきて、顔を近づけてきた。グレーの瞳に覗のぞき込まれて、心臓が跳はねあがる。

　唇が近い。

「な、なんでもない。行こう」

　俺は頰ほおが赤くなるのを自覚し、顔をそむけた。なにをどぎまぎしているんだよ。

　俺は自分の思いにうろたえて、足早に先へ進んだ。

　赤くなった頰を隼に見られたら、ますます赤くなりそうな予感がした。










　隼のことはかわいいやつだと思う。だがたまに、卑ひ屈くつすぎてイラッとくることもある。

　買い物に行った帰り、隼とフィッツがまたけんかをした。けんかと言っても一方的に隼がからかわれているだけのようなものだが、ともかくおとなしくさせて就しゆう寝しんした翌朝、隼の姿が部屋になかった。

「おはよう。あれ。隼は？」

　ひとりでキッチンに立つフィッツに尋たずねると、彼は紳しん士し的な態度で苦く笑しようした。

「外に行きましたよ」

「なんだ？」

「ちょっと言いすぎたようで、いじけてしまったようです。たぶんいま頃ごろ、私の本体にいたずらしているのではないかと」

「はあ？」

　いたずらってなんだよ。

　不安になり、コートを着て駐車場へむかってみると、フィッツが言うとおり、隼は車の前に立っていた。

　どうやら、白く曇くもったサイドガラスに指先で文字を書いている。

　なにを書いてるんだ。

　大きな身体からだが邪じや魔まをしてよく見えない。

「おいこら」

　足を忍しのばせて背後まで近づき、低い声をだすと、隼がびくっと肩かたを揺ゆらしてふりむいた。半べそをかいている。

「あ、碧さん……っ」

「なに書いてるんだよ」

　ひょいとガラスに目をむけると、そこには「ノロマ」と書かれていた。

「おまえな……なんて嫌いやがらせだよ。俺にけんか売ってるのか」

「あ、いや、これはっ。碧さんに対してではなく」

　隼が慌あわてて字を消すが、見てしまったものはなかったことにできない。

「おまえはフィッツへの腹いせのつもりでも、俺に対する中傷になるんだぞ。運転してるのは俺なんだから」

　こいつに卑屈な言動をとらせる原因は俺が売ったせいだろうからあまり強くは言いたくないが、さすがに怒おこった。

「化け身しんのおまえを知る前、隼は、強くて速くて格好いいやつだと思ってた。まさかこんなガキっぽくて陰いん険けんな憂うさ晴らしをするやつだとは思ってなかった。見み損そこなわせるな」

「……すみません」

　隼がしょんぼりとうなだれる。

「俺を慕したってくれるのは嬉うれしいが、嫉しつ妬とは見苦しい。いつまでもこんな調子だと、俺、おまえを買い戻すのを考えたくなる」

　反省を促うながすために、すこし辛しん辣らつに言ってやった。

　こいつの熱くてガッツのある性格から、これぐらいの叱しつ責せきでへこたれることはないだろう。そう思ったのだが、予想以上に応こたえたようで、その日俺が仕事から帰ってきてからもずっと、やつは落ち込んでいた。ろくに喋しやべらずうつむきがちで、俺と目をあわそうとしない。

「ったくもう……」

　夕食を終えると、俺はフィッツに隣りん室しつへ行ってもらうように頼たのんだ。

　居間に、俺と隼だけになる。

「なあ隼。今朝の件、反省したか」

　こたつのはすむかいにすわる隼が無言で頷うなずく。

「なんであんなまねしたんだ。なにを言われて、いじけたんだ」

「…………」

　隼は答えないが、俺に関することだろうとはわかっている。言いにくいことを無理に言わせたくはない。

「まあ、反省したならいいけどな。俺も今朝は言いすぎた。買い戻すのを迷ったりしてないから、安心しろ」

　そう言ってやっても隼の反応はなかった。

「おまえね、そこまで落ち込まなくていいんだよ。フィッツとけんかしないでくれたらいいんだ」

　隼の固く閉とざしていた唇くちびるが開いた。

「自信がありません」

　グレーの瞳は思いつめたようにこたつの天板を見つめている。

「フィッツと仲良くすごせないか？」

「根は悪いやつじゃないと思います。でも、あなたが絡からむと、俺、見境がなくなって。あなたに不快な思いをさせるとわかっていても、あいつに嫉妬して、我が慢まんできなくなって……」

　隼が顔をあげた。

「俺には、あなただけなんです」

　まっすぐに俺の目を見つめる瞳は真しん摯しな光に満ちていて、弾だん丸がんのごとく鮮あざやかに俺の心を射い貫ぬく。

「あなたがほかのバイクや車に惹ひかれる気持ちをとめることはできない。主人が自分に飽あきても、俺たちマシンはそれを受け入れるしかないんだってフィッツに言われました。そのとおりだと思います。でも俺は、あなたに捨てられても、あなたを忘れることなんてできない。あなたへのこの気持ちが、俺のすべてなんです。あなたが好きなんです」

　繰くりだされるつたない言葉とともに、見つめてくる瞳に徐じよ々じよに熱が満ちてきて、静かな激情がほとばしる。積み重ねた想おもいが苦しみを織り込んで渦うずを巻き、奔ほん流りゆうとなって押し寄せてくる。その純じゆん粋すい無む垢くな美しさに、俺は潮しお騒さいのようなざわめきを胸に覚えて目をそらした。

　以前つきあっていた恋こい人びとだって、これほど情熱的に俺を見てくれたことはなかったとふと思いだす。陽気なところが好きだった。でも調子がよくて不誠実だった。隼は元カレとは正反対だ。嫉しつ妬と深くて、くよくよしがちだ。だが、すこぶる誠実で──って、なんで俺、元カレと隼を比べてるんだよ。

　それじゃあまるで……恋こいの相手として隼を意識してるみたいじゃないか。バイクなのに。

「えっと……。おまえは新車で買ったから、俺以外の主人を知らないもんな。だから思いつめるのかもしれないけど……」

　しどろもどろになる俺の言葉を、隼は大きく首を振ふって否定する。

「いいえ。フィッツから、前の主人の話を聞きましたが、俺の主人は碧さんでよかったと心底思いました。あなたはマシンをとても大事にしてくれる。大事な友人のように話しかけてくれる。化身となって現れても、温かく受け入れてくれる。俺、あなたじゃなきゃ嫌です」

　フィッツの前の主人のことなど俺は知らない。俺のいないところで、ふたりはけっこう話してるらしい。まあ、だから早朝のけんかに発展したりするんだろうけど。

「そっか……」

　隼は俺を好きだという。けれどそれは、主人に対する好意なんだろう。家族という世界しかまだ知らないちいさな子供が、親を慕うような感覚に近いのかもしれない。

　次男が生まれたら、長男が次男にやきもちを妬やく、あれといっしょだ。

　きっとそういうことだろうと思っても、胸の潮騒はやまない。

　真摯な告白にどきどきする。こたつの熱が、足だけでなく頭のほうにまでのぼってくるようだった。

　温かいような気持ちと、くすぐったさと、罪悪感でごっちゃになっていて、なんだこれ。自分の気持ちがつかめない。

　隼の俺への気持ちが主人への好意なのかべつのものなのか、本人にも明確にはわからないんじゃないかと思う。

　おなじように俺も、俺の気持ちがよくわからない。

　でも、隼に対して愛いとしいと思う感情は、育っている。

　初めはとまどいしかなかったし、本体に戻もどってくれないかなと思ったこともあったが、いまではそんなことは思わない。つい面めん倒どうを見てしまうのは弟がいるからだと考えたこともあったが、隼への気持ちは弟に対するものとは違ちがう。

　目を戻すと、隼は一心に俺を見つめ続けていた。

　情熱的な瞳ひとみの中に、ひと筋の傷が見える。それは俺が売ったことでできたものだろうと思うと、錆さびついた釘くぎで胸を引っかかれたような心地ここちがした。

　隼の俺への気持ちの種類がなんであれ、慕ってくれているのは事実であり、これほど慕われていると知っていたら、俺はバイクを売ったりしなかった。

　いくら金のためとはいえ、どうして俺は大事なバイクを売ってしまったんだろう。悲しむ隼の姿を見るたびに後こう悔かいの念がよぎる。

「隼」

　瞳は深い傷を負っているが、それを覆おおうほどの情熱の光が美しく灯ともっている。その光が陰かげるのは見たくなかった。この男の純じゆん粋すいな心を守りたいと思えた。

　動どう悸きの激しさと罪悪感が高まる。誠実な告白にこちらも誠実に返したいと思うのだが、真しん剣けんであればあるほど、こんなときはつまらない言葉しか浮うかばない。たっぷり時間をおいてから俺が口にしたのは、ほんのひと言だけの謝罪だった。

「……売ったりして、ごめんな」

　ひと言だけだが、それに精いっぱいの想いを込めた。隼は俺に謝ってほしいわけじゃないだろうけど、俺は謝りたかったし、その気持ちをやつのほうもわかってくれたようだった。

　隼の表情が落ち着く。

「困らせて、すみません」

「また嫉妬したら、車にあたるんじゃなくて、俺のところへ来いよ」

　俺は手を伸のばし、隼の黒くろ髪かみを撫なでてやった。

　隼はちいさく頷き、すこし照れた顔をして俺に頭を寄せた。










　それから隼の態度は元に戻り、数日のあいだはなにごともなく平へい穏おんに過ぎた。

　ある日、仕事から帰宅し、冷蔵庫を開けたらビールがなかった。

　毎晩必ず飲むわけではないが、今日は残業もあって疲つかれていて、すごく飲みたい気分だったのに、失敗した。

「しまった。ストックもないんだよな」

「俺、買ってきます！」

　隼が機き敏びんに財さい布ふをつかみ、家から飛びだしていった。

　風ふ呂ろの使い方もわからなかった男が、いまでは買い物も任せられるようになっている。子供の成長を喜ぶ親のような気分でその背を見送り、夕食の支し度たくをすることにする。

　キッチンには食材が並び、ある程度下ごしらえがしてあった。なにを作るつもりだったんだろうな。

　キッチンに立とうとしたら、いっしょに帰宅したフィッツが俺の腰こしに腕うでをまわし、柔やわらかな笑え顔がおで俺の足を阻はばんだ。

「碧、疲れているでしょう。私がやるから、むこうの部屋で休んでいて」

「じゃあ、お言葉に甘えて」

　世話をしてくれる男がふたりもいて助かる。俺って恵めぐまれてるよなあ。

　化け身しんたちにしみじみ感謝しつつ、俺は夕食の支度をフィッツに任せて、部屋へ足を運んだ。

　こたつに入り、ぬくぬくと心地よい温かさに包まれていると、眠ねむ気けに襲おそわれた。

　こたつは天使の顔をした悪あく魔まの家具だ。寝ねたら風邪かぜを引くとわかっているのに疲ひ労ろうした身体からだは誘ゆう惑わくに勝てず、横になって目をつむる。

　天国の夢ゆめ心地ごこちでうつらうつらしかけた頃ころ、唇にふれる感かん触しよくがあり目を開けると、フィッツにキスされていた。

「なっ──ん、ぐ……っ」

　ぎょっとして飛び起きようとしたが、押さえつけられて深くくちづけられる。油断した隙すきにぬるりと舌が入り込んできて、俺のそれに絡んできた。

　隼はキスの仕方も知らなかったのに、こいつはすごく慣れている。しかもめちゃくちゃうまい。

　気持ちよくて、抵てい抗こうも忘れて俺も応じかけたが、男の手が俺の服を脱ぬがしにかかっているのに気づき、慌あわてて身体を押し返した。

「ちょ、ちょっと待て」

「遠えん慮りよなさらず」

「遠慮じゃなくて……っ」

　フィッツが足でこたつを押しやる。そしてこたつ布ぶ団とんから出てきた俺の股こ間かんへふれてきた。

「ちょ……っ」

「隼にはさせてあげてたでしょう？　どうして私だとだめなんですか」

「なんで俺のマシンたちは俺に発情するんだっ」

「そういうものだからです。私たちは全身全ぜん霊れいで主人を愛します」

　初日に俺にひと目惚ぼれしたと言っていたが、実際に手をだしてきたりはしなかった。だからこの男流の冗じよう談だんだったのかもと思っていたのに。

「どうして、いまになって……」

「私が来てから禁きん欲よくしているでしょう。そろそろしたいのではないかと思いまして」

　なんでわかるんだ。そのとおりだよクソ。

　だけどこんなふうに奪うばわれるのは趣しゆ味みじゃないんだ。

「やめろって」

　俺の抵抗はやすやすと封ふうじられ、あれよというまにズボンと下着を脱がされる。

　そして中心を握にぎられた。と思ったら、いきなり口に含ふくまれた。

「っ」

　湿しめった温かい口こう腔こうに包まれて、甘い痺しびれに背筋がのけぞる。

「や……、ほんとに……隼が、帰ってくるから……っ」

「そうしたら三人で楽しんだらいいと思います」

　フィッツはあくまでも飄ひよう々ひようとしている。

「ちなみに隼のはりんごとはちみつの香かおりらしいですが、私のはオイスターソースとココアです」

「おまえら、なんで、んな隠かくし味的な……、なに作る気だよ……っ」

　喋しやべりながらも口こう淫いんは続けられていて、その絶ぜつ妙みような刺し激げきに俺は翻ほん弄ろうされた。

　たぶんこいつ、俺よりうまい。

　無む理り矢や理りされているのだが、あまりのうまさに混乱し、抵抗するよりも疑問がわいた。

「っ……、なんで……そんなにうまいんだ……？」

「それは光栄」

　フィッツは俺の変な能力で化身になったのだから、前の主人とこういうことをしていたはずはない。それなのにどうしてこんなに手慣れているのか。

　ふしぎに思っていると、俺の思考を読んだようにフィッツが説明した。

「見よう見まねですよ。前の主人が、よく私の本体の中でこういったことをしていましたから」

「……それ、聞きたくなかった……」

　見ず知らずの男のカーセックスをうっかり想像してしまい、げんなりする。あの車、購こう入にゆう前にクリーニングをしてあるだろうけれども、シートを張り替かえたいような気がしてきた。

「……あ……、は……っ」

　よけいなことを考えているうちに、俺の中心はさらなる刺激を与あたえられ、兆きざしはじめていた。

　久しぶりの刺激に、雄おすの性が前面に顔をだす。隼に迫せまられたときとは異なり、流されるつもりはなかった。けれど、だしたい欲よつ求きゆうが高まり、それしか考えられなくなる。

　抵抗していたはずの腕は力をなくし、床ゆかに投げだされる。全身を男にゆだねたとき、居間の入り口で、ごとんと音がした。

　はっとして顔をむけると、そこに、呆ぼう然ぜんとたたずむ隼の姿があった。物音は、手にしていた買い物袋ぶくろを落としたせいで、袋の中から缶かんビールが転がり出てきていた。

「……あ……」

　いつのまに帰ってきたのか。玄げん関かん扉とびらの開閉の音も聞こえなかったのは、快感に夢中だったせいだろうか。

　まったく気づかなかった。

　やばい。まずい。

　急いで陰いん部ぶを手で隠す。

「きみも交ざるか」

　青ざめる俺と隼。なのにフィッツだけは平然としていて、とんでもないことを誘さそっている。なに言ってるんだ。

「ば……っ」

　俺は身を起こしながらフィッツにばかやろうと言いかけたが、言葉を吞のみ込んだ。

　隼がこれまで見たこともない顔をしていたからだ。

　泣きそうな顔でも悲しみの顔でもなく、無表情だった。それなのに、底知れない怒いかりのオーラが全身から放たれているのを感じ、俺は恐きよう怖ふを覚えて鳥とり肌はだが立った。

　隼は数メートルあった距きよ離りをいっきに縮めて俺たちに近づくと、フィッツの襟えりをつかみあげ、いきなり殴なぐりつけた。フィッツが床に転がる。

「おい、やめろ！」

　俺はとっさにフィッツをかばうように、ふたりのあいだに割って入った。

　隼は俺にどけとも言わず、無言で見おろしてくる。その目はすわっている。

「隼、落ち着けよ」

　隼は俺から目を離はなさず、地じ獄ごくから響ひびくようなドスのきいた声でフィッツに言った。

「……フィッツ。しばらく外へ出ていてくれ」

「ん？　私？」

　フィッツが怪け訝げんそうに起きあがる。

「私が襲ったんですよ。制裁なら私にするべきでしょう」

「いいから、席を外してくれ」

　フィッツが俺に窺うかがうように目配せしてきた。俺がそれに応こたえて、「行け」というようにかすかに頷うなずくと、彼は心配そうなまなざしをしつつ出ていった。

　ふたりきりになり、恐おそろしく気まずい空気が張りつめる。

「碧さん」

　隼が俺に一歩近づく。

「どういうことか、説明してください」

「見たとおりだよ。あいつに襲われた」

　俺は窓のほうへ視線を流して答えた。

　一拍ぱく、まがあく。

「……あなたが誘ったのでは」

「冗談。だから、襲われたんだって。うたた寝してたところを」

「抵抗してなかった」

　それを言われると返す言葉がない。

　もう一歩、隼が近づいた。手を伸ばせばふれるほどの距離。やつの頭が照明を遮さえぎり、視界に影かげが差した。

「俺のときとおなじように流されたんですか。そして受け入れたんですか。あなたは誰だれにでもそうなんですか。どれだけ快楽に弱いんですか」

　軍隊かよと思うほどいつも激しく言葉を発する男が、いまは静かに訴うつたえてくる。それが逆に、男の並々ならぬ激情を表していた。

　フィッツを受け入れるつもりはなかったのだが、あの現場を目もく撃げきされたあとでは、言いわけにもならない。

　俺はうろうろと目を泳がせた末に足あし下もとへ視線を落とし、うつむくように頭をさげた。

「……悪かった」

　俺と隼はつきあっているわけではない。たとえ俺のほうからフィッツを誘ったとしても浮うわ気きとは言えず、謝る理由もない。隼に責められるいわれはまったくなく、もしこれがべつの男だったら俺はきっと堂々と開き直っていることだろう。

　だが、嫉しつ妬とと怒りのあまりに無表情になった隼を見たら罪悪感で胸がいっぱいになり、自然と謝罪の言葉が口から零こぼれた。

「俺に謝るんですか。悪いと思っているんですか。つまり悪いことをしていたという自覚があるんですね」

　冷れい酷こくともとれるような物言いが耳に届く。

　男の指が俺のあごにかけられ、顔をあげさせられた。

「ならば相応の償つぐないをしてほしいですね」

「どうしろと」

「あなたがあいつにされたことを、俺にしてください」

　隼の瞳ひとみは嫉妬に燃え、断固とした決意に満ちていた。

　こいつの怒りを収めるためには従ったほうがいいのだろう。俺はちいさく息をつくと、男の肩かたを押した。

「すわれ」

　隼をベッドにすわらせると、彼の頰ほおに両手を添そえ、キスをした。

　なんども角度を変えて唇くちびるを吸い、舌を差し入れて絡からめる。贖しよく罪ざいとしてのキスなので、己おのれの快楽は二の次だ。フィッツの技ぎ巧こうをできるだけ再現しようと、淡たん々たんとはじめたキスだったが、久しぶりに味わう隼の唇は気持ちよくて、当初の目的を忘れそうになった。

　なぜだろう。こいつとのキスは、すごく興奮する。

　フィッツのキスはとてもうまかったし気持ちよかったが、これほど胸が熱くはならなかったような気がする。

　隼のほうも、はじめは俺の愛あい撫ぶへの反応がいまいちだったが、とちゅうから理性をなくしたように積極的に応じてきて、俺の後頭部へ手をまわし、深くくちづけてきた。

　唇を離す頃ころには、互たがいに息が乱れていた。

　フィッツにされたのは、キスと、あとはフェラ。

　俺は濡ぬれた唇を手の甲こうで拭ぬぐうと、隼の脚あしのあいだに跪ひざまずいた。デニムのベルトとボタンを外し、ジッパーをさげる。下着の中のものをとりだすと、それはすでに兆していた。

　なんど見てもでかいよなと思う。太すぎて、片手で握にぎると親指と中指が届かない。長さもあって、これを咥くわえるのは見るからに辛つらそうだ。はたして口に入るだろうか。俺はあまり口が大きいほうじゃない。

　フィッツが俺のを咥えるのと、俺が隼のを咥えるのとじゃ、わけが違ちがうよなと男として自じ虐ぎやく的な思いにとらわれつつ、めいっぱい口を開いて先せん端たんを口に入れた。

　舌を這はわせながら、ゆっくりと吞み込んでいく。　>>>♥

「……っ、……ふ……」

　猛たけりの皮ひ膚ふの感かん触しよくや細かな形状が舌に伝わる。入るところまで口に入れて、ずるりと引き抜ぬく。それを二、三度くり返すと、猛りはますます硬かたく怒ど張ちようし、俺の口を圧あつ迫ぱくしてくる。茎くきに張り巡めぐらされる血管がだんだん浮うき出てきて、でこぼこしてくるのを、唇と舌で感じた。

　とても卑ひ猥わいだ。これが俺の中に入るところをいやがうえにも想像させられる。

　あごが疲つかれて苦しい。俺の身体からだをさわられているわけじゃない。それなのに、俺は隼のそれを咥えて興奮していた。下腹部が熱を持ち、俺の中心も勃たちあがりかけている。

　口に咥えているこれを、早く後ろに挿いれたい。

　奥を激しく、これで突つかれたい。

「碧さん……」

　隼が熱い吐と息いきをこぼしながら、俺の髪かみを撫なでる。

　隼の先端からは、甘い汁しるが滲しみだしていた。

　フィッツにされたのは、たぶんこのくらいの段階だろう。達いかされてはいなかったのだ。フィッツにされたことをしろということだったから、もうやめてもいいのだろうが、俺は口こう淫いんを続けた。

　先走りが甘くて、つい。

　でも隼の呼吸が荒あらくなってきて、俺のほうも疼うずきが限界になったとき、とめられた。

「それはもういいです。服を脱ぬいでください」

　隼がおもむろに自分の服を脱ぎだす。そして全ぜん裸らになると、身体を支えるように背後へ手をつき、ゆったりとすわって俺を見おろす。

「碧さん。俺に跨またがってください」

　初対面のときとおなじセリフに、俺は思わず顔を赤くした。目は勝手に、隼の中心を見つめてしまう。もちろんそれは硬くそそり立ち、先走りと俺の唾だ液えきでいやらしく濡れている。

　この状じよう況きようで、バイクのおまえが跨がってくれとか言うなよと思う。いつかバイクに乗ったとき、これを思いだしちまうじゃないか。

「どうしました。俺に乗るの、好きでしょう。本体でも、この姿のほうでも」

　挑ちよう発はつされ、身体が熱くなる。

　俺は唾液で汚よごれた唇をぬぐいながら立ちあがると、隼をベッドに押し倒たおした。

「言っておくが、フィッツにされたのは、ここまでだからな」

　言い置いて、服を脱ぐ。

　シャツも下着もすべて脱ぎ捨てると、俺は隼の上に跨がった。

　仰むけになる男の上に四よつん這ばいになり、片手を後ろへ忍しのばせる。

　息を乱して後ろをほぐす俺の姿を、隼が欲よく情じように濡れた瞳で見あげてきた。

「俺がいないとき、いつもあいつに抱だかれてたんですか」

「まさか。今日初めて襲おそわれた」

「もうすこし、上へ移動してください」

　隼が俺を見つめながら自分の指を口に含ふくむ。そうして濡らした指を、俺の後ろへ伸のばした。

「ここに、あいつを挿れてない？」

「挿れて、ない……っ、ぁ……」

　すでに俺の指が二本入っているそこに、隼の指が割り込んでくる。俺の指とは異なるリズムでぬちゅぬちゅと抜き差しし、柔やわらかな粘ねん膜まくをかき乱す。

　緩ゆるんできたら、さらにもう一本挿れられた。

「ちょ……、そんな、広げるな……っ」

　さすがにきつくて指が動かない。俺が自分の指を抜くと、隼も指を抜いた。

「もう、いいですよね」

「ん……」

　俺は上体を起こすと、隼の隆りゆう々りゆうとそびえる猛りへ手を添え、緩んだ入り口にあてがった。

　隼の両手に尻しりの肉をつかまれ、入り口が広がるように左右へ引っ張られる。入り口の表面にふれていた先端が、じわりと中へ入り込もうとする。

「は……」

　俺は息を吐はきながら腰こしを落とした。ずぶずぶと、太くたくましい塊かたまりに刺さし貫つらぬかれる。尻の中が熱い。

「あ……あ」

　気持ちよくて、ぞくぞくと背が震ふるえる。俺はあごをのけぞらせながら、隼を中へ収めた。

　これをだし入れすれば、もっと気持ちよくなる。

　男の厚い胸に手をつき、欲よく望ぼうのままに腰を揺らした。

　尻をつかんでいる隼の手が、手伝うように俺を持ちあげ、そして落とす。内ない壁へきを入り口から奥までこすられて、たまらず嬌きよう声せいをあげた。

「あ、あ……っ、ん、あ……っ」

　俺の腰の動きにあわせて、隼が下から激しく突きあげてくる。

　身体を揺ゆすられるたびに俺の勃ぼつ起きした中心もいやらしく揺れ、先走りをこぼす。その痴ち態たいを隼に見つめられているのだが、激しい突きあげと愉ゆ悦えつを与あたえられ、そんなことを気にしているひまはない。

「もっと内うち腿ももに力を入れて」

　俺を乗せた隼が身を起こす。

「俺に、しっかりつかまってください」

　言われるままに、俺はマシンを走らせるときのように隼の身体を内うち股またで挟はさみ込み、その首に腕うでをまわしてしがみついた。

　突きあげが激しさを増す。身体が密着し、あいだに挟まれた俺の中心も刺し激げきされる。

「あっ……！　ぁ、ん……っ」

　前も奥も、意識が飛びそうなほど気持ちいい。久しぶりのセックスに俺は我を忘れて快楽を追い、すぐに頂上へのぼりつめた。

「も……、やば……あ、あっ！」

　達きそうだと告げる余よ裕ゆうもなく、俺はあっけなく極きわみへ達し、欲望を放った。粘ねん度どの高い体液が男の腹に散る。

　きゅうっと粘膜を痙けい攣れんさせながら解放の快感を味わっていると、隼にいきなり身体を抱かかえられ、繫つながったまま身体を反転させられた。

「あ……っ？」

　今度は俺が下で、正常位になった。

　隼は俺の太腿と背中をいっしょくたに抱え込み、がつがつと腰を打ちはじめた。

　達ったばかりの身体に、その激しい抜き差しは刺激が強すぎる。

「や、あ……っ！　あ、あっ、待て……っ」

　制止を求めたが、男の身体は暴走したようにとまらない。俺は振ふり落とされないように、必死に目の前の太い首に腕をまわしてすがりついた。

　男の長い猛りは、信じられないほど深いところまで貫く。奥を強くこすられ、激しい快感が身の内に巻き起こり、目をつむって耐たえる。汗あせが噴ふき出て、抱きあう肌はだがすべる。

　熱くて激しくて呼吸ができなくて、口を開けて大きく息を吸い込んだら、その口を男の唇くちびるに塞ふさがれてしまった。

　のどの奥まで舌を差し込まれる。

「んん……っ」

　上も下も塞がれてもみくちゃになり、唇を解放される頃には俺の理性は完全に隼の情熱に支配されていた。

「好きです……」

　ずくっと奥へ差し込まれたとき、かすかなささやき声が熱い吐息に混じってこぼれ落ちた。

「どうしたら、届くのか……」

　苦しげな声が砂を嚙かむようにひとりごちる。快楽に溺おぼれた俺には、その言葉は届かない。

　二度目の波の高まりが近づいている。

「俺にとってあなたは特別な人ですが、あなたにとっては、俺は特別じゃない。わかってますが……」

　隼の言葉がとぎれる。やつも限界が来たようで、いちどのスライドが大だい胆たんかつ力強くなった。

「あ、あ、……そこ……っ」

　最後にひときわ奥へ叩たたきつけられ、男の猛たけりが俺の中で震えた。隼がクッとのどを鳴らし、動きをとめる。どくどくと粘ねん膜まく越ごしに振しん動どうが伝わり、熱く濡ぬれた感かん触しよくを覚えた。

「あ……中……、ん……っ」

　中にだされた。気づいたときには、中だしされた刺激で俺も二度目の吐と精せいをしていた。

「おま……中だし……」

「ええ。中に、だしました」

「なんで……だめだって……」

「だめだと言われてましたけど、俺のを、あなたの中にだしたかったんです」

　隼は下腹部を俺の尻にすりつけるように密着させ、抜ぬく気配を見せずに顔を寄せる。

「あなた、俺にだされて達いきましたよね。だめって言うわりに、すごくエロい顔をしてますけど」

　ささやきは低く、俺を煽あおるように挑発的だ。

「中にだされるの、気持ちいいんですか」

「ちが……、ん……」

　否定の言葉は隼の唇に封ふうじられた。

　気持ちよさに朦もう朧ろうとしながら俺はそれを受け入れ、濃のう厚こうなキスをかわした。

　落ち着いたら身体からだを離はなされるだろう。そう思っていたのだが、隼は射精を終えると、ふたたび腰を揺り動かしはじめた。

「もっと中にだしてあげます」

「ちょ……おま……っ」

　俺の焦あせった制止は無視され、再戦がはじまる。

　中にだされた体液のおかげで猛りのすべりがよくなり、それまでとは違ちがった快感が生まれる。

「あ、あぁ……っ」

　それからどれほど攻せめられ続けただろうか。

　もうやめてくれと俺がいくら頼たのんでも、隼は俺を解放しようとせず、抱き続けた。

　身体はもうじゅうぶんだと告げているのに、強制的に快感を引き出され、高められた。

　身体を揺すられ続けて、へとへとだった。

「あ……あ……、は……」

　時間の感覚などとうになく、声も嗄かれ果てた。互たがいに何回達ったかも、もう覚えていない。

　宣言のとおり、たくさん中だしされてしまった。そして中にだされるたびに俺は感じて、いやらしい痴態をさらしてしまった。

「もう、勘かん弁べん……」

　身体の奥も表面もドロドロに濡れていて、身動きするたびに卑ひ猥わいな水音が響ひびく。

「まだだめです、許してません」

　いまは背後から貫かれている。俺を横抱だきにし、片かた脚あしを大きく開かせながら、隼は精力的に抜き差しを続ける。疲れを知らないマシンだ。

「も……ほんとに……頼む、から……っ」

　繫がっている場所も、感覚が鈍にぶくなっている。快感を通り越こして、すでに拷ごう問もんだ。俺が泣き声をあげると、隼が腰を動かしながら、しかたないですねと呟つぶやいた。

「では、これを言ってくれたら、許してあげます」

「なんだよ……」

　好きだとかもう捨てないとか言わされるのだろうか。この苦行が終わるのならば、それぐらいのことはいくらでも言ってやる。

　ようやく終わると安あん堵どした俺の耳元に隼の唇が近づき、ささやく。

「言ってください。俺よりフィッツがいいと。俺なんかいらないと」

「……え……？」

「あなたは優やさしいから。そうはっきり言ってもらえれば、俺も諦あきらめがつく」

　俺を攻める隼の動きはとまっていたが、俺はそれに気づかず、呼吸をとめた。

　予想外の要求に動どう揺ようし、唇を結ぶ。

「……んなこと、言えるかよ」

　かといって、おまえが必要だとも、白々しすぎて言えなかった。

　黙だまっていると、隼の手が俺の汗ばんだひたいを優しくぬぐう。

「じゃあ、解放してあげることは、できませんね」

　隼はそう言いながらも楔くさびを抜いた。そして悲しそうにほほえんで、俺にくちづける。

「……隼」

　涙なみだは流していないのに泣いているように見えて、胸がきゅっと引き絞しぼられる。

　こいつの悲しむ顔は、見たくない。

　俺は無む性しようにやりきれない気持ちになり、男の背に腕をまわした。







　　　　七







　隼に激しく抱だかれてから数日、俺たち三人はふつうに過ごそうとしながらも、どことなくぎくしゃくした空気が漂ただよった。

　理由は、隼の元気がないせいだ。

「どうしたんだよ。調子悪いのか」

「いえ」

　尋たずねても、隼はなんでもないと言い張り、理由を語ろうとしない。

　俺とフィッツの仲を勘かんぐっているんだろうか。それともべつのことだろうか。

　気になりはしたが、仕事のほうが忙いそがしくなってきていて、あとまわしにしていた。

　そんな頃ころ、季節はずれの大雪が降った。

「はー。雪の中出勤かー。行きたくねえなあ」

「今日は一日中降り続くらしいですね」

　朝の天気予報をテレビで見ていた隼が、ふり返って心配そうに窓の外を眺ながめた。

「フィッツ。碧さんを頼んだからな」

「きみに言われるまでもない。安心したまえ」

　余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべて答えるフィッツに、隼はなにか言いたげな顔をしていた。

「じゃあ行ってくるな」

　セーターを着た上に毛布にくるまっている男に見送られ、俺とフィッツはいつもどおりに会社へむかう。

「フィッツ。スリップには気をつけてくれよ。てか、俺が気をつけろって話だな」

　降り続く雪の中を走りだしてから、化け身しんのフィッツは姿を消し、言葉も発しない。ひとりで話している俺は、ちょっと怪あやしい人に見えるかもしれない。

　マシンの化身たちと暮らす生活も、だいぶ慣れたよなあと思う。

　なんだかんだで、ひとり暮らしより楽しい。いつまでこんな生活が続くんだろうとはじめの頃は不安になったりもしたが、いまは、これがずっと続いてもいいかもしれないと思っている。

　車は無事に会社へ到とう着ちやくし、俺は仕事に就ついた。

　仕事をしているあいだも雪はいっこうにやむ気配がなく、終業時刻の頃には風が強まっていた。

　はたして無事に帰れるだろうかと心配になる。

　地元の同どう僚りようたちは「ここはこれがあるからね。春になったからって油断できないんだ」などと笑っていたが、さすがに早めに仕事を切りあげて早々に退社していった。

　俺もみんなといっしょに帰ろうとしたんだが、他部署からぎりぎりになって問い合わせがあり、それに対応していたらかなり時間を食ってしまった。

　ようやくきりがついたときには、窓を叩たたくほど強い風が吹ふいていた。

　だいじょうぶかよ。不安になりながら片付け、鞄かばんを抱かかえて車へ走った。外へ出ると、室内で感じていた以上に吹雪ふぶいている。

「お疲れ様さまです」

　運転席へ乗り込むと、助手席にフィッツが姿を現していた。

「こら。会社で姿を見せるなって。目もく撃げきされたら、言いわけが苦しい」

「すみません。ですが、ちょっと心配になって。この吹雪ふぶき、どうでしょうね」

「ああ。視界が悪いな。でもまあ、家までたいした距きよ離りじゃないし、これ以上ひどくなる前に帰ろう」

「気をつけてくださいね」

「おう」

　フィッツが姿を消し、俺はゆっくりと車を発進させた。

　しかし会社と自宅のちょうど中間辺りまで進んだところで、車を脇わきに停車させた。

　フィッツが助手席に姿を現す。

「前、見えませんね」

「だな」

　車を発進させた数分前はどうにか帰れそうだと思えたのだが、そのたった数分で急激な猛もう吹雪ふぶきへと変化し、周囲一面真っ白でなにも見えなくなっていた。

　ワイパーなど無意味で、これ以上はとても進めそうにない。

「しばらく待っていれば収まるかな」

「そうですね。私もこれほどの天候を走るのは初めてのことなので、用心していただけると助かります」

　ごうごうと吹き荒あれる風が、車体を揺ゆらす。

　数日前に自分を襲おそった相手と狭せまい車内にふたりきりである。しかしふしぎなほど、貞てい操そうの危機を感じない。

　それは襲われてもいいと思っているとか、危機意識が希き薄はくなためではなく、フィッツにその気がないのがわかるからだ。

　毎日車で出勤しているのだから、フィッツにその気があれば、隼の邪じや魔まが入らない環かん境きようで俺を襲うことは可能なはずだ。

　それなのにあの日、すぐに隼が帰ってくるとわかっている部屋で、わざわざ襲った。そちらのほうが疑問だ。

「なあ。なんでおまえ、俺を襲ったんだ」

　フィッツは色気を垂れ流すし、そういった発言をするが、本気を感じられない。

　言動に隼のような熱がないのだ。

「あれは主人へのサービス精神の表れです」

　車の化身は悪びれもせず澄すまして言った。

「以前車内で隼としていたでしょう。あなたは嫌いやがりながらも喜んでいるように見えたので、強ごう引いんに犯おかされるのがお好みなのかと思いまして。私を化身として呼んだのは、３Ｐがしたいのだと思っていましたし」

　俺が意図して化身にさせたわけじゃないと何度言えばわかるのか。

「そういうわけで、ああいったシチュエーションを選びました」

「……なんでそんな発想になるんだ」

「なぜと言われますと、前の主人の影えい響きようでしょうかねえ。本当に、ここでいろんな相手といろんなプレイを──」

「わかった。もういい。もういいから」

　俺はこめかみを押さえた。前の持ち主がここでなにをしていたかなんて、知りたくないんだ。知る権利とかよく言うが、知らない権利だってあっていい。

「もう、しませんよ」

　フィッツがふっと笑った。

「碧のことは主人として敬愛していますので、できるかぎりのことをして差しあげたいと思っておりますけれども、なんと言いますか、隼のように暴走した感情は持ちあわせておりませんから。ご安心ください」

「ん……」

　目の前では夜の闇やみと雪の白が戦っていて、白が圧あつ倒とう的に優勢か。まだまだ落ち着く気配のない吹雪へ目をやりながら、俺は熱い男の面おも影かげを思い浮かべた。

「あれからあいつと、なにか話したか」

「私があなたを襲った件については、いま述べた理由を話しましたよ。そんな気持ちであなたにふれるなと脅おどされました」

「ほかには」

「そうですねえ、これといって。精液の話をしたかな」

「なんだそりゃ」

　俺のいないところでなに話してんだか。

「そういやおまえ、なんで自分のあれの匂においを知ってたんだ」

「夜寝ねる前に、隼が話したんですよ。自じ慢まんげに、あなたとのセックスについて。その会話の流れで、じゃあ車の私は、どんな匂いなんだろうということになって、だしてみて、判明したんです」

　ほんとにこいつら、なに話してんだよ。となりの部屋でなにやってんだよ。

「それ、まさか、隼としたってことか？」

「いえ。ひとりでしてみましたよ。彼が私にさわりたがるはずがないでしょう」

　それを聞いて、ちょっとほっとしている自分がいた。

　どうしてほっとしたのか深く追求することはせず、俺は精液の疑問を続ける。

「おまえも隼もおなじ化身なのに、あれの匂いが違ちがうのはなんでなんだ」

「さあ。バイクと車の違いによるものでしょうか」

「おなじサラダ油舐なめてるのにな」

「あなただって、ためしにサラダ油を舐め続けても、あれの匂いは変わらないのでは」

「そうかもな」

　よくわからんが、化身もマシンによって、身体からだのつくりが微び妙みように違うということらしい。

「ほかにはどんな話をした」

「あとはべつに。いつもどおり、あなたをネタにからかって、怒おこらせてみたり。とりとめのないことばかり……」

「あまりいじめるなよ」

「いじめているつもりはないんですけどね。からかいがいがあるので、どうもかまいたくなってしまって」

　フィッツが思いだしたように含ふくみ笑いをする。

　あいつもかわいそうにな、と俺はちょっと隼に同情した。

「このところ、元気がないと思わないか」

「そうでしょうか？　……ああ、そういえば、いつも寝る前にあなたの話をしてくるのに、ここ数日は、あなたの話題をふってくることが若じやつ干かん減りましたでしょうか」

　話しながら気づいたというように、フィッツがあごに手をやる。

「あなたへの関心が薄うすれたというよりはむしろ逆でしょうね。私があなたを襲ったことをまだ怒っているのでしょう。思いつめている感じで気味が悪いですねえ」

　冗じよう談だんっぽく言う。フィッツは隼の変化をさほど気にとめていないようだ。

　仲がよいとは言えないふたりだが、おなじマシン同士、なにか通じるものがあるようで、フィッツの調子が悪いときなど、俺よりも隼のほうがいち早く気づいたりする。

　だからフィッツが問題と感じていないなら、俺の気にしすぎかもしれない。

　俺はそっと息を吐つき、視線を前方へむけた。

　フロントガラスには早くも雪が積もっている。ワイパーを動かして雪を払はらう。

「しかし、やまないな。このままここにいたら、雪に埋うもれて抜ぬけだせなくなりそうだな」

「そのときはレッカー車を呼ぶなり、手はあります。焦あせらずじっとしているほうがよろしいでしょう」

　吹雪で立ち往生だなんて、初めての経験だ。ひとりだったらさぞかし不安だっただろう。

「フィッツがいてくれてよかったな」

「それは光栄」

　おどけたようにお辞じ儀ぎをされた。この男のこういうところはきらいじゃない。

「ところで、隼への連れん絡らくは、よろしいですか」

「んー。へたに連絡すると、あいつ、ここまで来るからなあ」

「私が動かなくなったとき、走ってきましたものね」

　はは、とふたりで軽く笑う。

「かといって連絡しないと心配するだろうし。会社に泊とまることにしたとでも言っておくかな」

　携けい帯たいをとりだそうとして鞄かばんをとりあげたとき、フィッツが「あ」と驚おどろいたような声をあげた。

「どうした」

　顔をあげると、フィッツの視線は前方へむいていた。つられてそちらへ目をむけるが、あいかわらずの吹雪で、なにか驚くような変化はない。

「なに──」

　なにか見えるのか。

　なんどかまばたきして目をこらしたとき、吹雪の中に人ひと影かげが見えた。影は次し第だいに大きくなり、一直線にこちらへむかってくる。

　まさか。

　俺はドアを開け、吹雪の中に立った。

「隼っ？」

「碧さんっ！」

　やっぱり隼だった。

　俺が買ってやったブルゾンを着、寒さで顔を真っ赤にして駆かけてきた。

「無事ですか」

　濡ぬれた髪かみを頰ほおに張りつかせ、ぎらついた必死な目つきで俺を見る。

「ああ。とにかく中に入れ」

　外は寒いのを通り越こして痛い。隼を後部座席へ押し込み、俺も運転席へ戻もどった。

「おまえ、どうして来たんだ。めちゃくちゃ寒いのに」

「この吹雪で、事故ってやしないかと心配になって」

　バックミラーで後ろを見ると、隼は濡れた頰を両手でこすっている。

「案の定、また故障ですか」

　フィッツが眉まゆをつりあげてふり返った。

「失礼な。視界が悪いから、雪が収まるのを待っているだけだよ」

「車も案外使えないものですね」

「バイクよりはずっと便利だろう。こうして暖をとりながら待機することもできるんだ。だいたいきみ、役に立たないくせになにしに来たんだい。碧の食事ぐらいは持ってきたんだろうね」

　隼がぐっと詰つまる。

「ふたりとも不毛なけんかはやめてくれ」

「……碧さん。俺、なにか買ってきますから、財さい布ふを」

「寒さに弱いんだろう。その辺で行き倒だおれたり迷子になられたら困るからじっとしてろ。俺はひと晩ぐらい飯抜きでも問題ないから」

「ですが」

「待ってりゃ雪もそのうち収まるから」

　隼は肩かたを落とし、所在なさそうにうなだれた。

「そんな雪だらけで私の中に入って、シートを濡らして……」

　なおも不満そうにぶつぶつ言っているフィッツを俺は目で制した。やれやれだ。

「まあ、無事に会えてよかった」

　朝まで待機も覚かく悟ごしていたが、それから一時間もすると風が収まり、雪も小降りになってきた。数台だが道路にも走行する車が見られたため、俺も慎しん重ちように運転を再開する。

　それまでのあいだ、隼が落ち込みすぎてずっと喋しやべらないのが気になった。へたに声をかけるとよけい落ち込ませそうで、うまいフォローを思いつかない。考えているうちに家に着いた。

　無事に帰宅すると、俺は即そつ刻こく風ふ呂ろに入って身体を温めた。芯しんまで冷えきっていたので、湯はぬるいのに、指先が痛いほど熱く感じる。

　じゅうぶん温まってからあがり、ふたりにも声をかけようと居間へ入ったら、隼の姿がない。

「風呂、お先。隼はとなり？」

　こたつに入って丸くなっていたフィッツが首をふる。

「ベランダに出てますよ」

「あん？　ベランダ？」

　特別寒がりというわけでもない俺でさえ、ベランダにはあまり出ないのに。

　俺はフィッツに風呂へ入るよう促うながして、ベランダへ出た。雪はやみそうでやまず、しんしんと降り続いており、耳が凍こおりそうなほど冷えた夜気は透とう明めい度を増している。

　隼はベランダの手すりに両手をかけ、雪の降る景色を眺ながめているようだった。

「おい。寒くないのか」

　声をかけると、男が緩かん慢まんな仕草でふり返る。いつもは動くとふわりと広がる黒くろ髪かみは、重く湿しつ気けを含んで頰に張りついていた。

　手すりを握にぎる指先と前髪に、すこしだけ白い雪がついている。

「ちょっと、いろいろ考えていて」

　男の傍かたわらに立ち、なんだ、と視線で促すと、隼がためらいがちに口を開く。

「……今日のことです。やっぱり俺じゃあ、役に立たないんだなと思って」

「適材適所という言葉もあるし、おまえのほうが便利で役に立つこともあるだろ」

　慰なぐさめの言葉は、あまり役に立たなかったらしい。隼が目を伏ふせる。

「心配させて悪かったな」

「俺が勝手に心配しただけで、あなたは問題なかった。むしろフィッツの車内を無む駄だに汚よごしてしまったし」

「……そんなに気にするなよ」

　かける言葉に困って、俺が眉を寄せて見あげると、隼がすみませんと言って笑った。見てるこちらまで寂さびしくなるようなはかない微び笑しようだった。

「碧さんが俺を手放した理由が、よくわかりました」

「…………」

「もし俺がいなくなっても、碧さんにはフィッツがいるからだいじょうぶですね」

　いつまでもうじうじしている隼にイラッとして、隼の肩を強めに叩たたいた。

「ばかやろう、いなくなるとか言うな。明日は給料日だから、週末には買い戻してやる。それまでちょっと待ってろよ。雪国だって、夏には乗れるだろ」

「俺を買い戻したりしたら、お金、困るんじゃないですか」

「バイクのくせに金の心配なんかするな」

「……ありがとうございます」

　隼はほほえみ、でも、と続ける。

「本当はわかってるんです。あなたにはもう、俺が不要だってことぐらい」

　雪のように淡あわく消えてしまいそうな声で告げられた気弱な本音はどこか不安定で、俺の気持ちを逆さか撫なでした。

　むっとした顔をしている俺に、隼が身をかがめ、顔を近づける。

　神秘的な色合いの瞳ひとみに見とれているうちに、唇くちびるが重なる。

　ふれるだけのキスは一いつ瞬しゆんで離はなれていき、俺の唇から熱を奪うばっていった。

「好きです」

　唐とう突とつにこぼれ落ちた告白は白い吐と息いきとなって吐はきだされ、雪の結けつ晶しようのようにきらめいた。

「俺、ずっと、あなたのことを、想おもってます」

　ひと言ひと言、祈いのりを込めるように告げられる。頭がきんとするほど冷えた夜空に、男の言葉が静かに溶とけていく。

「……いきなり、なんだよ」

　照れて睨にらむ俺に、隼が寒さでこわばった笑えみを見せた。

「部屋に戻りましょうか。あなたまで風邪かぜを引いてしまう」

「おまえも、風呂に入ってしっかり温まれ」

　隼の弱気が伝でん染せんしたのだろうか。なんとも言いようのない心細さを覚え、俺はやつの手を引っ張るように握った。

　その手はひどく冷えきっていた。
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「四反田くん、なんか浮うかれてない？　そわそわしてるっていうか」

　退社間ま際ぎわ、急いで帰る支し度たくをしていると、同どう僚りようにからかわれた。

「もしかして、彼女が遊びに来るとか」

「そんなんじゃなく、給料日だから嬉うれしいだけですよ。すみません、お先です」

　あまり自覚していなかったが、たしかに浮かれているかもしれない。

　これでやっと、隼を悲しませることがなくなる。

　元気をだしてくれるといい。

　俺は帰りがけにスーパーへ寄り、お祝いのつもりでいつもより上等な油を買った。自分用の食材も買い、帰宅する。

「ただいま」

　玄げん関かんを開け、フィッツとともに室内へ入る。いつもは扉とびらを開けると隼が出で迎むかえてくれるのだが、出てこなかった。照明もついておらず、真っ暗だ。

「隼？」

　どうしたんだろう。呼びかけても返事がなく、照明のスイッチを入れて廊ろう下かを奥へ進む。

　買い物袋ぶくろをキッチンへ置き、仕事の鞄かばんを居間へ置きに行く。そのあと隣りん室しつも覗のぞいてみるが、どこにも姿がなかった。

　万が一と思ってトイレや浴室も見てみたが、いない。

「どこ行ったんだあいつ」

　買い物にでも出かけたのだろうか。

　俺に断りも入れずに金を使うことはなかったから、それも変な気がする。

「ビールはありますし……。碧の身に危険が迫せまっていることもないし……ひとりで勝手に出かける理由は思いつきませんね」

　フィッツも首をかしげている。

「そのうち帰ってくるかな」

「もしかして、夕食で必要な調味料を切らしたのでしょうか。あなたの夕食を待たせてはいけないと、異常な使命を感じていそうですし」

　それはあるかもしれないと思ったが、キッチンに夕食の支度をはじめた形けい跡せきはない。

　気がかりだが、すこし待ってみることにして夕食を作りはじめた。作るといっても冷れい凍とうしてあったご飯をチンして、肉や野菜を適当に炒いためただけだ。十分とかからず仕上がった。

　隼はまだ帰ってこない。

　帰ってくるまで待とうかと迷ったが、食事をするのは自分だけだし手持ち無ぶ沙さ汰たなので、食べはじめる。

「道路がさ、凍こおってたところがけっこうあっただろ。スリップの心配でもして、会社にむかったかな」

　隼の行方ゆくえをあれこれ考えてみたが、あいつの行動原理は俺を中心としている。出かける先は、スーパーか会社ぐらいしかないはずだ。

　心配で食事ものどを通らないなんてことはないが、気になって、味わう余よ裕ゆうがない。

「ちょっと、その辺まわってみよう」

「ええ」

　早々に食事を終えると、フィッツと車へ戻もどった。

　ほんの三十分前に通ったばかりの通勤路を引き返す。歩道に隼らしき男の姿はないか注意しながら運転するが、もともと人通りのすくない道で、陽ひも暮れており、隼どころか歩く人はひとりも見当たらなかった。

　隼と行き合うことなく会社に到とう着ちやくしてしまい、俺はＵターンして、近きん隣りんのスーパーやマンション周辺を捜さがした。

　一時間近くぐるぐるまわっただろうか。けっきょく見つからずに自宅へ戻った。

　家に戻ったら、隼が何食わぬ顔で戻っていたりして、などと思ったりもしたが、やっぱり帰っていない。

「本当に、どうしたんでしょうね」

「うん……」

「昨日のことでまだ落ち込んでいて、その辺の公園でいじけてるとか」

「この寒いのにか？」

「自分は役立たずだと、かなりへこんでたようですからね。あなたのバイクでいることを、ついに諦あきらめたとか──なんて、彼に限ってそれはありえないかな」

　フィッツが軽口のように言ったそのセリフに、俺ははっとした。

　昨夜の隼の言動を思いだしてみると、たしかにひどく落ち込んでいた。弱気で後ろむきな発言ばかりしていた。

「俺がいなくなっても、なんて……」

　まさかと思い、しかしと否定する。

　あいつが俺を諦めた？

　俺から離れる決意をした？

　そんなばかなと思う。あれほど俺に執しゆう着ちやくしていたやつが。

　──それとも。

「……なあフィッツ。化け身しんが姿を消すときって、どんなときだ？」

「さて。私は経験がないので、なんとも」

　三輪車や自転車の化身は、どうして消えたのだったか。

　本体を親がお祓はらいし、俺が持ち主じゃなくなったら消えたのだった。

　俺は机の上に目をむけた。そこには隼の本体であるバイクと俺が写っている写真がある。

　ふいに俺の胸にひとつの可能性が浮かび、電話を手にした。呼びだした番号は、隼を売ったバイク屋だ。

　もしかして、本体のほうになにかあったんじゃないか。盗とう難なんにあったとか、点検中に故障しただとか……。

「ちょっとお尋たずねしたいのですが──」

　電話に出た店員は、以前電話したときとはべつの店員だった。

　バイクを売ったが、買い戻す約束をしたことを説明し、肝かん心じんのことを尋ねる。

「それで、バイクはいまどうなってますか」

「確かく認にんしますので少々お待ちください」

　かなり長いこと待たされたのち、店長に代わった。

「お客様から引き取ったバイクはですね、売れて、今朝納車になりました」

「は？」

　売れた、だと？

　とっさに声が出なかった。

「売ったんですか？」

　驚おどろきすぎて、確認する声は震ふるえてしまった。

　受話器のむこうから、困こん惑わくした声が聞こえてくる。

「ええ。お客様が買い戻すと、当店の店員と約束したということですが、そういった話は誰だれも聞いていなくてですね……」

　そんなばかな。

「いや、たしかに頼たのみましたよ。そちらも了りよう解かいしてくれて。ええと、お名前はたしか、竹……竹たけ内うちさん、かな」

　店長が納なつ得とくしたように「ああ」と野太い声をだした。

「それはバイトで、すこし前にやめてしまったんです」

　妙みように演技じみた、残念そうな物言いをされた。

　だからしかたないよね、諦めなよ、というニュアンスを感じとり、俺は早口に言い募つのった。

「いやあの、いまはいないと言っても、そのときはそちらの店員だったわけですし、約束したんですよ」

「念書や契けい約やく書をとりかわしましたか」

「……いえ」

　俺のいきおいが弱まる。メールでも手書きのファックスでもいいから、念のために一筆書いておくべきだった。

「手て違ちがいがあったようで、残念です」

　沈ちん黙もくが落ちる。

　ちょっと待ってくださいと電話を保留され、数分後に店長が戻ってくる。

「おなじ車種の中古が一台あります。ええと、年式が」

「いえ。ほかのバイクではなく、求めているのは俺のバイクなんです」

「はあ……でもそれはいま言いましたように、もう売れてしまって、ないので」

「どうにか、なりませんか」

「ちょっと、無理ですね……」

　そういうことですので、と電話を切られた。

　俺は呆ぼう然ぜんとし、へなりと床ゆかにすわり込んだ。

　心臓が、奇き妙みような音をたてた気がした。

「どうしよう……」

　胸がざわめき、気持ちが焦あせる。

　どうしようもこうしようも、隼は新しい持ち主の手に渡わたってしまったのだから、どうしようもないのだ。

　理性ではわかっているのに、焦しよう燥そうで胸が苦しい。

「碧」

　フィッツの気き遣づかうような声が背後からかけられた。

「隼、売られた……どうしよう」

　自分の顔から血の気が失うせているのがわかる。

「話の様子でなんとなくわかりました……残念ですが、でも落ち着いて考えてみてください」

　肩かたに手を置かれ、フィッツが俺のとなりにしゃがむ。

「隼から聞きましたが、捨てないでくれと彼に泣かれて、あなたは同情で買い戻そうと決めたのでしょう？　それで買い戻して、実際、乗りますか？　あまり乗るひまがないのでは？」

「…………」

「新しい主人は、彼にたくさん乗ってあなた以上に愛情をかけてくれる人かもしれません。私が新たな主人に買われて幸せなように、隼も新しい主人のもとで、幸せになるかもしれませんよ」

「……そう、だろうか」

「ええ」

　そうだ。そもそも俺は、もう乗らないと見切りをつけて、あいつを売ったのだ。買い戻そうと思ったのは、悲しむあいつに同情したから。

　うっかり身体からだの関係を持ってしまって、情が移ったから。

　買い戻もどさなくていいとなったら、金の工面の心配もなくなる。

　だけど。

「……ちょっと、頭冷やしてくる」

　ふらりと立ちあがり、風ふ呂ろへ入った。

　ぬるいシャワーを浴びて、動どう揺ようした気持ちを落ち着かせようとした。しかしあまり意味をなさなかった。

　風呂からあがると、フィッツが心配そうな顔をしていた。

　隼はいない。

　風呂あがりの俺を目にして飽あきずに毎晩興奮していた男は、もういない。

「……なんか、疲つかれたな。フィッツは休むといい」

「碧？」

「風呂に入って頭が冷えるわけがなかった。ベランダで涼すずむわ」

　俺は缶かんビールを開けながら、ひとりでベランダへ出た。フィッツは俺がひとりになりたいことを察したようで、追ってこなかった。

　外は冷えるが風もなく、夜空には星がきらめいていた。

　昨日降った雪が、家々の屋根を白くしている。

　ベランダの手すりにも雪が積もっている。だが二カ所だけ、雪がない部分があった。

　昨日、隼が手を置いていたところだ。

　俺はビールをひと口飲むと、そこに手を置いた。ヒヤリとした感かん触しよくしかなかった。

　最後にふれた隼の手も、とても冷たかったことを思いだす。

「隼……いないのか……」

　なにげなく呟つぶやいたあと、その言葉の意味に、横っ面つらを殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

「あ……そうか。いない、んだよ、な……どこにも」

　俺のそばにいないというだけではない。

　俺の手元を離はなれたということは、化身の姿も消えたということだと、言葉にして初めて気づいた。

　あの男は、もうこの世には存在しないのか……？

　胸に空くう洞どうができたような喪そう失しつ感かんで、頭が真っ白になる。

「……っ」

　ふいに胸の奥から突つきあげてくる激情を覚えた。叫さけびだしたいような、錯さく乱らんとも呼びたい衝しよう動どうを必死に抑おさえようとしたが、苦しくてこらえきれない。

　嫌いやだ、と思った。

　あいつがいなくなるだなんて、嫌だ。

　目め頭がしらが熱くなり、視界がぼやける。嗚お咽えつをこぼしながら、俺は涙なみだを流した。　>>>♥

　心が、隼を求めていた。

　ばかだ。本当に俺はばかだ。

　あいつをしょっちゅうばかばか言っていたが、俺のほうがはるかにばかだ。

「……いま頃ごろあいつが好きだと気づくだなんて、な」

　情熱的で、盲もう目もく的てきに俺を慕したってくれて。がむしゃらに一いつ生しよう懸けん命めいで。ずれた言動をするけれど、それが楽しく、心を温かくしてくれた。

　あんな男とは、今後一生巡めぐり会えないだろう。

　買い戻そうと思ったのは、フィッツの言うとおり、同情からだ。だが、いつのまにか俺は同情以上の感情をあいつに抱いだいていた。

　心のどこかでは、本当はもっと前からわかっていた。惹ひかれてもいないのに、この俺が流されて抱かれるなんて、あるわけないんだ。

　あいつは人間じゃない、バイクの化け身しんだ。その認にん識しきが、隼を受け入れることを俺にためらわせ、気持ちをセーブさせていた。

　その俺の抑よく制せいととまどいを、あいつはまるで無視して突とつ撃げきしてきた。

　あんなふうに攻せめられてはひとたまりもない。

　これは恋こいではなく同情なのだとか、あいつの俺への気持ちも敬愛であって恋じゃないんだからとか、ごまかして抑えようとしたって、無理だった。

　俺は隼に、二度目の恋をしていた。

　一度目は、本体に。二度目は、化身のあいつに。

　会いたくてたまらなかった。

　あいつの熱い告白は、俺の胸を震ふるわせている。

　けれどもいま脳のう裏りをよぎるのは、日常の些さ細さいなこと。他愛たわいのない会話やあいつの泣き顔。

　雪の中に輝かがやく陽ひ射ざししのような笑え顔がお。

　いつのまにかあいつは俺の心に根をおろし、枝を広げるように生活の隅すみ々ずみにまで溶とけ込んでいて、なくてはならない存在になっていた。ひとりでいるほうが気楽だったはずなのに、三人で過ごす時間が楽しくなっていた。

　あいつの欠けた生活などとうてい考えられない。

「……戻ってこいよ隼……」

　あんなに俺を好きだと言ってくれたあいつに、俺も好きだと伝えてやれたらよかった。

　でももう、どこにもいない。

　涙はとまらず、いつまでも俺の頰ほおを濡ぬらす。

　夜は深々と更ふけていき、ひとりで男泣きする俺を静かに包み込む。

　ひとしきり泣いたあと、濡れた頰をぐいと拭ぬぐい、夜空を見あげた。

「……泣いてる場合じゃねえよな」

　俺は、諦あきらめない。諦められない。

　あいつは俺を追いかけて、ここまでやってきてくれた。

　今度は俺が、あいつを追いかける。

　冷えた手すりを強くつかみ、隼を想おもった。
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　土曜日、俺は件くだんのバイク屋の前に立っていた。

　隼を諦められなくて、直じか談だん判ぱんするためにやってきたのである。

　店先に並ぶ中古バイクにざっと目を走らせる。隼がいないのはわかっているのに確認し、落らく胆たんしてしまう。

　俺は気合いを入れ直し、店の奥にいるスキンヘッドの中年男性の元へむかった。この店の店長である。

「先日お電話した四反田と言います」

　名乗ると、カウンターの奥にいた店長に露ろ骨こつに嫌な顔をされた。やっかいなクレーマーとでも思われているんだろう。

「俺のバイクなんですが、やっぱり諦めきれないんです。どうにかして買い戻すことはできないでしょうか」

　店長が顔をしかめてスキンヘッドに手をやった。

　言葉を選ぶようなまのあと、静かな声でゆっくりと言う。

「それは無理だと電話でお話ししましたよね。べつのバイクの購こう入にゆうでしたら、ご相談に乗れますが」

　落ち着いた態度だが、それは聞き分けのない子供に対するような、嚙かんで含ふくめる物言いで、ちょっと小こ馬ば鹿かにされている印象を受けた。

「そちらに展示してある中古なんかどうですかね。状態はいいです。本当はもっと値をあげたいところなんですが、勉強させてもらってます」

「それじゃだめなんです。そういうことではないんです。べつのバイクでは意味がないんです。例の、俺のバイクじゃないと」

「……俺のバイク、ですか」

　店長が頭を撫なでていた手をカウンターに置き、指先でトントンと打ち鳴らした。

「すみませんが、あれはもう、あなたのバイクではないんですよ。あなたが当店に売って、うちのバイクになった。そして新たな買い主が現れて、いまはその方のバイクになっているんです。うちの手元にあったときだったらまだしも、もう、うちにもどうすることもできません」

　迷めい惑わくでやっかいな客だと自分でも思うので、ここまでの店長の対応は予想していた。

　事情を話せば親身になっていっしょに考えてくれるかも、などと甘いことは考えていない。事情を話したりしたら、変人扱あつかいされるのがオチだ。

　俺はできるだけ丁てい寧ねいに続ける。

「では、新しいユーザーに直接交こう渉しようします。連れん絡らく先を教えていただけませんか」

「それは無理です」

　即そく座ざに首をふられた。

「勝手に教えたりしたら、店の信用に関かかわるので」

　当然の対応だと思う。だが、だからといってこちらも引くわけにはいかない。

「ええ、おっしゃるとおりです。ですので、お手数ですが、お相手に事情を伝えてもらって、その上で、連絡先を教えてもかまわないかと確認していただけませんか。それならば問題ないと思うんですが」

「勘かん弁べんしてください」

　うんざりしたように店長が横をむく。

「しかたがないですね……。そこにある中古、ぎりぎりの価格なんですが、すこし値引きしますよ」

　どうやら値引きさせるために言いがかりをつけにきたと思われたらしい。とんでもない。

「そうじゃないんです……っ」

　否定する声が大きくなってしまう。

「お願いします。新しいユーザーに連絡してください。俺の希望はそれだけです。本当に」

「そういうのはトラブルになりますから。巻き添ぞえを食うのはごめんなんです。すみませんがお引き取りください」

　カウンターに置かれていた店長の手が、まるで犬いぬ猫ねこでも追い払はらうような仕草で、俺にむかって払われた。

　さすがにそれにはカチンときた。

「あのですね。こちらのお店にご迷惑がかからないように、自分で直接交渉すると言っているんです。そもそもそちらが約束を破ったのですから、電話で確かく認にんするぐらい、協力していただいてもいいのでは」

　つい、トゲのある言いかたになった。すると店長のほうも、これまでは多少取り繕つくろっていた口調がぞんざいになる。

「約束なんて、私は知りませんしねえ」

「店員と約束したんです。その店員が現在はいなくても、店長が関かん与よしていなくても、この店と約束事をかわしたのは事実です」

「買い戻もどすという話は口約束でしょう」

「口約束でも約束は約束です。法的効力はなくても、店の信用に関わると思いませんか」

　店長が俺を睨にらんで押し黙だまった。その顔つきは、帰れと怒ど鳴なる五秒前。

　いかん。冷静になれ俺。相手の調子にあわせてこちらもヒートアップしては、まとまる話もまとまらなくなる。

　怒鳴られる前に俺は口調を改めた。

「すみません。クレームをつけに来たわけじゃないんです。相手に連絡していただけるなら、お礼も考えています。連絡先を俺に教えてもいいか、確認してください」

　丁寧に頭をさげる。

「たぶんこれは、相手にとっても悪い話ではないはずです。買った値段に、手間賃を上乗せするつもりでいますから」

　金はないが、どうにかする。

　頭をあげると、俺は熱意のこもったまなざしで、店長をハッタと見み据すえた。

「電話してくれるまで、俺は帰りません」

　店長が呆あきれたような顔をして、深く長いため息をついた。

「なんでそれほどこだわるんですか」

「大事なんです。とても」

「だったらなんで売ったんですか」

　当然の質問に、俺は一いつ瞬しゆん詰つまる。

　本当に、そうだ。

「……いまは死ぬほど後こう悔かいしてます」

　絞しぼりだすように、本音を吐いた。

　店長がもういちどため息をつく。そして無言でカウンターの下から一冊のファイルをとりだして開いた。中には契けい約やく書らしい書類が挟はさんであり、二、三枚めくったところで手をとめる。

「ちょっと待っててくださいよ」

　そう言って電話の受話器を手にし、番号を押した。

　もしかして、かけてくれているのか。

　期待を視線に込める俺に、店長が面めん倒どうくさそうに頷うなずく。

「相手の方にかけてますよ。断られたら、諦あきらめてくださいよ」

　どうか頼たのむ。断らないでくれ。

「あの、もし番号を教えたくないと言われたら、いま、この電話で俺と話せるか、訊きいてもらってもいいですか」

　道を断たたれないようにしぶとく頼み、こぶしを握にぎって祈いのっていると、やがて店長は受話器を置いた。

「出ませんね」

　そっけない結果に、俺は落胆した。

　くそ。頼むよ出てくれよ。なにしてんだよ。

　土曜の昼間である。電話に出られないこともあるだろうとわかっちゃいるが、電話に出ない相手に八つ当たりしたくなる。

　もちろん俺はしぶとく食いさがる。ここまできて諦められるものか。

「すみません。夜にでも、もういちどかけてもらっていいですか」

　店長が渋じゆう面めんを作る。俺は深々と頭をさげた。

「お願いしますっ」

　叫さけぶように言う。俺、なんだか隼みたいだ。

「しかたないですねえ」

　俺の熱意に根負けしたように、店長は請うけ合ってくれた。よかった。

　隼の持ち主とも、こうして直接会って交渉したい。

　譲ゆずってくれるかわからないが、まだ買ったばかりで、それほど愛着を持っていないと踏ふんでいる。

　隼は旧モデルだ。隼の新しい持ち主が中古を買ったのは、現行モデルではなく旧モデルを好んだためか、あるいは金欠で妥だ協きようしたのか。会って話してみないと感かん触しよくはつかめない。

　バイクマニアだったらやっかいだが、金のために中古を買ったのだったら、熱意を持って交渉すれば、比ひ較かく的てき容易に話がつくだろう。

　俺がこちらにいる今夜中に連絡がつくといいのだが。

　日中は適当に時間をつぶし、夜は友人宅に泊とまらせてもらうかホテルをとるか。

　いったん店を出ることにして今日の予定を考えていたとき、店の電話が鳴った。

　店長が受話器をとる。店名を告げてごくふつうの電話の応対をした直後、店長が「え」と呟つぶやき、俺へ視線を配った。

　これはまさか例の持ち主か、と俺もピンときて、固かた唾ずを吞のんだ。

「ええ、はい。状態は……ははあ。まったく動かないですか。ええ。レッカーあるんで、だいじょうぶですよ。料金を頂きますけどね。それで場所は……目印はなにかありますかね。そちらは病院で……」

　店長の渋面だった顔が、ますます渋しぶくなる。

　まったく動かないって、なんだよ……。

　会話の断片からもよくない兆候を感じとり、俺は動どう悸きで胸むな苦ぐるしくなりながら店長を見つめた。

　店長は俺の件は相手に話さず通話を切った。

「あなた、運がいいのか悪いのか。相手の方でしたよ」

「それで」

「バイクで事故ったそうです」

　ああ、やっぱり……。

「どんな感じでしょうか」

「自じ爆ばくで、動かないらしいですけどね、詳くわしくはなんとも。これから持ってきますよ」

　店長は店を店員に任せて出ていった。

　隼、だいじょうぶだろうか。

　本体が故障すると、化け身しんもダメージを受けるものだろうか。

　走れなくなったら、どうなるだろう。俺の所有に戻ったとしても、化身は出てこなくなるだろうか。

　どうかたいしたことない事故であってくれ。

　心配で押しつぶされそうになりながら、店長の帰りを待つこと一時間。バイクを載のせたレッカー車が駐ちゆう車しや場にとまったのが見えて、俺は店から飛びだした。

　運転席から店長が降り、助手席からは片かた脚あしにギプスを巻いた青年が降りてきた。はたちぐらいだろうか。この青年が、隼の新しい持ち主らしい。治ち療りようを受けてきたばかりらしく、慣れない様子で松まつ葉ば杖づえをついている。

　隼は荷台からおろされ、作業場に置かれる。

　その姿は予想以上に無残で、俺は言葉を失った。

　ぼこぼこじゃねえかよ、おい……。

「自爆ということでしたね。ええと、保険は」

「自じ賠ばい責せきで、対人だけなんです。バイクの保険って高いじゃないですか。まだ買ったばかりだったから、どのランクの保険がいいのかとか、迷ってて。だからバイク修理は自費になっちゃうんですよね……」

　隼をいじりながら店長と青年が話す。

　それをはたで聞きながら、俺はバイクを見つめた。

　いったいどんな運転をしたら、自爆事故でここまでバイクを傷つけることができるのか。大事な隼をこんな姿にされて、俺は泣きたかった。

　人目がなかったら、きっとすがりついて泣いている。

「これは……フレーム曲がっちゃってますし、エンジンもだめっぽいし……直すとなると、かなり高くつきますよ。──高たか橋はしくん、電でん卓たく」

　店長が店員に電卓を持ってくるように言った。頼んでおきながら、店長はほかに用事を思いだしたのか、店に入っていった。

　青年から一歩離はなれた場所からバイクを覗のぞき込んでいる俺に、青年がちらりと視線をむけた。偶ぐう然ぜん店に来ていた客で、野や次じ馬うまと思ったのだろう、その一いち瞥べつ以上には興味を示さず、バイクへ顔を戻もどす。

　俺はいったん店に入り、店のすみに置いてあったパイプ椅い子すを持った。そして外へ戻ろうとしたところを、店長に呼びとめられた。

「四反田さん。あんた、自己紹しよう介かいはちょっと待っていてくださいよ。様子を見て、私がしますから」

　俺は頷き、ひとりで外へ戻った。

「どうぞ。疲つかれるでしょう」

　青年の後ろにパイプ椅子を置いてやる。

「あ。すみません」

　青年が「イテ」と漏もらしながら椅子に腰こしをおろした。

「バイクに乗るのは、初めてですか」

「ええ」

　彼は恥はずかしそうに頷いた。事故った姿を人に見られるのは恥ずかしいものだ。

「ずいぶん派手にやりましたね」

「……まさかいきなりこんな大ケガするはめになるとは思ってもみなくて……これじゃ仕事もできない……」

　青年は消しよう沈ちんした面おも持もちで自分の脚を見おろす。

　俺の言った「派手に」は、バイクのダメージを指していたのだが、彼は自分のケガのことと受けとったらしい。

　隼をこんな目にあわせた青年に怒いかりはあるけれども、乗りはじめて数日で骨折するような事故を起こした彼のショックもわからなくもない。

「そいつの乗り心地ごこち、どうでしたか」

「そいつ？」

「そのバイクの。……俺、いいバイクを探しに来ていて」

　店長に釘くぎを刺さされるまでもなく、この状じよう況きようで、じつはそのバイクの前の持ち主ですとは言いだしにくく、野次馬らしいことを口にしてみた。

「乗り心地ですか。悪くないんじゃないすかね。というか、まだほんとに初心者なんで、そういうの、よくわかんないっすけど。わからないうちに壊こわしちゃって」

　電卓を持った店長が戻ってきたので、そこで会話は打ち切られた。店長が計算をはじめる。

「修理するんでしたら、きちんと調べて、改めてちゃんとした見積書をだしますが、これ、どうしますかね……だいたいこれぐらいはかかると思いますけど」

　電卓を提示された青年は、驚おどろきの叫びをあげた。

「うわ、そんなに？」

「エンジンが高いんですよね。どのバイクもエンジンは高いですけど、この車種はとくに。それからフレーム修理も。これ、曲がってるとまっすぐ走れないですから、直さないといけません。タイヤのパンクはたいしたことないですが」

「マジすか。修理するより、同等の中古買ったほうが安いじゃないですか」

「そうですねえ。この金額をだすなら、もっといいのに乗れますね」

「うわー、くそ……買ったばかりなのに」

　青年が迷ったのはせいぜい二分だった。

「直さなくていいです。処分してください」

「では、このあとの処分はこちらに任せてもらってかまわないですか」

「はい。あ、でも待ってください。廃はい車しや処分となると、費用がかかるんでしたっけ」

「それは、ええ。もちろんです」

　青年が苦い顔をする。

「うわー……金額はどれくらいですかね……」

　廃車費用も惜おしんでいるような青年の態度に、若じやつ干かんイラッとした。

　金がなくて隼を売った俺も偉えらそうなことを言える立場じゃないが、おまえ、いくらなんでもバイクに対する愛情がなさすぎじゃないのかと思ってしまった。

　俺より若そうな青年が金額を気にするのは当然で、これが隼のことじゃなければ聞き流していることだろう。過か敏びんになっているとは思う。

　内心でむかついている俺の横で、店長が淡たん々たんと答える。

「使える部品はあるので、もしかしたらほしいというマニアもいるかもしれません。なので無料で引き取ります。レッカー代は頂きますが」

　ほしいというマニア、というくだりで、自分のことだろうかと反応してしまう。

　店長の表情からは汲くみとれないが、たぶんそうだろう。

「お願いします」

　青年はあっさり隼を手放した。

　タクシーで帰っていった青年を見送ったあと、店長が俺をふり返る。

　スキンヘッドが、午後の陽ひ射ざしを浴びて輝かがやいていた。

「で。どうします」

「もちろん修理をお願いします」

　俺は一秒も迷わずすぐさま依い頼らいした。

「高いですよ」

　店長が俺にも電卓を見せるが、それをろくに見もせず重ねて答える。

「かまいません。見積もりをだしてください」

　新たな持ち主と交こう渉しようすることなく、俺の手の中に隼が転がり込んできた。

　だがまだ、取り戻したとは言えない。

　絶対に、化身の隼と会うのだ。

　今度は二度と手放さない。

　俺は隼の横にしゃがみ込み、瀕ひん死しの状態の獣けものをいたわるように、想おもいを込めて車体を撫なでた。
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　バイク屋から修理が終わったとの連れん絡らくが入ったのは、それから三週間後のことだった。

　マンションにはバイク用の駐ちゆう車しや場がないので、近所のガレージを借りることにし、隼を迎むかえる手て筈はずは万ばん全ぜんに整えてある。

　電車とバスでバイク屋へむかい、バイクと対面した。

　黒を基調にしメタリックグレーの差し色の入った本体は見事に元通りになっていて、俺は店長に見られているのもかまわず、涙なみだぐんでしまった。

　隼……直ったんだな……。

　ようやく会える……。

「フレームを直すのに手こずりました。でもまあ、見てのとおりです。問題なく乗れると思います」

　店長の言葉に頷うなずき、どきどきしながら跨またがる。エンジンをかけたら、久しぶりの振しん動どうに身体からだが昂こう揚ようした。

　俺は店長になんどもお礼を言い、書類手続きを終えると、帰りは隼に乗って高速道で雪国へむかった。事故後いきなりの長ちよう距きよ離りになるので様子を見ながら走ったが、道中はこれといったトラブルもなく、隼はスムーズで快適な走りを見せてくれた。

「隼、お疲れ」

　バイクを受けとったのが昼頃ごろだったので、帰宅は夜になった。ガレージにとめると、ねぎらうようにシートを撫でてやる。

「会いたかった……」

　愛いとしくて、自然と言葉がこぼれる。

「よかった。本当に、直ってよかったよ。またおまえと走れるようになって……よかった」

　しばらくそうして本体を眺ながめていた。

　朝までこうしてそばにいたい気分だった。

「なあ。人の姿のおまえにも会いたいんだ。元気な顔を見せてくれないか」

　到とう着ちやくしたら隼の化け身しんが現れるかと思っていたが、待っていても現れない。

　すこし時間をおかないと現れることができないのだろうか。

「部屋に来いよ。……待ってるから」

　本体に優やさしく話しかけて、俺はマンションへ戻もどった。

「お帰りなさい。隼はどうでしたか」

　部屋ではフィッツが待っていた。彼も隼の復活が待ち遠しかったようで、声も表情も弾はずんでいる。

「ちゃんと直ってた」

「私もあとで本体にお目にかからねば」

「ん、行くか？」

「いまはもう遅おそいですから。そのうち化身のほうがこちらへやってくるでしょう」

　フィッツに促うながされて俺は風ふ呂ろに入り、長旅の疲つかれを癒いやした。

　風呂あがりに酒をすこし飲み、フィッツと喋しやべっているうちに夜も更ふけてくる。

「隼、来ませんね」

　フィッツが壁かべ際ぎわの時計へ目をやり、首をかしげた。

「号ごう泣きゆうしながら、すぐに来ると思っていたんですけれど」

　俺もそう思ってたよ。

「どうしたんだろうな」

「もしかして、わざと登場のタイミングをずらして、碧を驚かそうと考えているのかも。感動の再会を演出ですよ」

「ええ？　あいつがそんなことするかよ」

　そんな小細工ができるやつじゃない。

　笑って否定してみたものの、本体が直り、なおかつ俺の所有となったいま、現れない理由がこれといって思いつかなかった。

「今夜は現れないかもしれませんね。碧、明日は仕事でしょう。そろそろ休んだほうがよろしいのでは」

「そう、だな」

　肩かたすかしを食くらい、興奮していた気持ちに冷水を浴びせられた気分だった。

　諦あきらめてベッドに横たわるが、いまにも隼が来るんじゃないかと思うと、なかなか寝ね付つけなかった。

　身体は疲れているのに気持ちは興奮している。

　隼のことばかり考えてまんじりともせずにいるうちに夜が明けてしまった。

「フィッツ。隼が来ない」

　朝、寝ね不ぶ足そくで酷ひどい顔をしている俺に、フィッツが気き遣づかうように熱いタオルを渡わたしてくれる。

「どうしてだと思う」

　真しん剣けんに尋たずねると、フィッツも腕うでを組み、真剣に考える。だが、

「わかりません」

　お手上げといった顔で首をふられた。

　出勤の支し度たくを終えると、ふたりでガレージへ行った。

　変化を見せないバイクに、ふたりで話しかける。

「おい、隼。なんで出てこないんだよ」

「隼、きみ、すねるのもほどほどにするんだ。また捨てられるよ」

「こらフィッツ、変なこと言うな。捨てねーよ」

「本当にどうしたんでしょうね」

「……フィッツ。今日はおまえ、留守番していてくれ。こいつで出かけてみる」

「了りよう解かい。お気をつけて」

　フィッツに見送られ、バイクで出勤した。

　手をかければ、俺に大事にされているとわかってくれるだろうかと思い、帰宅後はずっとガレージでメンテナンスをしてみたが、化身の隼は現れない。

　それから一週間が過ぎても、隼は現れなかった。

　俺は思い詰つめすぎて発はつ狂きようする寸前だった。

　走ることは問題ないのだ。なにか足りないものがあるのか。バイク屋も気づかなかったような欠けつ陥かんでもあるのか。

　まさか、寒いのが苦手だから、本体が冷えすぎると現れることができない、なんてふざけた理由じゃないだろうな。そう思って毛布を掛かけてみたりもしたが、だめだった。

　最初に隼が現れたきっかけ──俺の能力が再発したきっかけは、転んで頭を強く打ったことだった。

　ならば、もういちど打ってみればいいのか？

　意を決し、俺は自ら頭を壁かべに打ちつけた。

「……っ」

　がつがつと、コブができるほど打ってみたが、それでもバイクはなんの反応も見せない。隼は現れない。

「なんだよっ、これじゃなかったのかよっ。痛いてえよちくしょう！」

　血ち眼まなこになって可能性を探し、ありとあらゆる手を尽つくした。しかしどうやっても隼は現れず、俺はバイクの前で痛む頭を抱かかえた。

「なんでだ……」

　やっぱり、エンジンを替かえたせいだろうか。

　エンジンはマシンの心臓だ。それがダメになったことで、マシンの魂たましい的なものが消しよう滅めつしちまったんだろうか。それがもっとも納なつ得とくできる理由だった。

　それとも、べつの理由だろうか。

　隼の意思で、あえて出てこようとしないのか。

「もしかして、俺のことを見限ったのか……？」

　自分勝手な俺に愛あい想そが尽きたか。

　ああ、それ、ありえそうだな。俺、おまえをないがしろにしていたから。

「はたちの事故った主人のほうが、俺よりよかったのか？」

　尋ねても、答えは返ってこない。

「なんで……なんでだよちきしょうっ。出てきて理由を言えよこらっ！」

　殴なぐるまねをしてこぶしを作るが、本当に殴ることなんてできやしない。こぶしをシートに当て、その上にひたいをあてるようにうずくまる。

　会いたい。

　会いたいんだよ隼。

「隼……」

　おまえのことを想おもいすぎて、胸が痛い。

「隼、出てこい！　もう捨てないから！　俺もおまえのことが好きだから!!」

　ガレージに反はん響きようするほど大声で叫さけんだ。

　叫んだあと、ガレージはしんと静まり返り、外で風の音が聞こえただけだった。

　静せい寂じやくが虚むなしさを呼ぶ。

「おまえが好きなんだよ……」

　どうしたら。どうしたらいいんだ。

　握にぎりしめるこぶしが震ふるえる。そのこぶしに涙なみだが落ちる。

　高ぶる感情をこらえきれず、俺は涙を流していた。

　こぶしを伝った涙がシートへ落ちる。その瞬しゆん間かん、バイクが発熱したように感じた。

「……？」

　エンジンをかけていないから、熱くなるはずはない。ふしぎに思って身を起こしたとき、本体から、カメラのフラッシュのような強い閃せん光こうが放たれた。

「っ！」

　反射的に目をつむり、腕で顔を覆おおう。

「碧さん……」

　聞き慣れた声にはっと目を開ける。するとそこには人の姿の隼が立っていた。

　長身で引き締しまった体たい軀く。揺ゆれる黒くろ髪かみに魅み惑わく的なグレーの瞳ひとみ。端たん整せいな顔立ちを泣きそうにゆがめているのは、まぎれもなく隼だ。

　俺の隼だ。

　そう視し認にんした瞬間、俺は倒たおれ込むように広い胸に抱だきついた。

「隼……隼……隼……っ」

　嗚お咽えつ混じりに名を呼び、腕を背中へまわして力の限り抱だきしめる。しっかりとした質感を確認し、これは幻げん覚かくではないと安心したらよけいに涙があふれ出てきた。

「隼……おまえ、どうして出てこなかったんだよ……っ」

　俺の背に男の腕がまわされる。抱きしめ返してもらえたことが嬉うれしかった。

「すみません。俺も、どうしたらこの姿を現すことができるのか、わからなくて」

　俺は隼の胸から顔をあげた。

「おまえも、わからなかったのか？」

「はい」

「じゃあ……俺が嫌いやになったわけじゃ、ないんだな？」

「あたりまえです。俺があなたを嫌になることなんて、ありえない」

　力強い言葉が、じんと胸に沁しみる。

「でも、だったらどうして。前回はどうやったんだ」

「気づいたらこうなってました」

「……そうだったな」

　なにがきっかけだったのだろう。前回と今回では状じよう況きようが違ちがうし、などと考えていると、隼の手が俺の頰ほおにふれた。

「でも、よかったです……こうしてまた、ふれることができて」

　見おろしてくる瞳はわずかに涙がにじんでいて、慈じ愛あいに溢あふれて揺れている。俺の好きな、グレーの瞳。惹ひかれてやまない。

「碧さんの声はきちんと聞こえていました」

　静かに、せつなそうに隼が言う。

「あなたを悲しませてしまって、俺も辛つらかったです。早く姿を現して、あなたを安心させたかった……こうして、抱きしめたかった」

　頰にふれていた親指が動き、俺の唇くちびるを撫なでた。乾かわいた表面をなぞられる刺し激げきに、性的な感覚を呼び覚まされる。指は口の端はしから中央に進み、下唇を軽く押しさげる。

　唇がわずかに開く。俺は舌先を伸のばし、隼の親指を舐なめた。それから指先を口に含ふくみ、ちゅ、と音を立てて甘く吸う。

　俺を見つめる瞳に、情じよう欲よくの熱が灯ともる。

「碧さん……」

　隼の声が興奮にかすれた。

「俺を好きって、本当ですか」

「ああ」

　俺は隼の指を解放すると、やつの肩かたへ手を置き、背せ伸のびをしてくちづけた。するとやつの手が俺の後頭部にまわり、深いキスを返される。

　舌が俺の口の中に入ってきて、絡からんでくる。あいかわらず全力のキスだ。情熱的に愛あい撫ぶされて、口が蕩とろけそうに気持ちよくなる。

「ん……あ……」

　こちらも全力で応じてやると、腰こしを抱く男の腕うでに力がこもり、互たがいの下腹部が密着した。

　俺のも隼のも、すこしずつ、硬かたくなっていく。隼のそれが、服越ごしだというのに俺の腹に突つき刺ささりそうなほど主張してくるから、腰を揺らして刺激してやったら、床ゆかに押し倒された。

「隼」

「嫌ですか。でも俺」

「違う。毛布を、下に敷しいて」

　ガレージには毛布を置いていた。寒いだろうかと、隼の本体にかけてやっていたものだ。

　隼が毛布を広げて床に敷く。その上に俺が靴くつを脱ぬいで横たわると、隼もおなじようにして、上にのしかかってきた。

　ふたたびキスをかわし、互いの身体からだを刺激しながら服を脱がせあう。

　シャツのボタンを外され、下着代わりのＴシャツを胸むな元もとまでまくられる。すでに春とはいえ夜のガレージはすこぶる冷える。冷気が直接肌はだにふれ、身をすくめた。

　なだめるように、大きな手のひらが俺の腹から胸元を撫でる。

「鳥とり肌はだ立ってる」

「ああ……だから、早く温めてくれよ」

　俺は自分でズボンと下着をおろし、隼の手を中心へ導いた。

「俺も……俺がおまえを温めてやる」

　そう言って隼のズボンと下着を脱がせ、硬い猛たけりにふれた。

「舐めてやろうか」

　挑ちよう発はつするように舌を覗のぞかせてみせると、隼がのどを鳴らした。

「……でも、俺も碧さんのを舐めたい」

「じゃあ……こうするか」

　俺は隼に仰むけに寝ねるように指示し、その上に跨またがった。隼の頭のほうへ自分の尻しりがむくようにすわり、上体をかがめる。

　腹につくほど屹きつ立りつしたものを両手で握る。俺に興奮してくれているのが嬉しく、また愛いとしくて、その先せん端たんにくちづけた。それから茎くきにもいくつかキスを落としてから、丁てい寧ねいに舌を這はわせる。

「……碧さん……俺も、舐めますよ……」

　隼の荒あらい息が俺の尻にかかる。

　両手に尻を撫でられ、弾だん力りよくを確かめるように揉もまれる。その指がすこしずつ中央へ寄ってきて、すぼまりを撫でられた。かさつく指の腹で円を描えがくように撫でられたあと、舌でぬるりと舐められる。

　反射的にそこに力を入れてしまったら、尻をむにゅっと揉まれた。

「力、抜ぬいてください」

「ん……」

　意識して力を抜く。すると舌先が襞ひだに分け入るように潜もぐり込んできた。生き物めいた動きで粘ねん膜まくを濡ぬらされ、じわりと腰が震ふるえた。

　両方の親指で尻の皮ひ膚ふを左右に引っ張られ、入り口を開かされる。舌がさらに深く入ってきた。

「あ……あ」

　すごく気持ちいい。

　いじられていない前が膨ぼう張ちようし、先せん端たんから欲よく望ぼうが滴したたるのを感じた。

　俺が舐めているものからも先走りが零こぼれてきている。甘い香かおりに誘さそわれて先端を口に含み、とろりとした雫しずくを舐めとった。

　甘い。

　口の奥まで茎を咥くわえ、舌と唇で圧を加えながら出し入れする。唾だ液えきでぬらぬらと光るそれは酷ひどく卑ひ猥わいで、興奮させられる。

「碧さん……達いきそ……っ」

　隼が切せつ羽ぱ詰つまったように俺の後ろから口を離はなした。

　刺激をはじめてまもないのに、今日の隼は早い。

「達っていいぞ」

「でも、口に……、っ……」

　いったん口から離し、ふたたび含んで強く吸う。とたんにびゅくっと甘い液体が放出され、口の中に広がった。

　以前はこれを飲み込むのを躊ちゆう躇ちよしたこともあった。だが俺はすべてを飲み干した。隼のものならば、飲みたいと思えた。

「すみません……」

「いいよ。飲みたかったんだ。それより俺のほうも、もういいか？」

「あ、まだちょっと」

　ほぐれかけている入り口に隼の指が入ってきた。いやに太いな、と思ったらそれは親指で、入り口を左右に開かれた。空いた隙すき間まに舌が差し込まれる。

「あ……、いきなり、そんなに……っ」

「でも、これぐらいしないと、俺のが入らないでしょう。痛くはないですよね」

　痛いんじゃなく、気持ちよくて、俺もすぐに達きそうだから困るんだ。

　俺は隼みたいになんども達けない。どうせ達くなら、隼と繫つながって達きたい。

「あ……隼……んぅ」

　隼の舌が引き抜かれた。

「……中、すごく動いてますね」

　指で開かれたままだから、中が見えるのだった。視線を感じ、俺は顔を赤らめた。

　ガレージの白い照明に照らされたそこは、どんなふうに映っているのか。

　きっと、赤い粘膜がいやらしく誘っていることだろう。

「すごい。でも、もっと、トロトロにしたいです」

「……も、だめ。これ、挿いれたい」

　俺は隼の猛りを握にぎり、頰ほおずりした。手の中で、それがどくんと脈打つ。

「あとは、舌じゃなく、これで……して」

「じゃあ、乗ってください」

　またこの状じよう況きようで乗れと言われた……。

　隼に言われると必要以上にエロく聞こえて、身体の奥がじわりと濡れてきそうになる。

　俺は身を起こし、身体を前へずらして、隼の怒ど張ちようしたものを尻にあてがった。達ったばかりのはずなのにそれは力を維い持じしていて、俺の中に入るのを待ちわびている。

「ん……っ」

　本当はもうすこしほぐしたほうがいいのかもしれない。けれどこれ以上待てなかった。早く隼を感じたい。

　腰をおろし、圧あつ迫ぱく感かんに耐たえながら隼を身の内に収めていく。そのとちゅうで隼も起きあがってきたため、角度が変わり、しかもいっきに貫つらぬかれた。衝しよう撃げきに身体がのけぞる。

「あっ、あっ……！」

　背後から抱だきしめられ、下からおもいきり突きあげられる。激しく揺ゆさぶられても、深々と打ち込まれた楔くさびと腕でがんじがらめに拘こう束そくされて逃にげようがなく、それが嬉うれしかった。　>>>♥

　しっかり抱きしめて離さないでほしい。身の奥で隼を感じられる喜びに、俺は酔よいしれた。

「碧さん……っ」

　がつがつと貪むさぼるように、隼が俺のいいところを突いてくる。そこからめまいのような快感がわき起こり、またたくまに快楽にとらわれた俺は、自分の中心を握った。

「隼ぁ、あ………ぁ……っ」

　自分の声とは思えぬほど甘ったるい声が出て、それが男を煽あおったらしい。唸うなるような声が耳元に届き、抜き差しが加速した。

　身体が燃えるように熱い。

　結合部が摩ま擦さつされ、蕩とろけるほど気持ちいい。

「いい……あ、達きそ……っ」

　はじめから高温の状態で熱を送られた身体はすぐに沸ふつ点てんへ達し、俺は自分で茎をしごき、駆かけ足のように熱を吐はきだした。

「ん……っ」

　内うち股またが快感に痺しびれ、男の身体を締しめ付ける。

　隼の動きがとまり、俺に続けて彼も達した。奥を濡らされる感かん触しよく。

　いっぱいだされている気がする。

　俺はそれを咎とがめる気にならなかった。中にだされる快感を、俺は覚えてしまっていた。

「やっぱり……碧さん、中にだされるの、好きですよね。身体からだの反応が違ちがう」

　荒い息をつきながら隼が愛いとしそうに俺の腹を撫なでる。そこは隼の先端が埋うまっている辺りだ。先端を柔やわらかく包んでいる粘膜はきっと、溶とけるほど潤うるおっている。

「許可を得ずにだしちゃいましたけど。次からも、だしていいですか」

「……状況による」

　図星を指されたことと、それを受け入れていることが二重に恥はずかしくて、そっけなく答えた。

「了りよう解かいです」

　隼は俺の照れに気づいたようだ。うなじにくちづけてくる唇くちびるが、笑えみの形を刻んでいた。

　恥ずかしいついでに、これも言ってしまうことにした。

「なあ、おまえさ。やるときに、跨がれとか乗れとか言うの、やめてくれないか」

「どうしてです」

「その……おまえに言われると、なんというか。バイクに乗るときに、その」

　隼が声をひそめてささやく。

「ああ。運転しているときも、エッチな気分になっちゃいます？」

　俺はちょっとためらってから頷うなずいた。

「……まあ、そういうことだ。言われ続けると、きっとそうなる」

「わかりました。これから必ず言うことにします」

「おまえな」

「だってそんなこと聞いたら、そうでしょう。俺を運転しながら欲よく情じようしている碧さんなんて、想像しただけでぞくぞくします」

　やっぱり言うんじゃなかった。

　隼は楽しそうにくすりと笑うと、俺の首の付け根に唇を埋めた。

「痕あと、つけてもいいですか」

　俺は身体をゆだねて気だるく頷いた。

「……つけてくれ。おまえの印が、ほしい。どこでもいいから、たくさんつけろよ」

「どこでも？」

「ああ。浮うわ気き防止に、エロい場所がおすすめだぞ」

　煽るように言ったら、首筋を強く吸われた。それから腕うでをあげさせられ、二の腕のやわらかいところも吸われ、舐なめられる。そうされながら、乳ち首くびも押しつぶされ、こねまわされて、落ち着く余よ裕ゆうもなく快感を引きだされる。

　じっとしていられなくなって腰こしをもぞもぞと動かすと、太い楔で広げられた入り口の辺りに、濡ぬれた感覚があった。じわりと生温かい。奥にだされたものが下におりてきたのだろう。栓せんで塞ふさがれているというのにおりてきたということは、粘ねん膜まくが蠕ぜん動どうしているのかもしれない。

「……ん……っ」

　俺の中に収まっているものが、どくんと大きく動いた。

　もういちどすることに異論はない。だがもうちょっと、休きゆう憩けいがほしいところだ。

「おま……」

「碧さんが挑ちよう発はつするから……中も、すごくトロトロなのに、締め付けて……すみません我が慢まんできませんっ」

「わ」

　背を押すように身体を押し倒たおされた。隼が腰をあげるから、自然と四よつん這ばいの格好をとらされる。

　獣けもののような激しさで律動が再開された。

「碧さん……俺の……っ」

　そうだ。俺はおまえのものだ。

　そう言ってやりたいが、快感であえぎ声しか出てこない。

「ああっ……は、ぁ……っ」

　隼のたくましいものが、俺の中をなんども出入りする。

　攪かく拌はんされているうちに隼がだしたものが中から溢あふれてきて、泡あわ立だちながら内うち腿ももを伝う。その感触すら気持ちよくて、俺は我を忘れ、涙なみだをこぼしてよがった。

　もういちどふたりいっしょに達いったあと、隼は俺の身体からだ中じゆうにキスマークをつけ、それでようやく落ち着いて、抱だきあって横たわった。

　心地ここちよい疲ひ労ろう感かんの中で、隼が消えてから今日までのことを思い返す。

「おまえさ、俺の前から姿を消した前の日、覚えてるか？」

「吹雪ふぶきの日ですか」

「そう。家に帰ってからベランダで話したとき、やけに悲しそうだったよな。あれって、落ち込んでただけか？」

　いま思うと、あの諦あきらめたような態度はなにか悟さとっていたのではないかと思える。

　俺の疑問に隼は慎しん重ちように答えた。

「いえ……あのとき、本体がほかの人に売られたことに気づいたんです。それで、あなたから離はなれることになると悟って……。吹雪で、役立たずな自分も思い知らされて、諦めるしかないと思いました」

　そうか……。

　そのときのこいつの気持ちを思うと、俺までせつなくなった。

「ごめんな」

「いいえ。こうしてあなたの元に戻もどれたから、俺は幸せです。夢みたいだ」

　隼の腕が俺の腰を抱かかえ直す。その上腕には、新たなナンバーが刻まれている。俺はそれをぼんやりと見つめ、指先でなぞる。

　ふと気づけば隼のほうも俺の腕を見ていた。そこにはもう傷きず跡あとはない。

「ケガの痕は消えたんですね」

「たいしたケガじゃなかったからな」

「よかった……」

　ケガをしたのは隼を売りに行ったときだから、俺としては戒いましめのためにも傷跡を残したかった。でも隼が悲しまないほうがいいか。

「そういえば、頭も打ってましたよね」

　大きな手がそっと俺の頭にふれる。

「あー」

　隼に会いたいあまり、壁かべに打ちつけていたときは無我夢中だったが、あれを見られていたのだと思うと、ちょっと恥ずかしい。

「痛みますか」

「平気」

　広い胸に頭を寄せる。頭を撫でられる感触が心地よかった。

　そうしているうちに身体の熱が落ち着いてきて、もうひとつだけ、訊きいておきたいことがあったのを思いだす。

「なあ。新しい主人とは、どうだったんだ」

　俺は内心ではわずかにためらい、でも表面的にはついでを装ってそれを尋たずねた。

　ほんのいっときでも隼のユーザーになったあの青年に、俺は嫉しつ妬としているらしい。

　彼のほうがよかったと言われたら嫌いやだなと思ったがそれは杞き憂ゆうで、隼は口元を引きつらせて言う。

「あまり思いだしたくないです。やっぱり俺には碧さんしかいないと思いました」

　話によると、かなり雑に扱あつかわれたらしい。あげくにエンジンを壊こわされたのだから、そんな反応にもなるか。

　隼には気の毒なことだったが、俺は自分が隼の一番であることを確かく認にんして安心し、男の黒くろ髪かみを撫でた。

「部屋へ戻るか。きっとフィッツが待ってる。おまえを見たら、あいつも喜ぶぞ」

「そうですね」

　隼は穏おだやかにほほえんで、俺にくちづけた。







　　　　十一







「やっぱり、理由を知りたいです。俺が現れたときを検証したいので、再現してもらっていいですか」

　化け身しんが現れるきっかけはなんなのか。理由がわからないために、また突とつ然ぜん消えたり、現れることができなかったら困る。

　俺もそう思うので、思いだしながら語りだしたのだが。

「えーっと、だからシートに手をついて、出てこい、もう捨てないからって言ったら、本体が熱くなって」

「あれっ？　もうひと言ありましたよねっ？」

「え、あー。……俺も、おまえのことが……好きだから」

「それから？」

「それから、本体が熱く」

「違ちがいますっ。ほら、いまのセリフに似た感じで、言いましたよねっ」

　朝のキッチンである。

　テーブルのむかいにはフィッツがいて、生ぬるいまなざしで俺たちを眺ながめている。

　第三者がいる前で、告白を改めて言わされるのはとても恥はずかしくて、赤面する。

　隼が検証したいというのはうそじゃないだろうが、フィッツに聞かせたいという思おも惑わくもあるんだろうと思う。

「それで、泣いたんですよね？　俺のためにっ」

「……ちょっとな」

　なんだよこの辱はずかしめ。そろそろ勘かん弁べんしてくれないかなあ。

「碧。ちょっといいですかね」

　助け船をだすように、フィッツが軽く挙手した。

「思ったんですけど、出現のきっかけは碧の体液じゃないですかね」

「……体液？」

「ええ。涙がシートに落ちたんでしょう。私のときは、あなたの精液が」

「でもそれだと、隼が最初に現れたきっかけが」

　隼が「あ」と声をあげる。

「ケガをしましたよね」

　そうか。俺は自分の左ひだり腕うでへ視線を落とした。

「血が付着したのか……」

　三輪車や自転車のときは、ガキだったから、よだれがついたりおもらししたり、していたかもしれない。

　そういうことか……。

「でも、カップの化身は現れないんだな」

　俺はテーブルに置かれたコーヒー入りのマグカップへ視線をむけた。

　毎日使う茶ちや碗わんやコップにも愛着を持っているが、それらから化身が出てくることはない。

「乗り物限定の能力なんじゃないですか。碧、ためしに自転車を購こう入にゆうしてみたらいかがでしょう」

「……いや、それもな。必要ないし、万が一化身が現れたらどうするんだよ」

「大だい歓かん迎げいです。おふたりに当てられて、私もいい相手がほしくなりました。そういえば、碧には弟がいるんですよね」

　フィッツは家族写真に写る俺の弟に興味があるらしい。

　紹介してくれと言われ、もちろん断ったが。

「弟さんが無理なら、ぜひ自転車の化身を」

　たじろぐ俺の前で、化身ふたりが盛りあがる。

「それ、いいかも」

「だろう」

「そうしたら広い家へ引っ越こしましょう。いや、ひとり増えなくても、三人の男でここはちょっと狭せまいですよね。碧さんと俺が気き兼がねなく愛しあうために、もうひと部屋」

「俺にそんな甲か斐い性しようを求めないでくれないか……」

　コーヒーを手にし、俺は苦く笑しようする。

「フィッツには寂さびしい思いをさせて悪いが、広いところへ引っ越せる金はない」

「そうですか。残念です」

「いまはまだ、だけどな。いずれにしても、もうひとりなんて、いらない。俺はおまえらがいればじゅうぶんだ」

　そんなに深く考えた発言ではなかったのだが、そのセリフで、隼が感激したように顔を輝かがやかせた。

「碧さんっ！　俺も、俺は、あなたがいればっ！」

「こら、朝から興奮するな！　コーヒーがこぼれるっ」

　隼が抱だきついてくる。反対側からも、フィッツが俺の腰こしに腕うでをまわしてきて、頰ほおにくちづけようとする。

「碧。私もあなたがいれば幸せです。ですが寂しい思いをさせていると思われるのでしたら、私にも身体からだを重ねる喜びというものを教えていただきたいのですが」

　俺がフィッツのキスをかわすより速く、隼に身体を引っ張られる。

「あんた、ふざけるのもたいがいにしろ」

「きみも大人の余よ裕ゆうというものを覚えてだね、すこしは」

「うるさい、勝手にさわるな。キスするなっ」

　化身ふたりがじゃれあうようなけんかをはじめ、わいわいと賑にぎやかな一日がはじまる。

　こいつらがいるから仕事もがんばれる。こんな日々が末永く続けばいいと思う。

　そろそろ出勤だ。棚たなの時計を見ようとふり返ると、写真立てが目にとまった。俺と隼の写真と、家族の写真。

　仕事から帰ったらこいつらの写真も撮とって、となりに並べようか。

　──うん。いいかもしれない。

　その思いつきに気をよくした俺は、笑ってふたりの頭を撫なで、出勤の支し度たくをはじめた。







　あとがき







　こんにちは、松雪奈々です。

　このたびは『ぞっこん～ある日バイクに迫られて～』をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　このお話、とても楽しく書くことができました。皆みな様さまにも楽しんでいただけたらいいなあと思います。

　今回はバイクの化け身しん、隼の話でしたが、次回は車の化身、フィッツの話が発売される予定です。フィッツの恋こいも応おう援えんしてもらえたら嬉うれしいです。




　兼守美行先生、素す敵てきなイラストをありがとうございました。構図が素敵で、非常に嬉しかったです。

　担当編集者様、ご配はい慮りよのおかげで楽しくお仕事させていただきました。ありがとうございました。また校正者様やデザイナー様、そのほかスタッフの皆様にも大変お世話になりました。次作の残りの作業もどうぞよろしくお願いいたします。




　二〇一四年三月


松雪奈々　　
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